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カド ッ ク ・ ゼ ムル プス 
174cm 

57kg 

ポー ラン ド 

EI en. ROL. 野外 技能 

現代 音楽 全般 ( 主 に ロッ ク ) 
才能 溢れ る 魔術 師 

皇女 


Am 


RERSOBE, 

魔術 師 と し て は 才覚 ・ 家 柄 共に 平凡 な が ら 、 高 い マ スタ ー 
適正 値 を 示し た こと か ら 、A チ ー ム の 一 員 と し て 選出 され 
て いた 。 

A <A 異聞 帯 に お ける 最初 の 刺客 と し て 、 氷 の 皇女 と 共に 主人 公 
た ちの 前 に 立ち は だ か る 。 


ACTER Profile 


オフ ェ リ ア ・ フ ァ ム ル ソ ロ ー ネ 


166cm 

Ea 48kg 

ドイ ツ 

EN #2. 28%, BEODRR رت‎ 
EXE 4-05. リン ツ の チョ コ 、 キ リ シ ュ タ リア 
8 


AD 


BAR EAR CH 3 HE. 
キリ シュ タリ ア ・ ヴ ォ ー ダ イム に 忠誠 を 誓い 、 部 下 の よ う 
に し て 振る 舞う 。 

冷徹 、 理 知 的 な 秘書 官 で あろ うと 努め て いる が 、 善 良 な 人 
間 性 を 隠し きれ て いな い 。 

自ら の 契約 し た サー ヴァ ント を [騎士 ] と 称し て いる が 、 実 
際 に 騎士 の 英霊 で ある か は 不明 。 
時 計 塔 で は 降 霊 科 に 所 属し て いた 。 


| 体重 29kg 
日 本 


好き な も の E トレ ッ キ ング (シー ズン オフ に 限る ) 
ESTO] ہا رتا‎ ۱27865. Ad. MADSDER 


AN سے‎ 


AM 


流れ の 学者 と し て カル デア に 招 か れ た 女 魔術 師 。 

愛想 が な く 他 人 に 無関心 R 人 と いう ワケ で は な い 。 
も と も と は 貴人 ( 品 の ある 、 高 級 な 教育 を うけ た ヒト ) な の 
で 礼節 を 重んじ 、 秩 序 だ っ た 運命 を 好む お 。 
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R Profile 


| スカ ンジ ナビ ア ・ ペ ペロ ンチ ー ノ 
188cm 
75kg 
不明 
EI za. 修験 道 、 汚 れ 仕事 
EERE) ブラ ス 思 考 、 仲 直り 、 運命 の 王子 様 
EEE マイ ナス 思考 、 カ ラス 、 ダイ エッ ト 


AD 


本 名 、 人 種 、 年 齢 、 全 て が 謎 の 人 物 。 

七 人 の 中 で 最 年 長 で は ある らし い 。 

ピリ ピリ し が ちな クリ プター た ちの 会 議 を 「 ま あま あ ]」 CH 
や か に する ムー ド メ ー カ ー。 

女性 的 な 感性 を 持ち お 、 本 人 も それ を 思う 存 分 満 大 し て いる 。 
何事 も 楽し くも 仲良 く 、 潤 滑 に 、 が モッ ト 一 。 一 人 称 は 私 。 


187cm 
EN 74ke 
イギリス 

EE] 占 星 術 、 天 体 魔術 、 高 速 詠唱 
EXPO ウォ ー キ ング 、 フェン シン グ 、 ベー キン グ 
EEE 事前 調査 不定 に よる 失敗 、 厚 ば っ た い 服 装 、 酒類 


クリ プター の リー ダー。 
地球 白紙 化 現 象 を と 迎え 、 汎 人 類 史 を 消し 去っ た 人 類 の 裏 切 
り 者 。 

選民 思想 に より すぎ て は いる が 、 理 に か な っ た 未来 像 を 元 
に 行動 する 指導 者 。 

冷静 沈着 、 冷 た い 買 族 の 御曹司 の イメ ー ジ だ が 、 他 人 に は 
柔らか く 接し 、 権 力 を 振り か ざす 事 の な い 青 年 。 

自信 家 だ が 向 慢 で は な く 、 冷 徹 だ が 冷血 で は な い 。 

西暦 2017 年 まで の 人 類 に と っ て 最大 の 裏切り 者 だ が 、 そ 
の 理念 ・ 目 的 は 人 類 に と っ て 有益 で あり 、 大 き な 転 機 で あ 
る 事 も 否定 で き な い 。 

人 間 の 身 で あり な が ら サ ー ヴ ァ ン ト を 打倒 で きる 魔術 大 系 
を 確立 し て いる 。 

地球 白紙 化 以前 は 、 その 魔術 系 統 が 天体 科 で あっ た 為 、 "A 
才 的 だ が 所 誠 は 机上 の 空論 、 実 利 に は な りえ な い " EN, 
危険 視 さ れる 事 は な か っ た 。 


回 TER Profile 


ベリ ル ・ ガ ッ ト 


185cm 

E 75kg 

グレ ー ト ブリ テン 

ウィ ッ チ クラ フト 、 服飾 、 ガー デニ ング 
ERED か わい そう な ヤツ 、 お も し ろ い ヤツ 
た の し そう な ヤツ 、 つ ま ら な い ヤ ツ 


物 


戦闘 要員 と し て スカ ウト され た 魔術 師 。 

普段 は お 喋り で 社交 性 の ある 青年 だ が 、 ス イッ チ が 入る と 
陰湿 、 か つ 凶 暴 な 殺人 鬼 と な る 。 

パッ と 見 、 ガ ラ は 悪い けれ ど 話し て みる と 話 の 分 か る 紳士 
的 な 青年 。 

本 人 は 人 間 好 き 、 か つ 社 交 性 に 満ち た 人 格 だ と 自負 し て い 
Do 


u » » ۹ 5 
ヶ デイ ビッ ト ・ ゼ ム ・ ヴ ォ イ ド 
179cm 
| は 重 70ke 
アメ リカ 、 ネバ ダ 州 
E باتتاک>ے‎ 
ERE) 特徴 の 有る 人 間 
と くに な し 


、 内 実は 生き る 為 だ け に 行動 する 狩猟 動物 、 と いう の が 
正しい 。 シン プル お 野生 の 美 し さ 。 

マリ スピ リー に は "も っ と も 優れ た レイ シフ ト 適合 者 "と さ 
れ 、 そ の 実力 も カル デア が 集め た マス ター 候補 の 中 で も ト 
ッ プ だ っ た が 、 非 社交 的 な 性 格 の た め 、 チ ー ム の 纏め 役 で 
は な く 影 の 支配 者 的 な 位置 に な か つて いた 。 

他 の メン バー も : 力 を 認め は する も の の 、 そ の 協調 性 
の 無 さ か ら リ ー ダ ー に は せ ず 、 ヴ ォ ー ダ イム を リー ダー と 
し て チー ム を 作っ て いた 。 
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主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


DIR AZ 
ジン 7 ER, 
凶 化 : A+ 
生命 体 と し て の 肉体 を 逸脱 し 、 ひ と つの 凶器 と し て 
幅 さ れる が 、 そ れ 以 外 の 運用 の 秒 軟 性 が 損なわ れる , 
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TER Profile 


項羽 が この 容姿 に 至る こと は な か っ た が 、 RAPE ا227۷‎ - 7. この [可 能 性 D 姿 | 7006758 ے‎ LTS 
| れる こと に な っ た 。 


eu 


a ODL) 
スキ ル と も いえ る 。 


され 、 武神 と し て 恐れ られ た が 故 の 逸話 の 具現 。 ある 意味 で は [MBO] (HATS 


BRE 


二 


می ےہ رام 


ば つ ざ ん が いせ い 。 
中 国史 屈指 の 勇 名 を 誇る 項 泌 の 、 故事 成語 と も な っ た 武 の 具現 。 と り わ け 兵 器 と し て の 性 能 を 極限 まで 拡大 され た 異聞 
帯 仕様 の 項羽 が 発動 し た 際 に は 絶大 な 威力 を 発揮 する 。 
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〇 性格 

物静か で 泰 然 自 若 。 た だ し 温厚 さ は 欠片 も 見 せ ず 、 あら ゆる 悪 逆 を 周一 つ 額 め ず 行 うた め 冷 酷 非情 の 悪漢 と 見 える が 、 実 
際 の と ころ 本 人 に 悪意 は な い 。 そもそも 悪 の 根拠 た る 欲望 を 持ち 合わ せな い 思 考 装置 、 と いう の が 彼 の 正体 で ある 。 
常人 で は 到底 共感 し きれ な い 人 造 人 間 と し て の 徹底 し た 合理 性 の みな ら ず 、 未来 予知 能力 と いう 他 者 に 伝達 不可 能 な 情 
報 を 拠り 所 と し て 判断 を 下す た め 、 そ の 言動 は まっ た く 理 解 の 及ば な い 支 郊 滅 裂 な も の と し か 見 えな い 。 た だ し 一 買 し 
た 目的 意識 と し て 、 混 乱 状態 の 早期 収拾 と いう 命題 は 常に 揺 る ざ なく 、 結 果 か ら 逆 算 し て 大 局 的 に 見 れ ば 、 彼 の 行い が 
より 迅速 に 状況 を 動か し た 、 と いう 成果 だ け は 達成 し て いる 。 し か し 倫理 人 観 に お いて も 人 間 の 常識 を 全く 解 さ ず 、 自 分 
自身 を も 含め た 犠牲 と 損耗 に 中 路 が な いた め 、 や は り そ の 行状 は 狂気 の 沙汰 と し か 形容 し よう が な い 。 

だ が 高度 に 複雑 な 思考 装置 で ある 項羽 は 、 人 倫 と 基準 が ずれ て いる と は いえ [感情] と 呼び うる 精神 活動 も 備え て は いる 。 
目的 の 成就 を 喜び 、 意図 せ ぬ 損失 を 悲し お ENE] の 賞罰 を 自ら の 内 で 行っ て お り 、 また 彼 な り の 理想 一 一 混乱 の 収束 
し た 安定 状態 、 つ まり 平穏 な ひと と き 一 一 を 目の当たり に すれ ば [歓喜 ] や [ 安 堵 | を 懐く こと も ある 。 その 人 な ら ざ る 
情動 を ショ ン を 成立 させ る こと も 不可 能 で は な い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

自ら の 設計 され た 意図 を 達成 する 、 と いう 根源 的 衝動 だ けが 項羽 と いう 装置 を 駆動 させ る 。 つ まり 天下 泰平 の 成就 。 そ 
の 至上 命題 は 大 局 的 に は カル デア の マス ター と 共通 する も の で ある た め 、 何 の 対価 も 求め ず 宮 問 も 懐か ず 、 あ ら ゆ る 手 
段 を 選ば ず (それ が 問題 な の だ が ) 任務 の 達成 に 尽力 し よう と する 。 


「 そ の 志 が 天下 を 泰平 へ と 導く の で あれ ば 、 我 が 機能 の すべ て を 動員 する ] 
「 我 が 演算 の 導く と ころ は 必勝 。 故に 主導 者 よ 、 安 培 せ よ ] 
「 最 も 迅速 か つ 効 率 的 な 手段 を も っ て 所 定 を 完了 し た 。 何 か 問題 が ?] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

BER, SEHR, DEREN. 汎 人 類 史 に お いて は 秦 王 朝 を 滅ぼし 劉邦 と 次 な る 天下 を 争っ た 膝 王 。 残虐 非道 な 虐殺 の 
数 々 、 RODEIWESU 21 5t8R—A LIL TESTER PE TNA El (LADA. RADE] CHR 
MANS. ںا 90ہ ج272 کا جو ا اقطاظ‎ KILL T., KEFBÄILBENTDOHMBZFATTEIT, BETA 
の み で 頭角 を 現し た と され て いる 。 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 

奇才 に し て 愚者 た る 吾 王 と 余人 に 語り 継が れる 項羽 。 その 正体 は そもそも が 余人 の 理解 の 範 講 に は な いも の だ っ た 。 始 
ERMUA ECON LIBRA FO BET 計 し た 人 造 人 間 、 そ れ を 趣 獲 し た 項 染 が 坦 と 偽っ て 「 項 籍 

の 名 を 与え た の が 彼 で ある 。 本 来 の 所 有 者 で ある 始皇帝 の 没後 に 起動 され 、 新 た な る 操縦 者 だ っ た 項 染 と も 早々 に 死に 
別れ た 項羽 は 、 自 律 的 判断 の も と 、 最 初期 に プロ グラ ム さ れ た 目的 意識 一 一 即ち [天下 泰平 ] の 早期 実現 の た め に 、 機械 
知性 な ら で は の 人 倫 を 逸脱 し た 方 法論 で 動き 出す 。 次 な る 天下 人 が 早期 に 勃興 で きる よう 、 中 華 の 戦略 地図 を [単純 化 
し 狭く する ] と いう 意図 に 基づい た 躍 吹 と 虐殺 。 そ れ は 人 間 の 観点 か ら す れ ば 、 ま る で 無益 な 暴 政 で あり 魔王 の 所 行 に 
他 な ら な か っ た 。 だ が 結果 と し て 秦 無 き 後 の 泥 乱 期 た る 下 漢 戦争 は わずか 4 年 で 終息 し 、 地 方 の 一 合 客 に 過ぎ な か っ た 
劉邦 は 晴れ て 漢 王朝 を 起こ す 高 祖 と な る 。 

始皇帝 の 崩御 が な か っ た 異聞 帯 に お いて は 、 彼 は 「 会 稽 堆 式 」 の コー ド ネ ー ム の まま 正しく 始皇帝 に 運用 され 、 FOR 
制 形 に 尽力 する 。 とりわけ その 高速 演算 能力 を 由来 と する 未来 予知 は 、 戦 場 に お いて 会 稽 零 式 を 無敵 の 兵器 と し て 機能 
させ る も の だ っ た 。 彼 は 秦 軍 機械 化 兵 団 の 始祖 に し て 旗手 と な り 、 つ い に は 永世 秦 帝 国 と いう 砺 願 を 成就 せ すし め た の だ 
っ た 。 

生理 的 欲求 や 本 能 、 感 情 か ら 解放 され た 機械 生命 と いう 自我 に 加え 、 未 来 予 知 に よる 独特 な 時 間 感 覚 の せい で 、 項 羽 の 
思考 は 常人 と は か け 離 れ た 異質 な も の と な っ て いる 。 すべ て を 予見 し 達観 する 賢者 で ある 彼 は 巨木 の よう な 落ち 着い た 
静けさ を 漂わ せ て いる の が 常 だ が 、 そ の 未来 視 が DEMO LU] を 捉え る や 否や 、 待 機 状態 か ら 破壊 紙 減 へ と 目標 設定 が 
切り 替わる 。 近い 将来 に 平和 を 乱す も の と 判定 され た 対象 に 対し 、 項 羽 は 持ち 前 の 戦闘 能力 を 踏 路 な く 発揮 し 、 普 段 の 
静けさ と は 打っ て 変わ っ た 暴風 の 如き 荒 々 し さ で 、 自 ら の 所 定 を 遂行 する 。 そ の 論拠 は 、 未 来 を 知覚 で き な い 常 人 に は 
決し て 理解 不能 な も の で あり 、 故 に サー ヴァ ント と し て の 項羽 は パー サー カー の クラ ス に 類 さ れる こと と な る 。 

し か し 数 多 の 英霊 の 運命 が 交錯 し 、 の みな ら ず 多数 の 特異 点 と 接点 を 持つ カル デア と いう 特殊 環境 は 、 項 羽 の 未来 予知 
能力 を 大 幅 に 阻害 する 条件 が 揃っ て お り 、 こ こ に き て よう や く 彼 は [未来 に 縛ら れず 現在 を 生き る ] と いう 観点 を 得 て 、 
駒 き や 喜び と いっ た 生命 な ら で は の 感情 を 、 新 た に 体験 する 機会 得る こと に な る 。 


生涯 唯一 の 理解 者 に し て 愛し き 妻 。 彼女 が 許容 し て いる と いう 一 点 に お いて まず 、 カ ル デ ア は 守護 する に 値する 。 
始皇帝 

か つて 試作 品 だ っ た 自分 が も し 完成 に 至っ て いた ら 、 と いう 仮定 の 姿 。 汎 人 類 史 に お いて は 実現 し な か っ た も の の 、 平 
行 世 界 で その 優性 が 立証 され た こと は 喜ば し い 。 

新宿 の アー チャ ー 

万 難 を 排 す る 上 で は 抹殺 し て お くべ き 危 険 分 子 だ が 、 和 将来 的 に カル デア に 貢献 する 可能 性 が 少な か ら ず 予見 され る た め 、 
執行 保留 中 。 
殺生 院 キ アラ 

ー も 二 も な く 抹 殺し て お くべ き 危 険 分 子 だ が 、 将 来 的 に カル デア に 貢献 する 可能 性 が 少な か ら ず 予 見 され る た め 、 執 行 
猫 予 中 。 


表情 
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体 の 大 部 分 が 虫食い 状態 に か っ て お り 、 

中 が 発光 し オー ラ が 漂っ て いま す 。 

肩 の 鎧 は 発光 し て いま せん が 、 

肩 の オー ラ が 漏れ て 隙間 か ら 光 が 見 えて いま す 。 


甲 届 な ど は すべ て 体 と 一 体 化 し て し まっ て いま す が 、 
甲南 の 名 残 が 腕 や 背中 な ど に 残っ て いま す 。 


腕 に 巻き 付く 蛇 は 、 脇 下辺 りか ら 生 えて いま す 。 
手先 に 向かっ て いる の は 蛇 の し っ ぽ 側 に な り ま す 。 
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TER Profile 


首飾り は 水晶 が 10 個 連なっ て いま す 。 


伝説 の 狂乱 さ は その まま に 、 武 を 超越 し た 存在 と し て デザ イン し まし た 。 初期 は 人 間 味 が めった の で す が 、 調整 を 進め 
る うち に 段々 と 異形 感 が 増し て いき まし た 。 人 触 まれ て いく よう で 楽し か っ た で すね 。 BRABIHEEITHNATENT 
べ て を 詰め 込ん で いま す 。(QdanciaO) 
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` REE 


| クラ ス セイ バー EA WEF 
Elst Elise Bare 
Der: EN ۱72۰۰ E 558 


Ene Be Ed Edo Edo Els 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 ノ キャ ラク ター デザ イン :hou 


CV: 森 な な 子 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


TIRAN 


自在 に 操 


sialic ome 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 な ど 大 掛か りな 魔術 は 防げ な い 。 


>... 周囲 の 精神 的 動揺 を シャ ッ ト ア ウト 。 


その 美貌 で 兵 が 動 据 する こと を 防ぐ た め 、 仮 面 を つけ た 逸話 が 昇華 され た スキ ル 。 


カリ スマ を 隠す 訳 で は な い の で 、 兵 た ちの 土気 は 依然 高い まま と な る 。 


種 ス キル 。 多 人 数 を 動員 し た 戦場 に お いて 、 勢 い を 殺さ ず 兵 を 猛進 させ る こと が で きる 。 
開 陵 王 は わずか 500 騎 で 、 敵 の 大 軍 を 打ち 破っ た 稀代 の 名 持 で ある と 伝え られ て いる 。 


歴史 書 に 音 容 兼 美 と 語 わ れる ほど の 風貌 で あっ た 彼 は 、 素 顔 を 晒す だ け で 周囲 に 影響 を 及ぼ す 。 
月 が 応援 し て ビー ム 出す か どう か は 不明 。 


いさ まし き は か めん の も の 、 お ん よう けん ぴの りょう お うな り 。 

仮面 を つけ た 欄 陵 王 の 奮戦 を 讃え 、 兵 士 た ち に よっ て 作ら れ た 曲 と され て いる 。 

その 曲 は 雅楽 と し て 唐 代 に 日 本 に も 伝わり 、 今 も な お 舞 わ れ て いる 。 

その 田 猛 さと 美貌 を 讃え る 歌 は 味方 の 士気 を 向上 させ 、 敵 を 伝 ませ る 。 

更に 「 音 容 兼 美 ] と され た 蘭 陵 王 自身 が 歌う こと に より 、 絶 大 な 重圧 と それ で も 目 を 離せ ぬ 美 の 恐怖 を 敵 に 与え る 。 


人 物 


Bai Basse BYR Re 


: 〇 性 格 

A 折り 目 正 し く 、 謙 虚 に し て 敵 に は 勇猛 果敢 。 

部 下 に も 優し く 、 主 に は 忠実 。 

まさ に 絵 に 描い た よう な 名 将 で ある 。 

自分 の 美 し さ を 鼻 に か ける こと も な く 、 む し ろ 疎 まし ささ え 感 じ て い る が 、 そ れ を 公言 すれ ば 反発 され る こと は 目 に 見 
えて いる の で 、 あ まり 他人 に は それ を 伝え よう と は し な い 。 


O マス ター へ の 態度 
基本 的 に 礼儀 正しく 、 一 歩 控 えた 態度 で 仕え る 。 
た だ 、 正 し く な いこ と を し て いる 場合 、 挙 動 不 衝 に な る ほど 悩み な が ら お ず お ず と 、 


「 今 の は 正しく な い の で は ] 
と 助言 し て くれ る 。 
暗 君 に 仕え すぎ た せい か 、 忠 言 が トラ ウマ 気味 に な っ て いる と 思わ れる 。 


絆 が 高 ま れ ば 、 そ の 忠 言 の ト ラウ マ を 克服 で きる だ ろう 。 


O ا8138‎ 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 セ イ パ ー。 WBE. 0ا7 ا88‎ Lito 

仮面 を つけ て の 参上 、 ま こと 無礼 と お 思い で し ょ う が 、 平 に ご 容赦 を ……。」 

「 マ スタ ー。 貴方 ノ 買 女 の 手 向け て くれ た 愛情 に 、 温 情 に 、 慕情 に 、 私 は どれ だ け 返 礼 で き て いる で し ょ う ? 
買 方 ノ 買 女 の た め な ら ば 、 火 も 水 も 毒 すら も 、 陣 害 に は な り ま せめ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
闘 陵 王 は その 基 運 と 歴史 書 に 記載 され る ほど の 美貌 か ら 、 中 国 で も 屈指 の 人 気 を 誇る 武 持 で ある 。 
その 美貌 が 兵士 の 行動 を 鈍ら せる こと を 防ぐ た め 、 仮 面 を つけ る ほど だ っ た 、 と いう 伝説 まで 残さ れ た 。 


武将 と し て も 極め て 優れ て お り 、 わ ず か 五 百 騎 で 万 を 超え る 敵 の 包囲 を 突破 、 洛 陽 を 死守 し た と いう 。 


だ が 、 運 の 悪い こと に 開 陵 王 が 仕え て いた 北斎 は 既に 減 び の 兆し が 見 え 始め て お り 、 更 に は 彼 の 人 気 を 婚 ん で いる の は 
同僚 で は な く 、 暗 君 の 皇帝 と いう 有 様 だ っ た 。 


勇猛 果敢 に 戦い 、 功 績 を 挙げ れ ば 挙げ る ほど に 彼 を 疎ましく 思っ て いた 皇帝 は 、 彼 の 死 を 望ん で 奏 薬 を 送っ た 。 


彼 の 死後 、 北 音 は 速やか に 滅亡 する こと に な る 。 


/ = 


CHARACTER Profile 


/ AY 
: x >. ER: >. 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 
美形 、 謙 虚 、 そ し て 勇猛 と 部 下 と し て は これ 以上 な い 、 得 難い 人 物 な の だ が - 
信 と いう か マス ター 不信 に 陥っ て いる 。 


絆 を 強め て いけ ば 、 心 を 開い て くれ る し 、 忠 言 も 告げ こく れる が ……。 
絆 が 浅い まま で は 、 常 に 一 線 を 引い た 付き 合い と な る だ ろう 。 


な お 


O 通常 武器 


ペン テ シ レ イア 
仮面 ある ある 話 に た ま に 興 じ る 。 

自分 に 欠片 も 興味 が な い 視線 が 、 す ご く 過 ご し や すい 。 

(25< 184050) 

MEA 

サー ヴァ ント と し て 再会 で きる と は 夢 に も 思わ ず 、 感 動 。 

困っ た こと が あれ ば いつ で も 相談 し な さい 、 と 胸 を 0 いて くれ た が ……。 
彼女 に 対し て は 常に 心 を 砕い て いる た め 、 爆 発音 が 起き る た びに 、 廣 美人 の 様子 を 見 に 行こ うと する 。 
A 

雅 な 歩 法 、 静 か な 暗殺 術 、 そ し て ぐ で ん ぐ で ん の 酔っ 払い 。 

真っ 当 に し て いれ ば その 所 作 は 美しい の に 、 な ぜ 酔 い 潰れ て し まう の か 、 と 頭 を 抱え る 。 

ディ ルム ッ ド > 
仮面 を つけ て も 黒子 の 呪い は 無効 化 で き な い ? 
そ 、 そ れ は 気の毒 に 
黒 中 

私 が 何 か す る と き に 、 ど こ か ら と も な く 音 楽 を 流す の は な ぜ な の だ ろう ……? 
(ヒン ト : ロマ ンチ ッ ク イ ベン ト CG 専 用 BGM) 
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形 は ワイ ド バ パンツ 寄り 


By A PAN > bees. 4 
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紫 と 水色 の 混色 で す . 

吸い 込ま れる よう な 幻想 的 な 色 と 
思っ て いた だ けれ ば …。 
ISH, BERUTS. 


表情 の 変化 が 分 か り に くい で す が 


厳 つい 仮面 と 内 面 と の ギャ ッ プ 7 
出 て る と いい な ぁ と いう 感じ で す 。 


TER Profile 


2 
第 三 段 階 の マン ト と 
同じ 柄 が 入っ て ます 。 


武器 


at tram Illustrator 


「 仮 面 を 着け た 美少年 ] と いう コン セプト 以外 は 好み に デザ イン し て 下さ いと の 依頼 で し た の で 、 嬉 し くも あり か な り 緊 
張 し まし た 。 既 に 美形 揃い の サー ヴァ ント と どう 差別 人 を する か 、 特 に 目元 に 拘っ て いた 気 が し ます 。 E ER A 
や 花 な どの 美 の 象徴 を 私 な り に 考え て 取り 入れ て み ま し た 。 勾玉 は 今 も 日 本 で 伝説 が 伝わっ て いる こと と 月 の お 守り の 
意味 を 込め た も の で す 。 着 け す ぎ た …。 ス リッ トワ イド パン ツ は シワ の 付き 方 が わか ら な か っ た の で 実際 に 作っ た り し 
まし た 。 肌 は 一 切 見 せな いけ ど 華 薔 な ライ ン が チラ リズ ム す る の 凄く いい よね …。 髪 は 史実 の 悲劇 の 表現 で 、 毒 で 脱色 

・ 断 紅 し て いる と いう 私 の 中 の 設定 な の で 生前 は 黒 眉 長 喘 だ っ た か も し れ ま せん 。 仮面 の し ずく 型 の 飾り も 角度 に よっ 
て 涙 を 流し て る よう に 見 せ た り 、 逸 話 を あちこち 落と し 込ん で ます 。 モ チー フ の 一 つと し て 選ん だ キン シバ パイ の 花 は 彼 
が 亡くな っ た 月 に 開花 する そう で す 。 宝 具 の 顔面 は も う 二 度 と 描け な いく らい の 美形 に し よう と 試行 錯誤 し まし た 。 Y 
っ ご く 光り ます ね ! 大 人 すぎ ず 子 供 す ぎ ず の 一 瞬 の 美 の 時 期 な の か な あと 思っ て 描き まし た が どう な ん で し ょ うか … ۶+ 
私 的 に は 中 性 的 な 色っぽ さ が 出 て いる と いい な と 思っ て いま す 。 蘭 陵 王 の 勇 ま し さ は 戦闘 中 に 見 せ て くれ る と 思っ た の 
で 、 最 終 再起 は 彼 の 人 柄 の 良さ 、 信 頼 の 置け る 人 に 向け た 微笑 み に 見 えた ら 嬉 し いで す 。 (hou) 
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クラ スス キル 


‘SRE 


| クラス ラ ン サー EMs*ez 
EN Ess Boe 
Er اع‎ 66m E ٥ 


Fi EA: Eads EAD Ea E: 


設定 作成 : 東 出 祐 一 郎 ノ キャ ラク ター デザ イン : し ま ど り る 
CV: 下 屋 則子 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


348879: C . O 
第 二 節 以下 の 詠唱 に よる 魔術 を 無効 化す る 。 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 な ど 大 掛か りな 魔術 は 防げ な い 。 


BRB ee, A E TT SB Nea 
本 来 は 宝 具 。 ス キル と し て の ラン ク は B だ が 、 宝 具 と し て は D。 
詳細 は 宝 具 項 目 へ 。 


3 誠 を 拍 い 、 同 時 に マス ター か ら 信頼 を 寄せ られ る 。 。。 。 


少数 民族 の 出 で あ り 、 無 実 の 罪 で 夫 が 投獄 され た に も 拘わら ず 、 彼 女 は 明 に 忠義 を 尽く し 、 明 も 彼女 に 絶大 な 信 を 置い 
た 。 


ー ee > — 


y N 
ZUR: B 
城主 と し て 数 々 の 盗賊 を 打ち 破っ つた 逸話 の 昇華 。 

反 英 雄 、 特 に 海賊 や 盗賊 の 経歴 が ある サー ヴァ ント た ち に 対し て 、 有 利 な 戦闘 ボー ナス を 獲得 する 。 


戦闘 続行 : C+ 
往生 際 が 悪い 。 
一 度 一 度 の 戦闘 で は な く 、 籠 城 戦 な どの 長期 化し た 戦い に お いて 土気 向上 な どの 優位 性 を 保つ 。 
([FateGO) で は 使用 され な い ) 


7 。 ÓN ART“ 


は っ か ん そ 

彼女 が 部 下 と 共に 愛用 し た と 言わ れる 、 ト ネリ コ で で きた 檎 。 

槍 そ の も の に 逸話 が ある 訳 で は な い が 、 反 英雄 の サー ヴァ ント を や や 黒 怖 さ せる 効果 が ある 。 

トネリコ は 広く ギリ シャ で も 槍 の 素材 と し て 使わ れ て お り 、 ア キレ ウス の 槍 も トネリコ で で き て いた 、 と 伝え られ て い 
る 。 


6 よく に し て ちゅ う ぎ の うた 


四 诗歌 


お よく に し て ちゅ う ぎ の うた 。 
秦 良 玉 に 対し 、 時 の 皇帝 崇 補 帝 が 送っ た 四 つ の 詩歌 。 
都 に 召喚 され た 秦 良 玉 は 、 盗 賊 征伐 の 失敗 の 責任 を 取る も の と 考え 、 部 下 に 私 財 を 与え て 覚悟 を 決め た が 、 彼 女 に 送ら 


れ た の は 恩賞 と 皇帝 自ら が 作っ た と いう 彼女 を 讃え る 四 つ の 詩歌 で あっ た 。 


人 物 


Bor Bis BER Re 


〇 性 格 


温厚 、 控 え め 、 兵 に 対す る 態度 も 硬軟 併せ 持ち 、 上 か ら も 下 か ら も 信頼 され る タイ プ 。 
自己 評価 に お いて 「 美 ] が 欠落 し て お り 、 自 分 が きち ん と 仕事 を 果たし て いる か どう か 
の み 、 重 視 し て いる 。 

その せい で 、 唐 突 に 自分 に スポ ッ ト ラ イト が 当て られ る と 戸惑う こと も ある 。 


〇 マス ター へ の 態度 

マス ター を マス ター と し て 認識 し 、 き っ ちり 上 下関 係 を 築き 上 げ る 。 

危険 な 場所 で あれ ば 、 マ スタ ー の 前 に 出 て 守り 、 安 全 な 場所 で あれ ば 、 後 方 に 控え て 意見 を 求め られ れ ば 適切 な 答え を 
返す 。 

仮に マス ター に 恋 を し た と し て も 「 自 分 の も の に し た い ] な ど と 思う こと は な く 、 た だ 笑っ て くれ れ ば いい 、 と 考え る ひ 
た すら 控えめ 系 。 


J 
「 卑 小 非 の 身 な れ ど 、 こ の 信頼 に は すべ て を 捧げ まし ょ う ! 
無欲 に し て 忠義 の 歌 、 こ こ に ! 参り ます 日 

「……Sv&、 問 う て も 診 無 いこ と で すね 。 

その 答 を 持つ も の は 、 天 子 様 の み ・ 
私 も 、 結局 は ーー 一 乱 を 治め る 為 に 、 
矛 を 手 に 取っ て し まっ た の で すか ら 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
中 国 の 正統 な 歴史 書 と し て 名 高い 「 二 十 四 正史 」。 その 中 で も 評判 が 高い [BAL], ZO 
列伝 に 唯一 「 女 性 の 武将 ] と し て 残っ て いる の が 秦 良 玉 で ある 。 


元々 、 少 数 民族 の 出 で あ っ た 秦 良 玉 は 忠 州 と いう 土地 を 治め て いた 馬 千 乗 と いう 男 の 妻 と な り 、 夫 と 共に ある 訴 乱 の 鎮 
圧 に 従軍 し た 。 

その 後 、 民 事 訴訟 な ど で 獄 死 し て し まっ た 夫 の 後 を 継い で 、 将 軍 と な っ た 彼女 は 盗賊 を 

幾度 も 退け る が 、 あ る 時 治め て いた 地域 の 四 城 を 奪わ れ て し まう 。 


首都 で ある 京師 に 呼び 出さ れ た 秦 良 玉 は 死 を 覚悟 し た が 、 皇 帝 か ら 与 えら れ た の は 恩賞 と 
四 つ の 詩歌 、 そ し て 中 城 奪 還 の 命令 で あっ た 。 
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PASTOMCBBL. .ت7 الا کل 5اگٹلن‎ 
それ は 明 が 滅亡 し て も 変わ ら ず 、 亡 命 政権 の 南明 に 仕え て 死ぬ まで 戦い 続け た 。 
七 十 四 歳 、 老 衰 に よる 大 往生 だ っ た と 伝え られ る 。 


O [FateGO] に お ける 人 物 像 

言 で 言う な ら ば 、 頼り し に な る し っ か り 者 の お 姉さん 。 

マス ター は 友 護 すべ き 弟 / 妹 と し て 認識 し て いる 。 

朝 は 誰 よ り も 早く 起き て マス ター が 起き る の を 待ち 、 ス ケ ジ ュ ー ル を 管理 し 、 夜 は マス ター が 眠る の を 待っ て か ら 就寝 


特に 強制 し て いる 訳 で も な い の に 、 不 思 議 と そう いう 立ち 位置 に 収まっ て し まう らし い 。 
人 理 の た め に 張り 切る 働く お 姉さん 。 な お 、 パ ンダ が 好き 。 


異聞 帯 に お いて は 瑞 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 登場 。 
その 手 を 血 に 久 的 な 平和 を 築い た が 


何と な く 気 が 合う 馬 が 合い ます 。 

一 軍 を 率い た 将 と し て も 。 

吕布 

名 に し 負う 飛 将 軍 と 共闘 で きる と は 、 

実に 光栄 で す 。 

清 姫 

あの …… マ スタ ー の 寝床 に 侵入 する の は 、 

そろ そろ 諦め て いた だ け な い か と …… o 
ラクシュミー・ パ ー イ ー 

生ま れ 時 代 は 異な れ ど 、 軍 を 率い る 苦労 に 変わ り は な く 。 
いや あ 、 和 将軍 ある ある 話 で 話し 合え る っ て いい で すね ! 
ロビ ン フ ッ ド 

AM? 義賊 ? 圧 制 か ら の 解放 ? 

ぐう …… お お お むむ お …… ぐ うう うう ………。 

黒 量 ノノ パー ソロ ミュ ー・ ロ パー ツ 

海賊 で すね ! 

EL, HUERTA! 

アン ・ ボ ニー& メ アリ ー・ リ ー ド 

海賊 で すね ! 


マス ター を 持っ て 行か な い !‏ اوس 
A‏ 
マス ター に 酒 を 勧め な い !‏ 
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正面 (第 三 段 階 ) 


CHARACTER Profile 


正面 (第 一 段階 ) 


mment from Illustrator 


デザ イン を し た の は FGO サ ービス 開始 前 後 だ っ た か と お も う の で す が 、Fate の ラン サー な の だ か ら ま ず は 全身 タイ ツ 
に する と し て 一 … と デザ イン を 始め た の を 覚え て いま す 。 う ん 。 タ イツ マス ト じ ゃ 無かっ た ん で す ネ 。 高 身長 で 武人 ら 
し さ を 強 調 し た 案 な ども あっ た の で す が 最 終 的 に は 可愛 さ を 推し た デザ イン に 落ち 着き まし た 。( し ま ど り る ) 


A 


É 


di |, سس سنا‎ 一 
گا‎ な 登場 作品 :Fate/Grand Order 
1 ٣ت‎ 


Y 


| 
SN 
概ね 紀元 前 の 魔術 に 対し て は 対処 で きる が 、 そ れ 以 降 に 汎 人 類 史 で 編み 出さ れ た 術 は 異聞 帯 の 始 皇 帝 に と っ て 未知 で あ 
る た め 、 突 破 口 に な り 得 る 。 


他 者 の 魔術 回 路 に 対し 重圧 を 与え る こと が 可能 。 
2000 年 以上 に 渡り 全 世 界 を 支配 し 続け た 為政者 と し て の 始皇帝 の 結論 。 
民 軍 は 徹底 し て 衆 軒 に 周 め 自意識 の 発芽 を 摘み 取る こと で 、 天下 泰平 の 礁 と する 。 


アーデ Zr = = ہی‎ 


TILA 


仙 界 の 真人 と し て の 自己 再生 能力 。 
不滅 の 為政者 と し て の 健勝 さこ そ が 始皇帝 に と っ て の 最 優先 事項 で ある 。 自己 回 復 の 手段 は 必須 と な る 。 


= =| 
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HH 


A 


ザ ・ ド ミネ ーション ・ ピ ビギニング 。 
始皇帝 の 敷い た 中 央 集権 制度 の 国威 の 具現 。 その 場 に いる 全員 を ( 英 味方 の 区 別 な く ) 弱体 化 させ 、 始皇帝 た だ 一 人 だ け 
が 圧倒 的 な 能力 増強 を 獲得 する 。 


〇 性 格 

信 岸 不 珠 だ が 世話 好き で 他 者 の 欠 状 を 見 過ごさ な い 。 根幹 に お いて 善意 の 人 物 で は ある の だ が 、 彼 の 良し と する 善 と は 
[RORMTTERENSTZEITOT, 結果 的 に は 誰 に と っ て も あり が た 迷惑 で し か な い 。 

探究 心 吐 盛 で 何事 に も 興味 を 持ち 首 を 突っ 込み た が る が 、 MODS 「 や っ ぱり 秦 帝 国 が 一 番 ) と いう 結論 あり き の 好 奇 心 
で ある た め 、 EI سمل‎ ESSE COMME, と いう スタ ンス で の 探究 心 で いる 。 


٥ 5 m マス ター へ の 態度 


あら ゆる 時 間 軸 に お ける 「 人 の 世 の 行く 未 ] を 真 刻 に 憂え て いる 為政者 で ある た め 、 世 界 が 聞 機 に 瀬 し て いる と な れ ば 積 
極 的 に 関 司 し て くる 。 [唯一 絶対 者 に 頼ら ず 人 民 す べ て が 運命 と 向き 合う ] と いう 編 築 事象 の 人 類 文明 を 認 っ て は いる も 
の の 、 そ れ が 抽 定 事象 と し て 終わ っ た 自ら の 治世 より も 持 来 性 が ある と いう 理解 も あり 、 冷 静 に その 結末 を 見 定め よう 
と し て いる 。 か つて 戦い 力 を 示し た マス ター は 、 始 皇帝 に と っ て 唯一 と も いえ る 「 人 と し て の ライ バル 」 で あり 、 常 に そ 
の 真価 を 量 ろ うと 観察 し て いる 。 


「L い \ み じ くも 騰 は 天子 で ある 。 天 容 に 等 し く 万 民 の 上 に 君 除 する 者 で ある 。 故に 、 脱 は 諸 民 の 拝 記 を 許す 。 太陽 が 分 け 隔 
て な く 大 地 を 照ら す が 如く 、 民 草 に は 例外 な く 騰 を 仰ぎ 見 る 栄 営 を 賜 は す ] 

「 箇 を 得 た 者 は 惑う 。 記念 に 囚われ 、 自 他 を 比 し 、 ま まな ら ぬ 世に 恨み を 募ら す よ うに な る 。 そ の 酵 悪 な る 個 の 自我 を 廃 
すれ ば こそ の 我 が 永続 楽 土 。 蒙 な る が 故に 民 は 安穏 と 健やか に 生き る の だ ] 

「 人 の 間 は 衣 い の 始ま り 。 故に 人 に 類する も の な ど 無 用 。 騰 は た だ 独り の 人 と し て 万 民 を 愛し 導く 。 民 は た だ 土 に 憩い 、 
食 、 性 、 眠 を 満た し て 安らか に あれ ] 

(一 通り 自慢 話 を し た 後 で ) 「 即 ち 、 騰 で ある 中 
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悠久 の 歴史 を 誇る 中 国 に お いて 初め て 国土 統一 を 成し遂げ 、 皇帝 と いう 地位 を 確立 し た 始祖 。 郡 県 制 に よる 中 央 集権 、 貨 
敵 と 計量 単位 の 統一 、 交 通 網 の 整備 と いっ た 、 後 の 中 国 の 繁栄 の 礎 と も な る べき 数 多 の 偉業 を 成し遂げ る が 、 一 方 で 交 
書 坊 備 な どの 茜 烈 な 思想 弾圧 で も 知ら れる 。 晩年 は 不老 不死 を 求め て 仙 界 の 神秘 を 探求 し 、 中 国 全域 の 探索 を 試み る が 、 
果たせ ず し て 死去 する 。 

O IFateGO| に お ける 人 物 像 

異聞 帯 に お ける 始皇帝 は 機械 の 身体 で 2200 年 を 生き 延び 、 早 々 に 世界 統一 を 成し遂げ た 超越 者 。 

民衆 を 慮 る 臣 王 で は ある 、 の だ が 、 民 を 人 と し て 扱う 視座 は な い 。 

そもそも 彼 の 定義 する 人 間 と は 、「 自 身 と 世界 の 未来 に 対し て 責任 を 負う 者 ] で あり 、 始 皇帝 の 統治 する 徐 帝 国 に お いて 、 
その 定義 に あたる 存在 は 皇帝 た だ 一 人 し か いな い 。 あら ゆる 主権 を 為政者 に 委ね た 人 類 は 「 人 に 類する 者 た ち ] で は な く 、 
始皇帝 は 民衆 を 、 自 ら が 管理 責任 を 負う 家 番 で あり ペッ ト 、 と し て 愛玩 し て いる に 過ぎ な い 。 

孤独 で あり 唯 我 独 束 の 存在 で は ある が 、 我 欲 や 悪意 の 源泉 と な る 人 間 性 の 脆弱 さも また 克服 し た 人 物 で ある た め 、 そ の 
境遇 に よる 気性 の 歪み は な い 。 賢明 かつ 筋 の 通っ た 人 枚 者 然 と し て 言葉 を 交わ すこ と も で きる 。…… た だ 、 同 じ 人 間 で 
ある 、 と いう 共通 認識 を 持ち 得 な い だ け で 。 

故に 、 彼 は 編 筑 事象 より 現れ た 来訪 者 た ちの 語る 「 す べ て の 民 が 人 た り 得 る 世界 ] すなわち 民主 主義 の 可能 性 に 大 き な 衝 
撃 を 受け る こと に な る 。 


いや 騰 が 言う の も 何だ が な 。 も うち ょ っ と 仙女 と し て の プラ ン デ ィング な ども 考え る べき で ある 。 神仙 界隈 の 風評 被害 
と か 考慮 し て お る か ? 

玉藻 の 前 

始皇帝 is watching you で ある 。 更生 は 褒め る が 信用 は せ ぬ 。 誰が タマ モ を 見 張る の か ? 即ち 騰 で ある ! 

トー マス ・ エ ジ ソ ン 

な いわ ー マ ジ な いわ 一 偏 の 極み だ わこ いつ ! 


中 華 の 貴人 と いう 事 で 
爪 を 伸ばし て いる の で 
指先 鋭角 的 に 


緑色 の 素材 は 


メタ リッ ク な 部 分 は 
水銀 で す 

可能 で あれ ば 水色 系 の 色 で 
色 ト レス お 願い し ます 


> 


も みあ げ 黒 っ ぽい パー ツ 


JARACTER Profile 


羽根 の よう な 後ろ 髪 は 
後頭 部 の この へ ん か ら 
生え て ます یں اہ یں سے‎ 
や や 複雑 で 再現 性 に 乏しい の で 
(お し り も 出 て る し ) 


基本 髪 で 隠し て くだ さい 


衣装 の 黒っぽい 部 分 は 
孔雀 色 < カ ラス アゲ ハ の 色 
黒っぽい 地 に 

紫 ~ 青 シーピー コッ ク グ リー ン の 
ハイ ライ ト が 乗る 感じ で す 


| 


お 話 を 戴 い た 当初 は スタ ンダ ー ド な 成人 男性 を 想定 し 、 発 注 書 を 戴く と 性 別 不明 と いう 事 で 次 に 子供 で 児童 向け 作品 の 
ラス ボス を 意識 し た の で す が 、 成人 男性 寄り で カー ズ 様 と か 散 様 みた いな … と の 事 で 今 の 形 に な り 、 FARRER PAAR 
の 描く 古典 的 な 美形 を 目指 し まし た 。 旦 宙 服 は 概念 と し て の 小宇宙 で ある と の 事 な の で 無理 や り ね じ 込 み ま し た が 、 見 
方 に よっ て 見 える も の が 異な っ て くる ロー ル シ ャ ッ ハ テス ト の よう な 怖 さ が 出る と いい な と 思い まし た 。 (RZ) 
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後 光っ ぽい の 
(水銀 パー ツ ) は 

花びら っ ぽい の に 

変更 


075 


ES 


Ei] 


۱ٰ 


na o‏ یفن ۲ء 
MM | |‏ 
f 188‏ 
ZN 下，‏ 


龍 の 顔 っ ぽい の が あり ます が 
多分 あま り 映ら な いと 思わ れ ま す 


RED ERIC 
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CHARACTER Profile 


前 後 左右 に 垂れ て る の は 
金 刺繍 の 山水 画 で す 
左右 反転 共通 (SH) 
前 後 反転 共通 (流水 + 山 ) 
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080 


| 三 段 階 目 に 
|| 添え られ て いる 
TERUEL 


アサ シン BEAR, Gero) 


Egle Eile: 中 国 
| 属性 ES 160cm EXA 49ke 


Edc EX Eo EM Ede Ec: 


BREEN: MZ 509 94 Y : toi8 
CV: AREA 


[Î 主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


増 幅 され 、 逆 に 人 工 環境 で の 効果 は 減衰 する 。 


SRA | 
082 


と が 可能 。 た だ し "人 型 " と いう 形態 に 縛ら れ て いる 以上 、 供 給 は 無限 で も 出力 に 限界 が あり 、 実際 に 行使 で きる 魔力 量 
は 人 型 の 英霊 と し て の 信 域 に 留まっ て いる 。 


he 人 で あり 、 。 そ の 肉体 を 維持 する た め | 
し て 人 彼女 は 人 型 と いう 形態 に 縛ら れ て いる と も いえ る 。 


動植物 を 問わ ず あ ら ゆ る 生命 体 か ら 一 定量 の エネ ルギー を 剥奪 し 自身 で 利用 する こと が 可能 。 厳 密 に は 吸血 行動 と は 異 
な る が 、 こ の 能力 の た め に 吸血 種 と し て 認識 され 、 歴 代 の 代行 者 た ちか ら 人 迫害 を 受け て きた 。 


Zn 


aA 


iP 


エタ ー ナ ル ・ ラ メン ト 。 


自ら の 肉体 を 破棄 する こと で 限界 を 超え た 魔力 を 暴走 させ 、 呪 議 に よる 異常 気象 を 引 寺 起こ し た 後 、 改 め て 肉体 を 再 構 
成す る と いう 荒 技 。 霊 核 を 環境 と 共有 し て いる 精霊 種 な ら で は の 自爆 攻撃 と いえ る 。 他 の サー ヴァ ント と の 連携 や マス 


ター の 安全 性 すら 度外視 し た 攻撃 手段 の た め 、 使 用 で きる 局面 は 限ら れる 。 


還 お まえ / 買 様 / め な た / あ ん た 


〇 性格 

永らく 人 類 に 迫害 され て きた 経緯 に より 、 筋 金 入り の 人 間 嫌 い 。 だ が 唯一 の 理解 者 で ある 項羽 が [ADORE] を 最後 
まで 願っ た た め に 、 そ れ に 絆 され て 人 理 の 守護 者 た る 英霊 の 座 に 加わ る こと を 承諾 する 。 

人 類 の 文化 を 嫌悪 する も の の 生命 体 と し て の 人 間 に 嫌 悪 は な い 。 言う な れ ば [野生 原理 主義 ] と で も 言う べき 独特 の 倫理 
観 の 持ち 主 で 、 強 い 生 命 が 弱 い 生 命 を 食っ て 栄え る 、 と いう 摂理 は 全面 的 に 背 定 し て いる 。 た だ し 「 神 が 人 間 に そ れ を 
望ん だ ] と いっ た 一 神 教 的 価値 観 や 、 自 然 界 の 秩序 を 覆す ほど の 科学 技術 の 行使 に 対し て は 怒り を 露 わ に する 。 

と は いえ 群体 か ら 個体 に な っ た 、 と いう 出現 の 経緯 は 彼女 に と っ て 無自覚 な が ら ト ラウ マ で あり 、 本 人 は 断固 拒否 する 
も の の 本 性 は 寂し が り 屋 。 自ら の 理解 者 と な り 得 る 精神 に 対し て は (動植物 の 区 別 な く ) か な り 深 い 情 を 懐く よう に な る 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

あく まで [人 類 を 守護 する ] と いう スタ ンス は 否定 し 、 こ の 先 何 を し で か すか 分 か ら な い 人 類 を 監視 する 調停 者 、 と いう 
立ち 位置 で 英霊 と し て の 自分 を 定義 し て いる 。 た だ し 「 人 を より 良く 導く 者 ] が 人 間 の 中 に 現れ る な ら ば 、 それ を 支援 す 
る の は 音 か で は な い 。 自 分 自身 が 人 の 世に 関わ り 合 う の は 断固 嫌 だ か ら 、 と いう 理由 付け で 、 マ スタ ー に 協力 する 。 
色々 と 理 田 を 近 ね て 憎まれ 口 は 0H く も の の 、 [誰か に 必要 と され 、 存在 を 許容 され る 居場所 ] と いう も の に は 彼女 が 求め 


う て お り 、 A SS ے سو وپ‎ 7 


O 台詞 例 

「 週 日 の こと な ど …… す べ て は 像 い 夢 の 如 きも の 。 も は や 顧み る 気 も な いわ 」] 

「 人 間 を 守護 する 気 な ど 毛頭 な い が 。 買 様 ら が 身内 の 愚行 で 減 び に 至る の だ け は 止め て や る 。 …… あ の 御方 で われ ば 、 そ 
うし た で あろ うか ら ]」 

「 あ あま っ た く 、 買 様 ら の 如き 裸 壊 が な ぜ こ の 星 の 命運 を 担っ て いる の か 。 そ の 責務 を 真面目 に 考え た ら ど うだ ?] 

「 焼 き そ ば パン よ 。 分 か っ て る わ ね ?] 


CHARACTER Profile 


NA 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
史記 、 漢 書 に て 断片 的 に 語ら れる 、 謎 に 包ま れ た 項羽 の 扇 姫 。 俗説 で は 項羽 の 死後 に 自殺 し た と され 、 そ の 逸話 が 鐘 草 
子 の 花 に 廣 美人 草 と いう 異名 を 与え る こと に な る 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

エナ ジー ドレ イン で 糧 を 得る 吸血 種 。 魔 獣 、 幻 獣 の 類 い で は な く 、 地 球 の 内 海 か ら 発生 し た 表層 管理 の た め の 端 末 …… 
精霊 で ある 。 魔術 世界 で は [ 真 祖上 と 呼ば れる カテ ゴリ に 近い が 、 発 生 の 過程 が 類似 し て いる も の の 、 生 命 と し て の 目的 
が 違う 別種 の 吸血 種 で ある 。 

古代 中 国 の 伝承 に 語ら れる と ころ の 仙女 、 真 人 で あり 、 理 性 や 自意識 も 後々 に 獲得 し た も の な の で 、 自 ら が どの よう な 
出自 で ある の か 彼女 自身 に も 分 か ら な い 。 同族 も 帰属 すべ き 集 団 も な い 完 全 孤 立 の 身の上 で 、 人 間 を 原 い 、 恐 れ 、 ひ た 
すら 拡大 し 続け る 人 類 社会 か ら 逃 げ 隠 れ し な が ら 、 そ れ で も 唯一 の 理解 者 だ っ た 項羽 へ の 義理 立て で 自 死 だ け は 拒み つ 
つ 、 人 悠久 の 時 を 生き て きた 。 

長 すぎ る 流浪 の 運命 の 中 で 疲弊 を 溜め 込ん で お り 、 ひ と と き で も 安らげ る 場所 が 得 ら れる な ら ば 、 そ れ が 身 の 破滅 に 繋 
が ろう と も 構わ な い 、 と いう 自 暴 自 茎 な 願望 まで 懐い て いる 。 そ の 一 方 で 、 項 羽 の 最期 に 自ら の 行く 未 を 嘆 か せ て し ま 
つた こと を 今 な お 悔やん で お り 、 安 易 な 自決 に も 踏み 切れ な いと いう 二 律 背 反 に 囚われ て いる 。 

そん な 彼女 に と っ て 、 人 な ら ざ る 英霊 た ち が 集い 様々 な 思惑 の 中 で 均衡 を 保っ て いる カル デア と いう 場所 は 2000 年 の 
間 久 し く 得 られ な か っ た 「 何 者 に も 脅かさ れ な い 場 所 ] と し て 、 特 別 な 意味 を 持つ よう に な る 


な に 笑っ て ん の よ ! そん な に 滑 槽 な の ? 放っ と いて よ ! 
ME 
あな た お 人 好 し だ か ら マ スタ ー に 無茶 振り され な いか 心配 だ わ 。 い い ? 困っ た こと が あっ た らい つ で も 私 に 相談 する 
の よ 。 


紅 間 魔 

いか に 人 理 修復 の た め と は いえ 、 え ん まち ゃ ん まで 駆り 出す と か 、 度 し 難い に も 程 が ある わ 。 勤務 形態 プラ ッ フ すぎ る 
わ 。 

玉藻 の 前 


え ? 良妻 っ て あん た …… い や 、 い いけ ど 。 そ れ で キャ ッ ト だ の 何だ の 放置 し て お ける 神経 は 心底 凄い わ 。 真似 し た く 
な いわ 。 
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実は ヒナ コ よ り も 膚 美人 の ほう を 先 に デザ イン を 起こ し て いた り し ます 。 一 番 初め に イメ ー ジ し た の が レス リー・ チ ャ 
VERO 「 覇 王 別 姫 | で … 当 初 は いか に も 中 華 然 と し た デザ イン で 、 最 終 的 な 廣 美 人 の デザ イン と は 全く 違う 形 で し た 。 
も っ と 現代 的 な デザ イン を ! と いう サジ ェ ス ト が あっ て 、 そ れ で 上 げた の が 第 2 段階 の 虎 美 人 の デザ イン で す 。 それ か 
ら 布 地 を 足し た り メ ガ ネ を 足し た り し た の が 第 1、 第 3 デザ イン で すね 。(toi8) 
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“TRB 


ライ ター‏ انت 


設定 作成 : 桜井 光 プ キャ ラク ター デザ イン : 緑川 美帆 
CV: 緑 川 光 

ےھت تم 
主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order‏ 


/ 


騎乗 EX 
あら ゆる 乗 崎 を 乗り こなす 。 し か し 、 ラ イダ ー と し て 現 界 し た 瞬間 に 人 馬 一 体 状態 (2) で ある た め 、 彼 は これ 以上 の 騎 
乗 を 必要 と し な い 。 


ہج EE‏ 7- ہے 


保 Ate Ki, の 
千里 疾走 (®) : EX 


長 時 間 ・ 長 距離 移動 を 可能 と する 無尽 蔵 の 体力 。 
往 控 パラ メー ター の 一 時 的 な 急上昇 、 全 力 疾走 時 の 耐久 及び 筋力 パラ メー ター の 上 昇 、 と いっ た 効果 を 発 押 で きる 。 


Su سے‎ SII = = 


EE DY o ELE E 
空中 戦 や 水中 戦 と いっ た 層 常 な ら ざる 戦闘 や 、 未 知 ・ 未 経験 の 状況 に さえ 、 培 われ た 技術 と 経験 を 駆使 する こと で 即座 
に 対応 し て みせ る 。 


戦闘 機動 ( 
騎乗 
騎乗 状態 で の 攻撃 判定 お よび ダメ 


プラ スポ ボー ナス 。 騎乗 し て いな い 状 態 で の 戦闘 力 が 減少 する と いう デメ リッ ト 
(?) で ある 彼 に は デメ リッ ト に は な ら な い 。 


が 存在 する が 、 常 時 人 馬 一 体 状 9 


OTIS 「 有 し て いな い |] と 言っ て いる の に 実は そっ と 所 有 し て いる スキ ル 。 

ーー つの 場所 に 留まら ず 、 ま た 、 一 つの 主君 を 抱か ぬ 気 性 。 

自ら は 王 の 器 で は な く 、 ま た 、 自 ら の 王 を 見 つけ る 事 が で き な い 流浪 の 星 で ある 。 
([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


レッ ド ・ フ ォ ー ム 。 

呂布 奉 先 の 愛馬 と し て 知ら れる 赤 兎 馬 は 、 勇猛 な る 飛 将 軍 こ と 呂布 と の 「 合 体 機 能 ] を 有 し て いた 可能 性 が ある ーー と 
時 計 塔 の ご く 一 部 で 嘱 か れる 噂 が ある 。 

本 当 で ある 。 
本 当 に そう 噂 され て いる 。 

サー ヴァ ント と し て の 「 赤 兎馬 ] は 、 人 馬 一 体 を 成す この 宝 具 の 副 次 効果 に よっ て ケン タウ ロス が 如き 姿 で 現 界 し 、 高い 
機動 力 と タフ ネス を 有する 無敵 の 人 馬 兵 と な っ て 戦場 を 駆け る 。 た と え 、 そ こ に 呂布 が いな く て も 。 


ES 
「 赤 兎 と 合体 し た 呂布 』 を 名 乗っ て は いる が 、 RA BEE 00ت‎ PAR. SETAS TETAS REM. 
呂布 を 乗せ す て も いな いし 、 呂 布 と 合体 し て も いな い 。 宝 具 の 副 次 効果 で 単独 人 馬 兵 モー ド に な っ て いる だ け に 過ぎ な い 。 
その 事実 を 指摘 する か どう か は 、 あ な た の 度量 の 広 さ に か か っ て いる 。 

(常時 発動 型 宣 具 。「FateGO」 で は 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


イミ テー ショ ン ・ ゴ ッ ド ・ フ ォ ー ス 


偽 ・ 軍 神 五 兵 


イミ テー ショ ン ・ ゴ ッ ド ・ フ ォ ー ス 。 


英 霊 と し て の 呂布 が 有 し て いる 宝 具 軍神 五 兵 ]、 い わ ゆ る 方 天 画 埋 を 彼 は 有 し て いな い 。 
彼 が 宝 具 と し て 放つ の は 「 軍 神 五 兵 ] の 射撃 モー ド …… を か な り 意識 し た 大 射撃 と な る 。 
と は いえ 大 口径 の 魔力 光 な ど を 放つ 訳 で は な く 、 強 弓 か ら 矢 と し て 放 た れる の は な ん と 「 巨 大 な 槍 ] で ある 。 


人 迫力 の ある 大 き な 矢 を 探し た 結果 、 
「 こ れ は も う 槍 を 放つ 方 が 早い な ……」 
と 彼 は 判断 し て こし まっ た の か も し れ な い 。 


LES 


Fs te / G's a ala) +997٤ 


AD 


OO 公 


回 あな た BEA 8/82/00 (呼び 捨て ) OO 


性 格 
呂布 奉 先 を 堂々 と 名 乗っ て いる 割 に は 、 生 真面目 。 
た だ し 根 は 大 雑 把 。 
あま り 物事 に こだわ ら な い 、 泰 然 と し た 気配 を 漂わ せる こと も ある 。 
その 在り よう は まさ し く 雄 々 し き 名 馬 


マス ター へ の 態度 
くだ さい 。 


O 台詞 例 
「 ラ イダ ー、 こ こ に 現 界 い た し まし た 。 天下 無双 の 我が身 、 こ れ よ りあ な た の 力 と な り ま し ょ う ] 
「 私 は 決し て 、 反 骨 の 相 な ど 有 し て は いま せん よ 。 フ フ 
「 ヒ ヒン 

「 ニ ンジ ン で すか ] 
ISSR. KROME 


O 人 物 像 

x を 始め と する 多く の 史書 や 物語 で その 活躍 が 語ら れる 飛 将 軍 ・ 略 布 。 

並 記者 な さき 武勇 を 誇り 、 命 果て る まで 戦い 続け た 伝説 の 将軍 に し て 武人 で ある 彼 は 、 赤 兎 と 呼ば れる 愛馬 と 共に 戦場 を 
駆け た と いう 。 


「 そ し て 呂布 は 今や 、 宝 具 で あり 愛馬 で ある 赤 兎 と 一 体 と な る こと で 、 ま さ し く 人 馬 一 体 ! 古代 ギリ シャ の 伝説 に 語ら 
れる ケン タウ ロス を すら 超え て 、 人 ・ 馬 ・ 鎧 ・ 武 具 が 完全 に ひと つ に 融合 を 果たし た 最強 の 人 馬 兵 と な っ て 現 界 し た の 
CT! 無 謗 の 怪物 と か そう いう も の で すね 。 つ まり 私 は 呂布 で す 。 ヒ ヒン 


ヒヒ ン 。 
この 熱い 語り に 疑い の 余地 は 一 上 片 も な い 。 


+ 


その 姿 は 最早 、 人 間 と は 呼べ な いま で に 猛々 し く 
同時 に 、 戦 場 を 支配 し 喋 流 する 軍神 が 如き 荘厳 さ を 温 え て いる 。 


+ 


堂々 と RRB] と いう 真名 が 表記 され て いる 。 
その 事実 に 、 彼 は 口 を つぐ お 。 


好き な 食べ 物 は ニン ジン 。 
と に か く 声 が いい 。 


$8. St! 呂布! 

私 で す 、 赤 …… ヒ ヒン 、 い 、 い え 、 私 も 呂布 で す 。 本 当 で す 。 つま り 、 あ な た と 私 で ダブ ル 呂 布 で すね ! 素晴らし い ! 
それ は そう と エク サレ ッ ド ・ フ ォ ー ム は いか が で すか ? 

陳 宮 

軍師 と は 誤解 を 招き や すい も の 。 それ は 分 か り ま す 。 で す が 自 爆 は どう か と 思い ます ね 。 

それ は そう と 新 フ ォ ー ム の 開発 は 進ん で いま すか ? 私 、 馬 で も 空 を 飛べ た らい いと 思う の で す 。 

曹操 関羽 

ヒヒ ン ! 

ラム レイ 白竜 プ ド ゥ ン ・ ス タリ オン 

EE 


pony SS 


Comment trom Illustrator یی‎ 


な ー、FGO 盛 り 上 が っ て る けど 参加 し て る っ て 言え な いな ー、 な ん て 思っ て いた ら 、 ま さか こん な キャ ラ で 、 そ し て 


馬 の 頭 に 、 馬 の 体 の ひと で す 。 … そ れ は 馬 で は ? FG 〇 リリ ー ス の 更に 1 年 以上 前 に 制作 し て いた の で す が 、 お 蔵 入り か Y 
まさ か の ダブ ル 緑 川 で 出し て 頂け る と は 。 末永 く 皆様 の お 手許 で 愛し て いた だ けた ら 嬉 し いで す 。( 緑 川 美帆 ) 
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〆 ni y 
ブラ ダマ ン テ 

LEZ ラン サー EI 755775 
EN: E シャ ルル マー ニュ 伝説 EX >> 
Es ER 70cm EXA 55ke 


設定 作成 : 桜 井 光 ノ キャ ラク ター デザ イン :saitom 
CV: RES 


/ 〗 現代 の 魔術 師 で は 、 魔 術 で 彼女 に 傷 を つけ る こと は で き な い 。 
| AROFITIECHN, 宝 具 の 効果 に よっ て 著しく 上 昇 し て いる 。 


の 


クレ ル モ ン の 勲 :B 

クレ ル モ ン 家 に 生ま れ た 者 と し て の 誇り 、 精 神 性 が スキ ル と な っ た も の 。 
兄 リ ナル ド の 凄絶 な 剣 技 に 追い 付く た め 、 プ ラダ マン テ は あら ゆる 手段 を 尽く す 。 
常人 で あれ ば 発狂 し か ね な い 凄 惨 な 戦場 で あろ うと 駆け 抜け る 。 

ブラ ダマ ン テ は 決し て 諦め ず 、 勝 利 を 掴 お 。 


生ま れつ いて の 肉体 の 頑健 さと 、 戦 闘 を 続行 する 能力 を 示す スキ ル 。 
頑健 スキ ル の 一 部 と 戦闘 続行 スキ ル の 効果 を 含 お 。 
マー リン の 洞窟 の 奥底 へ 転がり 落ち て も 、 ブ ラダ マン テ は 大 丈夫 。 


自分 や 味方 に 掛け られ た 魔術 効果 を 解除 する 。 
B ラ ンク まで の 魔術 で あれ ば 自動 解除 、A ラ ンク 以上 の 魔術 を 解除 する に は 幸運 判定 が 必要 と な る 。 


第 二 宝 具 に 由来 する スキ ル で ある 。 


プー クリ エ ・ デ ・ ア トラ ント 。 

恋人 ロジ ェ ロ を 撮っ た 邪悪 な 魔術 師 アト ラン ト が 所 有 し て いた 魔 慎 。 

真名 解放 に よっ て 盾 は 強烈 な 魔力 の 光 を 放ち 、 対 象 に ダメージ を 与え つつ 、 気絶 の 判定 を 強制 させ る 。 気絶 し な か っ た 
と し て も 、 目 を 骸 ま せる 事 で 倫 控 の パラ メー タ を 一 時 的 に 著しく 低下 させ る 。 

な お 、 本 来 は 盾 で 殴ら な い 。 現 界 に あたっ て テン ショ ン が 上 が りす ぎ て いる の か 、 ほ ほぼ 無意識 に 突進 し て 殴っ て いる も 
の と 思わ れる 。 

アト ラン ト を 倒し た プラ ダマ ン テ は 、 彼 の 持つ 盾 を 手 に し 、 彼 が 乗っ て いた 幻 獣 ヒ ポ ブ リフ を 得 た と 言わ れる 。( ラ イダ 
ー ク ラス で 召喚 され れ ば 、 も れ な く ヒ ポ ブ リフ が つい て くる ) 


豚 し き は 美姫 の 指輪 


アン ジェ リカ ・ カ タイ 。 

十 二 勇 填 の ひと り ロ ー ラ ン や 兄 リ ナル ド が 恋 に 落ち た 異国 の 美姫 アン ジェ リカ が 所 有 し て いた 、 神 秘 の 指輪 。 あら ゆる 
魔術 を 無効 化す る 力 を 持つ と され る 。 

数 奇 な 運命 か ら こ の 指輪 持つ こと と な っ た プラ ダマ ン テ は 、 邪悪 な 魔術 師 ア トラ ント か ら 恋 人 ロジ ェ ロ を 助け 出す 際 
に 大 い に 指 輪 の 力 を 活用 し た 。 

本 来 は C ラ ンク 程度 で ある は ず の 対 魔 力 ス キル が A ラ ンク と な っ て いる の も 、 魔術 解除 スキ ル が 付与 され て いる の も 、 こ 
の 宝 具 の 効果 に よる も の 。 

真名 解放 すれ ば 、 魔 術 に 対す る 自陣 全体 の 防御 力 を 跳ね 上 げ る が 、「FateGOI で は 使用 され な い 。 本 来 は 『 姿 を 隠す 」 
力も 備え て いる が 、 そ ちら も 基本 的 に は 使用 し な い 。 

今回 の 現 界 に あたっ て は 、 こ の 指輪 の 魔力 を 右手 の 槍 に 込め て お り 、 魔 術 的 存在 に 対す る 戦闘 力 を 底上げ し て いる 模様 。 


TER Profile 


= 4 
a 4 EN 
と > ۱ 1 
し f : A 5 
} j <a = 
/ $ > 
を 
y 
JA 
Ah e اب ہا‎ SN 
SIEI-/ OO BAR ہش ہھ‎ OOK 
〇 性 格 
あき ら め な い 騎 士 。 心 も 体 も 強い 。 想 い 果たす た めで あれ ば 、 何 度 で も 、 何 に で も 、 立 ち 向 か う 。 
不幸 を 不幸 と し て 受け 止め る 事 を 良し と し な い 。 
窮地 に あっ て も 正義 を 信じ 、 善 を 為 そ うと 心掛け る 純真 な 少女 騎士 で ある 。 
困難 を 前 に し て も 屈 さ ず 、 対処 を 考え て いずれ 必ず 実行 する 。 揺 る ざ な い 精神 力 の 放せ る わざ で ある …… が 、 時 に は 、 一 


通り の 泣き 言 が こぼれ る こと も 。 
生前 に 嫌 な 目 に あっ た た め 、 魔 術 師 嫌 い 。 た だ し マー リン は 除く 。 実は 大 魔術 師 マー リン と 縁 が あり 、 生 前 の 冒険 で は 
巫女 を 通じ て 助言 を 授かっ て いる 。 プラ ダマ ン テ に と っ て 、 マ ー リ ン は 崇敬 の 対象 な の で ある 。 


O マス ター へ の 態度 
マス ター の 事 を マー リン の 縁者 で ある と 認識 し て お り 、 魔 術 師 だ と 知っ て も 嫌っ た り は し な い 。 それ どこ ろか 、 当 世に 
お ける マー リン の 再来 、 大 魔術 師 の 器 で ある と さえ 思っ て いる 模様 。 


「 シ ャ ルル マー ニュ オー 一 勇士 が 一 人 、 プ ラダ マン テ 。 シ ャ ルル マー ニュ 大 王 に 成り 代わ り 、 正 義 を 為 し ます 日 
「 行 きま し ょ う 、 マ スタ ー! 騎士 道 と は 、 た ゆま め ぬ 鍛 錬 あっ て こそ 

「 パ ラディ ン は 敗れ な い ! 勝利 ある の み 昌 

「 あ いた た …… マ ー リ ン 様 、 プ ラダ マン テ は あき ら め ま せん 。 頑張 り ます 日 


〇 人物 像 

シャ ルル マー ニュ 二 二 勇士 の ひと り 。 

純真 な 少女 騎士 。 白羽 の 騎士 。 

王 妹 アヤ と クレ ル モ ン 家 エ イモ ン 公 と の 間 に 生ま れ た 姫君 で あり 、 同 じ く 十 二 勇 士 の ひと り に し て 魔 剣 フ ルベル タ を 所 
持 する 剣士 リナ ルド を 兄 に 持つ 。 

兄 に 似 て 凄腕 の 剣士 と し て 知ら れる 。 大 王 アプ ラマ ン と の 戦い で シャ ルル マー ニュ 軍 が 窮地 に 陥っ た 際 に は 自ら 殿 ( し 
ABU) を 務め 、 敵 持 ア ル ジ ェ リア 王 ロ ドモ ン と 見 事 な 一 騎 打 ち を 行っ て みせ た と いう 。 

や が て 敵国 の 持 に し て 英雄 ヘクト ー ル の 子孫 で ある 騎士 ロジ ェ ロ と 恋 に 落ち 、 こ の 恋 を 成就 させ る た め 、 多 く の 苦 難 に 
立ち 向かっ た 。 邪悪 な 魔術 師 に 彼 が 揚 わ れ よ うと 、 魔 女 に 彼 が 囚われ よう と 、 ギ リ シ ャ の 王子 が 自分 に 求婚 し て こよ う 
と 、 決 し て プラ ダマ ン テ は あき ら め ず に 立ち 向かい 続け た 。 


4 
サー ヴァ ント と し て 現 界 し た ブ プラダ マン テ に と っ て の ロジ ェ ロ と は 、「 輝 き を 追い 続け る 英霊 ] と いう アイ デン ティ ティ 
その も の と いえ る 。 


彼女 が ブラ ダマ ン テ と いう "物語 "で ある 限り 追い 求め 、 探 し 続け る 「 希 望 | が ロジ ェ ロ な の で ある 。 
すなわち 、 生 前 の よう に 幸福 な 結末 を 迎え る こと な ぐ く "永遠 の 探索 の 物語 "と し て 定義 され た も の こそ が 、 彼 女 で 


「 も ちろ ん 、 ち ょ っ と 悲し いで す ! 


で も それ 以前 に 私 は 聖 崎 士 だ か ら 、 世 界 を と り も どす た め に 全力 で が ん ば り ま す 
「 そ れ が いい で す よ 。 あ な た の 心 に 直接 語り 掛け て いま す ] 
「 マ ー リ ン 様 


O 通常 武器 

武器 は 片手 槍 と 、 宝 具 で ある 大 。 

慎 と 槍 を 組み 合わ せ た 戦 闘 術 を 得意 と する 。 

槍 に すべ て を 懸け る タイ プ の ラン サー で は な い 。 盾 と 槍 の 使い 手 が ラ ン サ ー の クラ ス に 分 類 さ れ た 、 と 見 る べき だ ろう 。 


CHARACTER Profile 


〇 因縁 キャ ラ 
アス トル フォ 
アー ちゃ ん 。 そ の ヒポ グリ フ …… 私 の じゃ な いよ ね ? 
¡SSL 
『ー ラ ン は 、 も っ と リナ ルド お 兄 様 を 見 習 えば 良い と 思い ます 。 聞い てる? 
us 
まさ か 当世 で も お 言葉 を 賜る な ん て ! ブラ ダマ ン テ は 感激 し て いま す ! 
本 当 で す ! 
ロジ ェ ロ 
どこ 一 !? 
どこ か に いる 気 が し ます 。 
フォ ウ + 
や っ ぱり フォ ウ く ん …… あ の 気配 …… マ ー リ ン 様 の 気配 も ある し …… や っ ぱり 、 ロ ジェ ロ な の で は ……? 
ね え ね え フ ォ ウ くん 、 ち ょ っ と お 時 間 い いで すか …… あ っ 逃げ な いで 、 逃 げ な いで ^! 
マン ドリ カル ド 
わっ 。 マ ンド リカ ルド ! 
む おお お 、 ヘ クト ー ル 様 の 鎧 を 持つ 強者 、 ロー ラン の 英 …… 
え ? 今 は 同じ マス ター を 持つ 仲間 ? 
そう な の ? 
じゃ あ 、 一 緒 に 戦い まし ょ う ! 
ヘクト ー ル 
ご 先祖 様 ! 
そう な の で す 、 ト ロイ ア の 英雄 ヘ へ クト ー ル 様 は 、 ロ ジェ ロ と 私 の ご 先祖 様 で いら っ し ゃ いま す ! 
シャ ルル マー ニュ 
BER! BER! 陛下 ~ 
円 卓 の 騎士 


中 世 ヨ ー ロ ッ パ の 騎士 で 、 か の アー サー 王 の 円 卓 の 騎士 に 憧れ な い 者 は お り ま せん 。 も ちろ ん プラ ダマ ン テ も 憧れ て いま す ! | 
アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン 
騎士 王様 ! 

ああ 、 騎 士 の 中 の 騎士 で あら せら れる 御方 …… NN 
アー サー・ ペ ンド ラゴン N 
も う ひ と り の 騎士 王様 ! ۱ 
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シャ ルル マー ニュ 二 二 勇士 の 一 人 と いう こと で オー ダー を いた だ くま で シャ ルル マー ニュ を 知ら な か っ た の で 色々 調べ 
て デザ イン を 考え まし た 。 最初 に 出し た ラフ デザ イン は か な り 地味 な 服 で 、 羽 が モチ ー フ と の こと だ っ た の で デザ イン 


前 面 に 羽 を 強調 し た も の で し た 。 で す が も っ と 明る く 、 女 性 らし さも あり 羽 モ チー フ も 少し で 良 と の パッ ク が あり 現在 
の プラダ マン テ の デザ イン に 落ち 着き まし た 。 個 人 的 に は 宝 具 の 魔 在 の デザ イン が 気に入っ て いま す 。(saitom) 


| 保 須 スキ ル yi wy 


フフ スマ スズ 2018 ホ ー リー・ サ ン バ イド 


Ta | は 重 64ke 


設定 作成 : KARA» کی‎ 94) 


ラー 化 で さら に 向上 し た 。‏ اع 
他 の 聖人 系 ルー ラー の 持つ も の と は 逆 に 、「 受 け 止め て 耐え る ] こと に 特 化し て いる 。 むしろ 避け られ る も の で も 受け る 。‏ 
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女神 の 神 核 :A 

生ま れ な が ら に 完成 し た 女神 で ある こと を 示す スキ ル 。 
(| 精神 と 肉体 の 絶対 性 を 維持 する 効果 を 有する 。 あ ら ゆ る 精神 系 の 干渉 を 弾き 、 肉 体 の 成長 も な く 、 ど れ だ け カ ロリ ー 
摂取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 

神 人 性 スキ ル を 含む 複合 スキ ル で も ある 。 

サン タク ロー ス と いう 他 信仰 の 概念 を 無理 矢 理 詰め 込ん で いる た め 、 ラ ンク が ライ ダー 時 より 低下 し て いる 。 
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サン ビス タ : B R 
サン パ を 愛す る 者 。 0 
勘違い か ら 始 まっ た サン パラ イフ で は ある が 、「 や る か ら に は きち ん と 向き 合わ な いと 」 と 勉強 し た 結果 、 人 間 好 き な 彼 0 
女 と し て は 当然 に 「 サ ン パ っ て 本 当 に いい も の な の ね -……-!| と 感銘 を 受け る こと に な っ た 。 2) 
な の で 今 の 彼女 は 人 間 と いう 種 が 成長 の 最 中 に 作り 上 らし し 文化 と し て サン パ を 愛し て いる 。 


問題 は 、 周 囲 に 正しい サン パ を 知る 者 が いな か っ た た め 、 本 人 が 真面目 な 修練 の 果て に 学習 し た スタ イル が 世間 一 般 の be 
サン パ と は ズレ て いる 可能 信 が ある と ころ だ が …- 彼 女 は 気 に し な い 。 = 
一 番 大 事 な の は 好き だ と いう 気持 ち で す 、 そ う で し ょ う ? (OD 


聖者 の 贈り 物 、 星 者 の 贈り 物 の 類似 スキ ル 。 
彼女 が 女神 で ある こと は サン タ に な っ て も 変わ っ て いな い 。 pe 
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し か し 同時 に 今回 は 魂 の サン タ に な っ て し まっ た 。 کے‎ 2 
その 在り 方 の 矛盾 を 解消 する た め に 開発 し た の が 、 
「 サ ンタ クロ ー ス と し て の 動き を 維持 し た まま ルチャ の リン グ で 戦う 方 法 ] —— N 


すなわち 、 そ れこ そ が 空中 殺 法 な ら ぬ 「 フ リス マス 殺 法 1 で ある 。 
彼女 が 駆使 する の は 空中 で は な く ク リス マス と いう 概念 の 中 を 飛び 回 る 戦闘 体系 な の だ 。 


サン タク ロー ス が 軸 を 舞う と き 、 マ ッ ト と いう ジャ ング ル に は 三 つ の カウ ント を 数 える 
ホー リー ベル が 鳴り 響く と いう 。 


宝 具 یك | ا‎ 1 7 | 


愛 、 聖 夜 に 子供 達 へ 届け سم‎ 


ユカ タン ・ レ ガー ロ ・ デ ・ ナ ヴィ ダ 。 

「 あ れ は 何だ ?] 12721) 「 コ ロニ ー だ 中 

「 い や 、 ク リス マス プレ ゼン ト だ 昌 

サン タク ロー ス と 化し た ケツ アル ・ コ アト ル に よる 、 全 力 で の プレ ゼン ト 進 呈 ム ー ブ 。 
レガ ー ロ ・ デ ・ ナ ヴィ ダ と は スペ イン 語 で その まま 「 ク リス マス プレ ゼン ト ] を 意味 する 。 
別名 、 ユカ タン 式 プ レ ゼ ント スラ ム 。 


開放 感 洪 れる サン パ の リズ ム で ノリ に ノ っ て 放っ た せい か 、 落 下 し て くる の は と ん で も な い サ イズ の 巨大 プレ ゼン ト で 
BS. その イン パク ト は 古代 、 ユ カタ ン 半 島 に 墜ち た と いう 巨大 陣 石 一 一 彼女 と いう 神 性 の ルー ツ と も され る 
を 生 牧 と させ る 。 も ちろ ん 、 こ の 彼女 の プレ ゼン ト に は 恐 間 を 絶滅 させ る よう な 何 か で は な く 、 子 供 達 を 喜ば せる 何 か 
が いっ ぱい に 詰まっ て いる 。 

も し リン グ の 上 で 悪役 (ルード ) に 裂 し た 場合 で も それ を 観戦 し て いた 子供 た ち が 喜 ぶた め 、 結 局 の と ころ 、 こ の 宝 具 
は 子供 た ち を 笑顔 に ける た め に の み 存 在 し て いる の で ある 。 


SA 


〇 性 格 

普段 の ケツ ァ ル ・ コ アト ル と ほとん ど 変 わら な い 。 

だ が 何 か 問 題 が 起こ る と 基本 的 に サン パ の リズ ム か サン タフ ロー ス と し て の 働き で 解決 し よう と する 。 せっ か く な の で 。 
ع-_‎ 7 


も ちろ ん 、 ル チャ の 出番 だ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
聖杯 に か ける 願い は 特に な い 。 
と いう か クリ スマ ス 聖 本 の 力 で サン パ ( サ ンタ ) に な れ た の で 、 も うそ れ で 充分 と 考え て いる 。 


マス ター の こと は クリ スマ ス と いう 一 大 興行 で 頼り に すべ き マ ネー ジャ ー、 あ る い は セコ ンド と し て 接する 。 
役目 が 多 す ぎる の で 特に トナ カイ と は 任命 し て いな い (ケツ ァ ル コア トル ス に や ら せ て いる ) が 、 や る 気 が あ る な ら も ち 
ろ ん 一 緒 に プレ ゼン ト を 配り 歩き た いと 思っ て いる 。 


O 台詞 例 

「 フ ィ ニ ッシュ ホー ルド を プレ ゼン ト し ちゃ い マ ー ス | 

「 ち ょ っ と 勘違い し ちゃ っ た けど 、 サ ン パ を 踊り な が ら プ レ ゼ ント を 配る の も 楽し そう で し ょ う ? サン タ で サン バ 、 一 
粒 で 二 度 美味 し いと は この こと よ 。 任せ て マス ター! 正しい クリ スマ ス を 取り 戻す た め 、 め いっ ぱい 頑張 っ ちゃ うか 
51 

「 ク リス マス も ルチャ も サン パ も 、 等 し く 人 間 の 営み が 生ん だ も の 。 だ か ら ワ タ シ は 、 そ の どれ を も 愛し て いる の デー 
a! 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

去年 の サン タ で ある アル テラ ・ ザ ・ サ ント [タタ ] に 「 今 年 の サン タ は お まえ だ ] と 白羽 の 矢 を 立て られ た ケツ ァ ル ・ コ アト 
ル 。 

軽く 渡さ れ た クリ スマ ス 聖 杯 の 力 で 喜ん で サン タ 化 し た は いい が 、 問 題 が 三 つ 起こ っ た 。 


ー つ 、 ケ ツァ ル ・ コ アト ル が サン パ と サン タ を 間違え て いた こと 。 

ー つ 、 他 の 信仰 体系 の 概念 (サンタクロース) と 、 南 米 の 主神 の 食い 合わ せ の 悪さ の た め 、「 善 神 と し て の ケツ ァ ル ・ コ 
アト ル 」』 と [戦う 神 と し て の ケツ ァ ル ・ コ アト ル 」 が 分 離し て し まっ た こと 。 

ー つ 、 分 離 の 衝撃 で その 悪 の ケツ ァ ル ・ コ アト ル 、 ブ ラッ ク ・ ケ ツァ ル が クリ スマ ス 聖 杯 と 共に メキ シコ へ 飛ん で し ま 
つた こと 。 


当初 は 「 別 に 気 に け る こと な い デ ー ス N と サン タク ロー ス 活 動 に 励ん で いた ケツ ァ ル サン パ で あっ た が 、 も ちろ ん 気 に 
する 必要 は あっ た 。 

ほど な くし て メキ シコ 特異 点 化 の 報告 を 受け た ケツ ァ ル ・ コ アト ル 。 

現地 に 飛ん で 見 た の は 、 雪 の 降り 積もる 異常 な メキ シコ の 町 の 光景 と 。 

「 優 勝 チ ー ム が 真 の サン タ と な る 力 を 与え られ る ] と 語 う 謎 の ルチャ イベ ント 、「 サ ンタ タッ グ ト ー ナ メン ト 」 の 開催 で あ 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

[クリ スマ ス 2018 ホ ー リ ー・ サ ン パ ・ ナ イト 」 に て 登場 。 

ブラック ・ ケ ツァ ル を 倒す た め 、 現 地 で 出会っ た 少女 騎士 を タップ パ ー ト ナー、 主 人 公 で ある マス ター を セコ ンド 兼 マ 
ネー ジャ ー と し て 、 サ ンタ タッ グ ト ー ナ メン ト に 参戦 する 。 
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O 因縁 キャ ラ 

サン タ 系 サー ヴァ ント 

毎年 仲間 が 増え て いっ て 、 お 姉さん 、 嬉 し い ! 

さあ 、 み ん な で 世界 中 の 子供 た ち を 笑顔 に し ちゃ いま ショ ー! 

ブラ ダマ ン テ 

頼り に な る 相棒 (タッ グ パ ー ト ナー) 。 機 会 が の め れ ば また 一 緒 に 戦い た い 。 

実は も う 彼女 に ピッ タリ の マス ク は こし ら えて ある 。 

マタ ・ ハ リ 

サン パチ ー ム に 加入 し て 欲し い 一 流 ザ ダンサー。 

実は も う 彼女 に ぴっ た り の サン パ 衣 装 は こし ら え て ある 。 

謎 の アル ター エゴ ・ 人 

わか っ て る わ 。 ア ナタ も MENSA よね ? 

A? 氷 の 上 で だ け ? 

の 氷上 デス マッ チ 、 と いう こと か し ら ? 望 お と ころ デー ス ! 

アス トラ イア 

彗星 の 如く 現れ た 好敵手 。 

彼女 の レス リン グ と こち ら の ルチャ ・ リ ブレ 、 ど ちら の 研 希 が 上 か 競っ て みた いも の デー ス ! 
な お 、 楽 し みす ぎる ご 季 走 を 最後 に 残し て こし まう よう に 、 ま だ リン グ の 上 で 正式 に 相対 する の は 避け て いる 。 


廊下 と か で うっ か り 顔 を 合わ せる と 、 一 定 の 間合い を 保っ た まま お 互い が 円 を 描く よう に 動い て 様子 を 可 っ て し まう 。 
そこ で 誰か が ゴン グ を 鳴ら せ ば 反射 的 に ロッ フ ア ッ プ し て し まう だ ろう 。 


Al: 338| 7:+320 
フワ フワ スパ ンコ ー ル や 
し て いま す 。 ラメ が つい て いま す 。 


CHARACTER Profile 


t tram AN 


「 サ ン パ サン タ 」 と いう パワ ー ワ ー ド に し ば らく 頭 が 追い つき ませ ん で し た 。 な ん と か ひね くり 出し て み ま し た が 、 サ ン 
パ の コス チュ ー ム に クリ スマ ス ツ リ ー と いう 発想 か ら も う 一 歩 出 られ な か っ た の は 己 の 力量 の な さ に よる も の で 反省 し 
て いま す 。 も っ と こう 引き 算 で キャ ラク ター メイ ク 出 来る 様 に な ら な いと …。 あ と ルチャ マス ター な の で ガタ イ を 良く 
し よう と し た ら 、 ど ちら か と いう と 水泳 選手 みた いな フォ ルム に な っ て し まっ た の も 若干 反省 。 次 は 頑張 る の で また ケ 
ツア ル さ ん を 描か せ て くだ さい 。 (広江 礼 威 ) 


セイ バー BOOM 
Elle: 日 本 民話 、 宇 治 拾遺 物語 等 日 本 
| mis ۃ5 .ت8‎ 130cm [EE ??ke 


FIRE G+ Be Eis Ele 
幸運 値 は 本 来 C だ が 、 不 運 の 中 に も お 爺さん の よう な 

人 間 と の 出会い が お あっ た の で 差し 3 引い て も ブラ ス に 違い な g と 本 人 | 

そし て 、 そ うな っ た 。 


設定 作成 : 奈 須 き の こ // キ ャ ラフ ター デザ イン : 原田 た け ひ と 
CV: 久 野 美咲 


DE AS کوک‎ 
لماح اہ‎ 
第 太 感 、 虫 の 知ら せ と も 言わ れる 、 天 性 の 能 に よる 誠也 
時 作 々 木 と まっ た く 同 じ 技術 、 技 軒 で ある こと に 因縁 を 感じ る が あえ で 品 に 出 さ ず 、 出 会 っ た ら あ の いん ち き 侍 は 斬り 
倒す 。 そん な 思い を 抱く 紅 問 訟 で あっ た 。 


星 の 籠 ( 大 ) : 
vas GJ 


| 賢者 の 衣 (ミノ ) か ら サ イコ ロ ほ どの 二 つ の 葛 籠 (つづ ら ) を 取り 出し 、 解 放す る 。 


解放 され た 葛 籠 は 直径 1 メー トル ほど の 大 き な 葛 籠 と 、 直 径 30 セ ンチ ほど の 葛 籠 と し て 実体 化す る 。 

酬 い の 葛 籠 は 敵 全体 の NP ゲ ー ジ を 減少 させ 、 自 パー ティ ー の スキ ル 封 E を 解除 し 、 オマ ケ と し て 敵 全体 の HP を ほん の 
わずか (300-500) だ け 回 復 させ る 。 

どれ ほど 相手 に 因縁 を ぬ ふっ か け よ うと 贈り 物 と し て の 本 質 は 見 失わ な い 。 そん な 紅 間 魔 で あっ た 。 


ーー 
BORN :E 
回 人) 


奥義 の 二 。 BILDER (つづ ら ) 。 


ブッ 壊れ チー トス キル 。 

パー ティ ー 全 体 に 攻撃 力 パ バフ を か け 、NP を 与え 、HP も 回 復 す る 。 な に それ 怖い 。 

そし て な せ ぜ か 敵 全体 の HP も わずか (800-1000) HATS. 

どれ ほど 自軍 に 有利 な 展開 を 招 こ うと 、 そ れ は それ と し て 贈り 物 と し て の 体裁 を 整え る 。 そん な 紅 間 魔 で わっ た 。 


we 

A. 
ーー 
== V 


クラ ス の た め 、 高 い 対 魔力 を 持つ 。 


身 に つけ た 者 の 姿 を 隠し 、 世界 か ら の 強制 力 …… 現 世 か ら の 退去 …… を 緩和 する MER ر0‎ 
に 負担 を か けず 行動 する こと が で きる 。 


舌 を 斬ら れ て も 問題 な く 会 話 で きる よう に 特訓 し た 成果 。 自己 に か けら れる 「 ス キル 封印 | 
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۷ 


具 


A 


TER 


十 王 判决 。 سے‎ 


じゅ うお う は ん けつ ・ つ づら の みち ゆき 。 

HERSE (抜刀 ) 術 、 奥 義 の 三 。 

褐 を 呼ぶ 葛 籠 を 召喚 し 、 こ れ を 開封 

中 か ら 現 れ た 百 鬼 夜行 (正体 は 雀 た ち ) は 敵 を 混乱 させ 、 葛 世の中 に 封 還 する 。 

その 後 、 葛 簡 ご と 雀 の お 宿 に 運ば れ た 敵 は 地獄 の 十 王 (死者 を 裁定 する 十 人 の 王 。 間 魔 王 は この ひと り ) に 拐 し た 雀 た ち 
の お 座敷 に て 、 紅 間 魔 の 裁き の 一 刀 を 受け る 。 

DE EI 属性 特攻 を 持つ 大 ダメ ー ジ 。 二 つと も 揃っ て いる サー ヴァ ント は 役 満 扱い で 裁 か れる が 定め で ちゅ ん 。 


すず め が え し 。 

tests (抜刀 ) 術 、 奥 義 の 零 

相手 が 息 を 乱 し 、 口 を 開け た 瞬間 を 見 定め 、 も と の 大 き さ ( 雀 サ イズ ) に 変わ り 、 目 に も 留まら ぬ ス ピー ド で 接近 、 そ の 
舌 の み を 切り 裂く ほど の 最短 ・ 最 小 ・ 最 深 の 居合 い 抜刀 術 。 

「 命 は 獲 り まち ぇ えん 。 で ち が 、 そ の 二枚舌 は 許し まち ぇ ん 」 

そん な 紅 間 魔 の 優し さ が 溢れ た 奥義 。 

Se だ っ た の だ が 、 

「 と は いえ 、 そ れ だ け で 生き 残れ る ほど 戦い は 甘く は あり まち ぇ ん の で ] 

な ご ど と の た まい 、 戦 闘 用 に 型 を 変更 。 

まず 相手 に 突進 し 六連 回 転 斬り (通称 ・ 雀 六連 ) を 行い 、 

相手 が 激痛 に 苦 問 の 声 を あげ た 瞬間 、 そ の 口内 めがけ て 舌 斬り 裁縫 行っ て フィ ニッ シュ 、 と いう 魔 の せっ か ん 技 に 昇 
華 さ れ て し まっ た 。 大 ダメ ー ジ の 他 、 三 ター ン も の 間 ス キル を 封印 する 。 

([FateGO] で は 使用 され な い ) 


- % 


TAG SK 


あちき (マス ター に 対し て は 、 周 り に 人 の 目 が な けれ ば LE) 
お 客 様 ノ (そう 親しく な い 者 に は ) お まえ 様 プ 〇 〇 様 

『 様 付け は きち ん と 言え る よう 特訓 し た 。 

教え 子 に は [ER DEJ [EI と 名 前 の み を 呼ぶ 。 


た だ し 巴 や 鈴鹿 に 対し て は 、 本 人 が いな い 時 は [ 巴 样 】 「 鈴 鹿 様 ] と きち ん と 敬称 を つけ る 。 本 人 の 前 で 敬称 を つけ な い 
の は 師 と し て 、 弟 子 を 甘やかさ な いと いう 心構え か ら 。 生徒 に 厳し く あ た っ て 嫌 わ れる マイ ナス より 、 生 徒 た ちの 技量 
が あがる プラ ス を 良し と する 性 格 か ら こ うな っ て いる 。 

お まえ 様 が た / 皆 ちゃ ん 

〇 マス ター 呼称 : お まえ 様 プ マス ター ご 主人 

ECER ある い は 興奮 し て いる 時 は (BARR. 


O OR 

用 件 ・ 目 的 を スト レー ト に 提示 し 、 祭 分 な こと は 言わ な い キ リッ と し た 台詞 回 し 。 

常に 一 歩 引 いた 距離 感 で 喋る 。 

クー ル に も 見 える し 無口 系 に も 見 える が 、 そ こ は 単 に 引っ 込み 思案 か つ 、 相 手 に 踏み 込ん で 不快 に させ まい と いう 心配 
りか ら 。 

[ 舌 を 斬ら れ て いる 」 こと が 舌 斬り 雀 の アイ デン ティ ティ な た め 、 台 詞 は すべ て 舌 足 ら うず な も の に な っ て いる 。 

サ 行 の 発音 が 舌 足 うず に な る の で 、~ こ です 、 が で ち 、 に 。 

~ し ませ ん 、~ あ りえ ませ ん 、 の 「 せ ん 」 を 「 ち ぇ ん 」 と 発音 し て し まう 。 それ が 恥ず か し い の で 、 極 力 、「- な の で ち ] 
と 語尾 を 締め る 。 

台詞 の 流れ 上 、 す を ち に 変換 する だ け で は 意味 が 通ら な い 場 合 、 チ ュ と 変換 する 。「 あ げ ま すか ら 」 「 そ うし ます 
と いっ た 台詞 の 時 は 「 あ げ ま チュ か ら ] 「 そ うし ま チ ュ よ ] 。 


Or 

能動 的 、 内 向 的 。 

愛らしい 外見 で は ある が 、 少女 と いう より 剣士 、 お 役人 と し て の 性 質 を 持つ 。 

生 真 面目 で 思慮 深く 、 それ 故 、 ど ん な 相手 で あろ うと 真 撃 に 対応 する 。 

監視 官 と し て 与え られ た 役割 を 十 全 に 果たそ うと 考え る 。 

玉 洒 の 前 や 清 姫 の よう に 自分 の 都合 で 生き られ る 性 格 で は な い が 、 

だ か ら と いっ て 自由 誕 放 な 人 々 を 嫌う こと も な く 、 ま た 反発 する こと も し な い 。 

どこ まで も 公正 で クー ル な 裁判 官 気質 だ が 、 そ の 実 、 受け た 恩義 を 宝物 の よう に 受け 止め 、 こ れ を 大 切 に 思い 続け る 忠 
ROL. 

基本 的 に は 人 間 は 監視 ・ 裁 判 の 対象 に すけ ぎ な い が 、 お 爺さん に 助け られ た 恩 を いつ まで も 覚え て いる た め 、 結 局 は 人 間 
に 甘い 。 


MT] を 経営 する 獄 卒 (A). ERE. MATO. 
前 世 は 山中 で 迷い 死ん だ 充 (か お むろ) だ っ た と いう 。 (WR, ERAN. 転生 し て も 舌 は 治ら な か っ た ) 
HREEDRRTHKORICHE (人 間 だ っ た 頃 の 記憶 は 失わ れ て いる ) し 、 三 途 の 川 で 奪 衣 婆 の 養女 と な り 、 よ く 働 い 


た 。 
この 功績 が 間 魔 大 王 の 耳 に 届き 、 正 式 に 韻 魔 大 王 の 養女 と な っ た 。 
間 魔 大 王 の 下 で 裁判 包 見 習い と し て 学び 、 そ の 後 実力 を 認め られ 地上 の 『 迷 い 家 ] の 管理 を 任 され た 。 


紅 間 魔 は 「 迷 い 家 」 を [BORA …… すなわち 「 雀 の お 宿 ] と 改名 し 、 も と も と 共に 棲ん で いた 人 雀 た ちと 仲良 く 営 業 
する こと に な る 。 

し か し そん な 中 、 紅 間 魔 は ワケ も な く 人 時 恋しく な っ て (前 世 の 記憶 の 残照 ) 、 里 に 下り て し まい 、 強 欲 な お 婆さん に 捕 
まっ て し まう 。 

忘れ 去ら れ て いた 前 世 か ら の トラ ウマ で 縮 こ まっ て いた 紅 間 魔 だ が 、 そ の 窮地 を 救っ た の が 村 で は 変わ り 者 扱い され て 
いた 「 人 の 善い お 苑 さ ん ] CHS. 


お 苑 さ ん は 自分 の 財産 の ほとん ど を 使っ て 紅 間 魔 を お 婆さん か ら 譲 り 受 ける と 、 す ぐに 山 へ と 帰し て あげ た 。 
それ は 紅 間 魔 に と っ て 初め て 触れ た 、 そ し て ずっ と 求め て いた [ADEE] で あっ た 。 


それ か ら 数 年 後 。 お 爺さん が ひと り 寂 し く 山 で 旅立と うと し て いる の を 知っ た 紅 間 魔 は これ を 見 捨て て お けず 、 お 郊 さ 
ん を 「 雀 の お 宿 】 に 招き 、 接待 し た 。 

(この 時 、 人 間 で ある お 苑 さ ん の 舌 に 合う 料理 を 作れ な か っ た こと が 、 後 に 紅 間 魔 を 料理 の 鉄人 に 変え る の で あっ た ) 
紅 間 魔 は いつ まで も お 苑 さ ん に いて ほし か っ た が 、 お 郊 さ ん は 里 に 帰る こと を 選ん だ 。 

[幸運 を 掴ん で も 、 そ れ を 独り 占め し て は いけ な い 」 

そん な 当たり 前 の こと を 、 貧 し て いて も 、 お 爺さん は 知っ て いた の で ある 。 

紅 間 魔 は 雀 の お 宿 を 後に する お 爺さん に 、 せ め て も の 恩返し と し て お 土産 を 持た せ た 。 


「 大 き な 葛 籠 と 小さ な 葛 籠 。 ど ちら か を 持っ て いか な けれ ば 人 里 に は 帰せ すま ち ぇ ん 


か くし て 、 お 爺さん は [NAGA] を 選び 、 雀 の お 宿 を 後に し た の で ある 。 
お 郊 さ ん が 去っ た 後 、 紅 間 魔 は 人 間 の 若 性 を 再 確認 し 、 自 ら の 在り 方 を "善き 人 間 " を 指示 する 方 針 に 固め た の だ っ た 。 
FGO 世 界 で は 、 こ の 人 逸話 を 「 舌 切り 雀 』 の 基 に な っ た も の 、 と し て 扱っ て いる 。 


+ 


本 来 な ら 召喚 され る べき 英霊 で は な い が 、 日 本 の 御伽 断 の 代表 と し て 、「 子 供 た ちの 願い を 受け 止め る 代表 」 と し て サー 
ヴァ ント 化し て いる 。 

系 時 代 に 舌 を 斬ら れ た た め 、 鬼 に な っ て も その トラ ウマ で 舌 は 斬ら れ た まま で あり 、 満 足 に 動か な い 。 味覚 も その 八 割 
が 途絶 えて いる 。 

紅 間 魔 は お 爺さん に 美味 し い 料理 を 食べ て も ら う た め 、 自 分 の 味覚 で は な く 栄養 の 配分 と 、 食 べた 人 間 の 反応 、 好 き 嫌 
い を 事細か く 観 察し 、 こ れ を 学習 する こと で 料理 の 達人 と な っ た 。 

この “今回 は こう いう 反応 だ っ た " と いう 注意 書き を まとめ た も の が 紅 女 持 の ひみ 手帳 、 す な わ ち [元 儿 未 帐 | CHS. 
味付け に 関す る 考察 由 。 レ シ ピ と いう より 、「 こ うい う 反 応 を し た ら こ の 人 は この 味 を 好む 」 と いっ た 人 間 の 反応 に よる 
味付け の 着地 点 を 決め て いる 。 


その 料理 スキ ル が 神霊 界隈 で 噂 に より 、 や が て 日 本 の 英霊 た ちの 要望 に 応え 、 英 霊 の 座 に て 定期 的 に お 料理 教室 を 開く 
よう に な る 。 


地獄 の 厳し さ で 料理 を た た き 込ま れる こと か ら ヘ ルズ ・ キ ッ チ ン と 呼ば れる こと に な っ た 。 
SUSFREHETHURBE, IRINA - Hy FUOBRE. 

日 本 妖怪 系 の 女性 サー ヴァ ント の 大 半 は 紅 間 魔 の 指導 を 受け て 成長 し た 。 その た め 、 そ れ ぞ れ の 伝説 ・ 神 話 的 な パッ ク 
ボー ン と は 関係 な く 、 玉 漂 の 前 や 清 姫 、 刑部 姫 、 滝 夜叉 姫 、 鈴 鹿 御前 、 こ と いっ た サー ヴァ ント は 紅 間 魔 を 「 紅 先生 ] CR 
い 、 BATHS. 


ウズ メ [私 の 料理 教室 卒業 お めで と う 、 玉 藻 ち ゃ ん ! し か し さら な る 良妻 賢母 に な り た いな ら 、 私 の 師匠 の 教室 を 紹介 
し まし ょ う ! で も 覚悟 し て くだ さい …… そ こ は 地獄 だ ] 
0ھ‎ ] 「 ま た また 大 げ さ な ーー。 も ちろ ん 行き ます と も 
紅 間 魔 「 よ く 来 まち た ね 、 尻 尾 も 生え 揃っ て いな い 新 米 狐 ! 
安易 に 唐 揚 げ と か と ん か つと か 、 油 も の に 逃げ な い カ ラダ に し て や る で ち 遇 
玉藻 「 ち ょ っ 、 あ の 方 ハー トマ ン の 英霊 で すか !?] 
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[Fate/EXTRA] の 時 か ら 名 前 だ け は 公表 され て いた サー ヴァ ント 。 

玉藻 の 前 か ら は 「 知 斬り 雀 の 紅 間 魔 ]「 舌 斬り 抜刀 斎 ] と も 呼ば れ て いた 。 

それ と いう の も 、 実は 初期 設定 で は 「 さ 行 言え な い 』 設定 は な く 、『 一 途 だ が 、 生 真 面目 すぎ る 幼女 サー ヴァ ント 」 だ っ た 
か ら 。 

舌 を 斬ら れ て いて も 台詞 は 普通 の も の を …… と 設定 され て いた が 、 今 回 、 原 田 た け ひ と さん の 設定 画 に あっ た 走り 書き 
が あま り に 衝撃 的 だ っ た の で [~ C5] に 変更 。 

担当 ライ ター か ら で は 生ま れ な い 口 調 な の で 、 挑戦 する に 値する と 思え た の で す 。 

結果 は ご 覧 の 通り 。 た だ で さえ 甲斐 甲斐 し い 女 持 が さら に 甲斐 甲斐 し い 女 持 に パワ ー ア ッ プ ! 

\ ら 面白 い 。 原田 た け ひ と お 父さん 、 あ り が と 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

ー 歩 引い た 態度 で は ある が 、 ま っ すぐ に マス ター に 仕え る 。 

年 齢 的 に も 年 上 な の で 甘え た り も し な い 。 

し か し 絆 が 深まっ て くる と 甲斐 甲斐 し く 世話 を し 出し 、 説教 (マス ター が 将来 、 よ い 思い を する た め の 教 え ) も 多く な る 。 
まさ に 見 た 目 は 幼女 、 中 身 は し っ か り 者 


台詞 例 
「 チ ュ チ ュ ン ちゅ ん 。 舌 切 り 雀 の 紅 間 魔 、 渡 世 の 義理 を 果たし まち ゅ 
[EIR (5512) め 、 灯籠 (と うろ う ) 流し …… 
命 は 獲 り まち ぇ ん 。 で す が 、 そ の 二枚舌 は 許し まち ぇ ん ! 葛 龍 の 道行 、 こ れ に て 開廷 
「 よ うこ そ 間 魔 亭 へ 。 歓 迎 す る で ち 、 お 客 様 が た 。 
雀 を 助け て くれ た その 優し さ に 、 
間 魔 亭 を 代表 し て 感謝 の 気持 ち を 述べ る で ちよ ] 
「 ち ゃ ー ヴ ァ ン ト ? 聞か な い 単語 で ち ね 。 
英 起 と し て の 在り 方 を 許さ れ て は いま ち が 、 あ ち き は た だ の 地獄 の 獄 卒 で ち 。 
宮 の 河原 で カカ 様 の 手伝い を し て いた 鬼 で ち が 、 色 々 あっ て 間 魔 亭 を 受け 継ぎ まち た ] 
「 弱 いも の いじ め は 許し まち ぇ ん ! 
A? 嘘つき は いい の か 、 で ちか ? 嘘 を つく の は 仕方 の な いこ と で ち 。 問題 は 、 そ の 嘘 が 人 に 迷惑 を か ける か か け な い 
か の お 話 で ちか ら 。 あちき は ひと り 、 周 り を 幸せ に し て 、 自 分 だ け 孤 独 だ っ た 優し い 嘘つき を 知っ て いる の で ち ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

山中 に て 人 を 助け る 生き 物 と し て 民間 伝承 に な っ た も の 。 

鎌倉 初期 の 物語 集 、 宇 治 拾遺 物語 の 中 で も その 原形 は 語ら れ て いる 。 

舌 切 り 雀 は 俗 に 言う 「 苑 三 部 作 』 の 一 つ 。 

善人 の お 欧 さ ん は いつ も 幸福 に 出会い 、 

強 飲 な お 分 さん は いつ も 酷い 目 に 遭う と いう 。 

郊 三 部 作 は 「 知 切り 雀 」 「 こ ぷと り じ いさ ん 」』「 花 咲か らい さん 」 の 三 つ 。 

BOSS 『 迷 い 家 」 の 原形 と いう 説 に する 。 

山中 に あり て 、 無 人 だ が 掃除 が 行き 届い て お り 、 花 は 咲き 、 料 理 が 満ち て いる 、 と いう アレ 。 

この サー ヴァ ント は 英雄 を 模 し た 存在 で は な く 、 英 雄 を 語っ た “物語 "た ちの 代表 と し て 現 界 し て いる 。 
同じ よう な サー ヴァ ント に ナー サリ ー・ ラ イム が いる が 、 あ ちら は 主題 を 持た ず に “御伽 断 " と いう 概念 その も の が サー 
ヴァ ント 化し た も の 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

| 2019076864 NY NER REES, 

あえ て 時 系 列 に 当て は め る な ら 第 2 部 ・ 三 草 の プ ロロ ー グ と も 言え る 。 

初 衝 海 カル デア ベー ス に 落ち 着い た カル デア メン バー。 

霊 基 トラ ンク も トリ ス メ ギ スト ス Il に 繋が れ 、 契 約 済み サー ヴァ ント た ちの 受け 入れ も 徐々 に 整い つつ ある 。 
中 に は 一 部 、 も う 再 召喚 され て いる サー ヴァ ント も いる と の こと 。 


そん な 中 、 シ オン か ら 

「 お 正月 だ し 、 レ イシ フト 実験 と か し ちゃ う ?] 

と スナ ッ ク 感 覚 で 提案 を され る 。 

で きる の !? で きる よー、 と いう 気楽 な 返答 。 

「 ち ょ うど ー つ 、 折紙 化 地球 上 に お いて 特異 点 反 応 が あり ます 。 

有名 な 温泉 観光 地 み た いで すね ! 慰安 旅行 が て ら 、 行 っ て みる ?] 

そん な 誘い に 「 は い 、 は い !| と 手 を 上 げ て 参加 する 玉藻 の 前 、 清 姫 、 巴 御前 。 

そし て 3 引率 役 と し て 強引 に レイ シフ トメ ン バ パ バー に いれ られ た ゴル ドル フ 新 所 長 と 、 そ の 護衛 を か っ て で た フィ ン ・ マ ッ 
クー ル 、 デ ィ ル ムッ ド ( 剣 ) 。 

か くし て 和 女 子 サ ー ヴ ァ ン ト た ちと ナン / パ 輸 土 団 と で レイ シフ ト す る 藤丸 と マシ ュ と ゴル ドル フ 。 

つい た 先 は 日 本 の 山奥 。 時 代 は ちょ っ と だ け 過 去 の 近代 。 

し か し まだ 実験 だ っ た た め 、 男 性 サー ヴァ ント 2 人 と ゴル ドル フ と は 早々 に は ぐれ て し まい 、 山 奥 の 遭 難 者 と 化し た 藤 
丸 た ち だ が 、 

途中 で 己 に か か っ た 和 雀 (の 丁稚 ) を 助け た こと で 一 時 の 宿 と し て 温泉 宿 に 案内 され る 。 

うっ そう と 茂っ た 日 本 の 森 を 抜け 、 山 頂 に 辿り 着い た 三 人 の 前 に そびえ 立つ 巨大 温泉 宿 。 

それ は 民間 伝承 で いう DEIR] で あり 、 八 百 万 の 神々 を も て な す 雀 の お 宿 だ っ た ……! 


の 導入 。 後 は 実際 の プレ イ で 確か め て みて 欲し い 。 


「 ど ちら も や る 気 に 溢れ る 生徒 で ち た ね 。 で も ちょ っ と 目 を 離す と "失敗 し た けど 、 ま 、 い っ か !" を し て し まう の が 玉 に 
環 で ち た 。 独 自 性 は 一 人 前 に な っ て か ら で ち よ ?」 

878772885887 

[ERISROTUBDES ج70 انت نا‎ TA. 心 は 常に 義仲 様 と 駆け 抜け た 戦場 に ある の か も で 
ち 。 

鈴鹿 様 は 逆 に 自由 すぎ まち ゅ ね 。 キ ャ ラ 弁 の 作り 方 を 教わり まち た ] 

茨木 童子 

「 京 を 荒らし た 恐ろし い 鬼 と 聞い て いま ち た が 、 な か な か に 道理 を 章 え た 踊 で ち た 。 

地獄 の 獄 座 で は な い の で あちき と は 縁 が め ありま ち ぇ ん が 、 割 と 地獄 の お 役所 仕事 に 順応 で きる と 思う で ち 。 …… まあ 、 5 
の 盗み 癖 だ け は 直さ な けれ ば いけ まち ぇ ん が ……」] 

ERA 

「 お 米 の ひと で ち ! 神 食 い 虫 す ら 「 え いや っ ] と 退治 し た 、 日 の 本 最強 の 武者 な の で ち ! 

ご 販 も 美味 し そう に 食べ て くれ る の で ち 昌 

フィ ン ・ マ ッ ク ー ル 

[ 間 魔 亭 で は た い へ ん お 世話 に な り ま ち た 。 フ ィ ン 様 は 単独 で いる より 、 周 り の 面倒 を みて いる 時 の 方 が と て も 輝い て い 
る の で ち 。 そ うい う 人 に 、 あ ち き も な り た いで ちよ ] 

佐々 木 小 次 朗 

「 う さん くさ い 侍 で ち が 、 そ の 実力 は 本 物 で ち 。 そもそも 主戦 場 が 山中 な の に あの 長刀 と か 、 な ん で ご く 自 然 に 振り 回 せ 
る の か 意味 分 か り ま ちえ ん 。 も の すご い 研 鎖 を お く び ぴ に も だ さ な い と ころ は 、 ち ゅ ん 、 尊 敬 に 値する の で ち が …… や っ 
ぱり ヘン タイ で ち 昌 


LEE رن و‎ ۱٠۴ 


TRASERA‏ ود د- 
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ER Profile 
一 へ いた ん ムイ と びれ の な い ボ ディ レイ てい ます 
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CHARACTER Profile 


RIMA 
ー 詳 娘 と イス イガ い の い ます 
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CHARACTER Profile 


ベー ス の 見 た 目 は 日 本 人 形 や 座敷 わら し の イメ ー ジ で す 。 そ こ か ら 苦 話 の 挿絵 な ど に 存在 し て も お そら く 1812007 
BIS, 85ا26‎ LOS. CONF. LOBOS TIRA. MEI ZODAT). RIEI<UTR, Y3—h 
丈 フ ァ イ ア パタ ー ン 振袖 な ど を 投入 … こ うじ ゃ ! … あ ら カ ワイ イ ! と な り ま し た 。 な に げに 書き 込ん で いた 舌 足 ら ず 設 
定 採用 され た よう で す 。 (原田 た け ひと ) 


152) 


EN 2+ ER 中 国 
| 属性 5ب‎ 166cm [FA 58kg (青年 時 代 より 体重 が 減少 し て いる ) 


RE تا ++ اتا‎ EI: EI- 
1 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 プ キャ ラフ 
CV: 安 井 邦彦 


デザ イン : ワ ダ ア ルコ 


/ 


こ 状 態 で 召喚 され た サー ヴァ ント に 与え られ る スキ ル 。 
いか な る 状態 で も 平静 を 保つ と 同時 に 、 
契約 を 通じ て マス ター の 精神 状態 を 安定 させ る こと が で きる 。 


保有 スキ ル 


y 
PPE Y A — 人 
中 華 の 合理 。 宇宙 と 一 体 に な る 事 を 目的 と し た 武術 を どれ ほど 極め た か の 値 。 
x 修得 の 難易 度 は 最高 レベ ル で 、 他 の スキ ル と 違い 、A で よう や く "修得 し た " と 言え る レベ ル 。 
+++ と も な れ ば 達人 の 中 の 達人 。 
槍術 が 本 来 の 彼 の 持ち 味 で ある が 、 老人 と し て 召喚 され た 彼 は 、 拳 に よる 一 撃 を 好む 。 


A en: ees e نظ‎ 
気 を 使い 、 周 囲 の 状況 を 感知 し 、 ま た 、 上 自ら の 存在 を 消失 させ る 技 
極め た も の は 天地 と 合 一 し 、 そ の 姿 を 自然 に 透け こま せる 事 すら 可能 と な る 。 
老い た こと に より 、 技 法 は 更 な る 進化 を 遂げ た 。 

交戦 状態 で あろ うと も 、 瞬 き ー つ で 姿 を 消す 。 


A A ce Re‏ رہ 
人 間 の 持つ 性 質 の スイ ッ チ 。‏ | 

老人 に な っ て 陽 に 偏っ た と は いえ 、 

搾 猛 な 臣 は 失わ れ て お ら ず 、 一 瞬 で 陰 に 切り 替え 、 

無造作 に 敵 を 居る 。 

その 非情 ざさ は まだ 、 和 失わ れ て いな い 。 


に の うち いら ず 。 
PREU] 同様 に 宝 具 と し て 昇華 され る まで に 極まっ た 術 技 。 
効果 は ラン サー 召喚 時 の [无 二 打 ] と 同じ だ が 、 拳 で ある 分 、 レ ンジ が 挙 の 範囲 内 に 収まっ て いる 。 


も うこ こう は ざん 。 

宝 具 と し て 昇華 され た 人 極 拳 の 技 の ー つ 。 
Ve な の だ が 、 今 一 つ 実 像 が 掴め な い の は 
八 極 拳 各 流派 に よっ て 技 の 形 が 異な る せい か 。 
李 書 文 が も っ と も 得意 と し た 技 で ある 。 
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若い 時 代 の 和 李 書 文 と は 異な る 、 穏 や か な 老人 。 
凶 拳 を 振る うこ と は ある が 、 必 要 最 低 限 に 留め る 。 


それ は 「 凶 暴 性 を 押し 隠し ] 「 若 い 時 に は 理解 で き な い ] 
穏やか な 境地 で あっ た が 、 一 度 戦え ば 若い 頃 の 刃 が 未だ 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
マス ター に 対し て は 、 基 本 的 に 孫 の よ うに 扱う 。 
老人 で ある 自分 が 召喚 され た こと に も 、 ま た 何 か の 意味 が 


ある の だ ろう 、 と 慎重 に 振る 舞う 。 
そし て 一 度 、「 意 味 ] を 見 つけ た と き に は 
例え ば 、 マ スタ ー を 底 う こと が 正しい と 信じ た な ら 、 
その 身 を 忠 踏 いな く 投げ 出す で あろ う 。 

聖杯 に 託す 望み は な い 。 


O 台詞 例 

「 晩 節 を も っ て 武 を 納め る 。 
「 戦 い は 任せ て お け 。 LP, 
外 に 取り 柄 は な か っ た 男 だ か ら な 」 

「 ぬ し と も 長い 付き 合い に な っ た も の よ 。 朝夕 の 鍛錬 ば か りか 茶 まで 付き 合い お っ て 。 ここ まで 共に 戦っ た 人 間 は 、 買 欄 
が 初め て か も し れん な ] 


= と 聞こ え は いい が 、 さ て 、 ど こま で この 拳 が 通用 する か の ぅ ] 
うな 。 戦い だ け 任 は て お け 、 と いう べき か 。 こ こま で 歳 を 重ね た が 、 人 を 壊す こと 以 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
李 書 文 (ラン サー) と 同じ 。 

比 度 の 召喚 で は 拳法 家 の 側 面 を 強く 打ち 出さ れ た 。 

アサ シン で は ある が 、 暗 殺 を 生業 と は し な い 。 

恥じ 入っ て いる 訳 で は な く 、 た だ な ん と な く 気 分 が 乗ら な い 
程度 の も の だ が 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

李 書 文 は 生前 、 ARACENA TUN 
この こと 自体 は 珍し いこ と で は な い が 、 サ ー ヴ ァ ン ト の 

ほとん ど は 肉体 の 全盛 期 を 選択 する 。 


し か し 、 書 文 は 精神 面 で の 全盛 期 で も 召喚 に 応じ た 。 
若い 書 文 が 館 え た 虎 な ら 、 老 いた 書 文 は 眠れ る 虎 。 

され ど そ の 眠り は 、 拳 を 極め た か ら こ その 穏やか な 眠り 。 
EBRO. MATERNA ERIC. 
あら ゆる 敵 を 打ち 砕く だ ろう 。 


若い 頃 は 勝負 の た めで あれ ば 、 あ ら ゆ る も の を 切り 捨て る 覚悟 で あっ た が 、 今 は 逆 に あら ゆる も の を 守っ て こそ の 拳 で 
ある 、 と 認識 し て いる 。 


一 宿 一 飯 の 恩義 に すら 、 命 を 懸け て 報 お うと する の は 、 


新宿 の アー チャ ー プ 柳生 但馬 守 宗 短 

老人 同士 、 じ じ お ささ が 溢れ る 話題 は 尽き な い 。 

李 書 文 (ラン サー) 

か つて の 自分 と 殺し 合う 。 その 誘惑 だ け は 捨て 切れ ず 、 相 対し た 際 に 理性 を 抑え きれ る 自信 は な い 。 仮 に 抑え た と し て 
も 、 檎 の 側が 襲い 掛か っ て くる の は 明白 で あり 、 受 け て 立つ 腹 積 も り で ある 。 
BEA 

肩 凝 り が ひど すぎ る 。 

これ は も う 槍 …… で は な く 鍼 を 打つ し か ある まい 。 

始皇帝 

異聞 帯 の 出来 事 と は いえ 、 

まさ か 優 の よう な 老人 が 、 傍 に 仕え て いた と は ……。 

何と も は や 、 光 栄 の 至り で す な 。 


سا 
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۴ 
عو 
ہی 
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Comment trom Illustrator 


怪し い 丸 眼鏡 を 装備 し た よ や っ た ね 書 文 先生 山 ! キ ャ ラク ター 的 に 盛る の は 違う よ な あ 、 き っ と 全裸 で も 強い ん だ よ な あ 
と いう こと で 武内 さん ラフ の 老 書 文 の デザ イン を ベー ス に どの 段階 も で きる だ け ス タン ダー ド に 、 シ ンプ ル に 、 で も 超 
強く て か っ こい いん だ ぜ こ の 老 郊 旧 そん な 感じ で 描い て ます 中 (ワダ アル コ ) 


Faterg 


美 遊 ・* エ ー デ ル ェ ルト - 


キャ スタ ー 美 遊 ・ エ ー デ ルフ エル ドン 北 月 美 遊 
| 性別 女性 [Fate kaleid line?! 
| 属性 دسا‎ 134m EI 


1 


٭٭٭ جع Eq‏ | 


設定 作成 : ひ ろ や まひ ろ し . "キャ ラク ター デザイ ン : ひろ や まひ ろ し 
CV: 名 塚 佳織 みか か ず ゆ み 


IITA 


対 魔力 :B 
転身 中 の 美 遊 に 付与 され る 強力 な 魔術 障壁 。 
詠唱 三節 以下 の 魔術 を 無効 化 。 大 魔術 、 儀 礼 呪 法 な ど は 防げ な い 。 

また 、 転身 状態 は この 他 物 理保 護 、 治 癒 促進 、 身体 能力 強化 な ど 各 ステ ー タ ス に 影響 を お よ ぼ し て いる 。 


0-01 8 


カレ イド ステ ッ キ か ら 文 字 通 り 無限 の 魔力 が 供給 され る 。 
し か し その 出力 は 術 者 本 人 の 魔術 回 路 の 性 能 に 制限 され る 。 


保有 スキ ル /| 


、 愉快 型 魔术 礼 装 ( 妹 

ヘン テコ ステ eg 

ハイ テン ショ ン な 姉 に 比べ 、 落 ち 着い て いて 理性 的 。 
が 、 や は り 人 工 天然 精霊 の 性 か 。 

マス ター を 振り 回 し 面白 お か し い 事態 を 引き 起こ し て し まう や っ か いさ は 、 あ ん まり 変わ ら な い の で あっ た 。 
な お 、 契約 者 の コス チュ ー ム は な ぜ か 姉 に 比べ て や や 露出 が 多く な る 傾向 が ある 。 


少女 の 意地: B 

美 遊 の 意志 の 強 さ が スキ ル へ と 昇華 し た も の 。 

決意 は 生 半 な こと で は 揺るが ず 、 致命傷 を 受け て も な お 戦闘 続行 を 可能 と する 。 
これ は 生来 の も の で は な く 、 様 々 な 経験 を 経て 獲得 し た 精神 性 で ある 。 

だ が も し か し た ら そ の 頑固 っ ぷり は 、 兄 に 似 た の か も し れ な い 。 


7 


自 他 の 区 別 な く 願望 を 実現 し て し まう 性 質 を 、 ご くわ ず か に 開放 する スキ ル 。 
彼女 の 願い は 、 き っ と 天 に 届く だ ろう 。 


サフ ァ イ ア に 搭載 され て いる 、 謎 の 機能 。 

強力 な 催眠 効果 の ある 電波 を 撤 き 散ら し 、 周 囲 の 人 間 の 記憶 や 認識 を 書き 換え る 。 
悪用 すれ ば 一 国 が 滅び か ね な い ス キル だ が 、 ル ビー と は 違い 面白 半分 で 乱用 し た り は し な い の で 、 そ こ は ご 安心 いた だ 
きた い 。 

な お 、 脳 に 負荷 が か か る た めか 催眠 に か か っ た 人 間 の IQ は 1 低下 する 。 


([FateGO] で は 使用 され な い ) 
ےر کے‎ 77 7 7 
=A LF an 人 ミツ ما‎ 
星 天 を 照ら せ 地 の 期 月 


ほし に ね が い を 。 

人 の 願い を 無 差別 に 叶え て し まう 神 稚児 の 性 質 を 一 時 的 に 制御 し 、 限 定 的 に 願望 を 実現 させ る 。 

「 人 理 を 守り た い 」 と いう マス ター の 願い の み に 焦点 を あて る こと で 成り 立つ 宝 具 で ある た め 、 何 より も 信頼 関係 が 大 事 
と な る 。 

神 稚児 の 性 質 は 美 遊 自 身 の 願い に よっ て 失わ れ た は ず で ある が 、 霊 基 と し て 登録 され た の は 「 神 稚児 の 性 質 を 保っ た ま 
ま 成 長 し た 姿 ] で あっ た 。 

肉体 が 違う た めか 、 土 地 が 異な る た めか 、 理 由 は 不明 で ある が 本 来 の よう な 万 能 の 願望 器 と いう わけ で は な いら し い 。 


彼女 が 衛 宮 美 遊 と な っ た 、 あ の 月 の な い 夜 。 
内 に 秘め た ささ や か な 思い は 、 月 で は な く 星 に 願う の だ と 彼女 の 兄 は 言っ た 。 
その 風景 が 、 そ の 思い が 、 そ の 言葉 が 、 彼 女 の 宝 具 と な っ た 。 
願い を 束ね て 輝く 地上 の 月 は 、 暗 天 の 頂 に 光 を 投げ る 。 


人 物 


〇 性 格 

生ま れ て か ら こ れ ま で 、 ほ ぼ 監 禁 状態 で 育て られ た た め 世 間 知 ら ず で ある 。 

その くせ 書物 に よる 知識 は ある た め 頭 で っ か ち に な りや すく 、 ど うに も 常識 か ら や や ズレ た 反応 を する こと が 多い 。 
物理 や 数 学 は 大 学 レ ベル の 知識 が ある 反面 、 他 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 は 園児 以下 か も し れ な い 。 

日 常に お いて も 戦闘 に お いて も 、 合 理性 を 好む 。 

出会っ て 5 秒 で ゲイ ボル ク 。 

初め て で きた 友達 で ちる イリ ヤ に は 並々 な ら ぬ 親愛 を 寄せ て お り 、 し ば し ば 百合 が 咲き 乱れ る 。 

[友達 | と いう 関係 性 の 定義 に 、 色 々 と 重 め の も の を 乗っ け て いる よう な 気 が す る が 、 育 っ た 環境 を 思え ば 仕方 の な いこ 
Es 

彼女 の 兄 が 語っ た 友達 観 が 大 き な 影 響 を 与え て いる らし い が 、 さ て 。 

クロ は イリ ヤ を 取り 合う ライ バル 的 な 存在 らし い 。 


O マス ター へ の 態度 
カル デア に お ける 自分 の 役割 を 把握 し 、 冷 静 に 受け 止め て いる 。 

も と より 、 立 場 が 上 の 人 間 か ら 行 動 を 指示 され る こと に は 慣れ て いる 。 

人 々 の た め 、 マ スタ ー の た め 、 己 の 力 を 振る うこ と に 疑問 は 持た な い だ ろう 。 

マス ター の こと は 上 司 と し て 接する 。 人 柄 で は な く 、 そ の 功績 に 対し て 敬意 を 払う 。 
絆 を 深め れ ば いずれ 、 マ スタ ー の 精神 性 が イリ ヤ の それ と 近い こと に 気付 くだ ろう 。 
で も マス ター が イリ ヤ に ちょ っ か い を か け よ うと し て いる な ら ば 、 容 赦 は し な い 。 


O ABI 

IA ANEEA] 

今日 、 こ こ で 、 戦 い を 終わ ら せ る | 

「 わ た し の 友達 は イリ ヤ だ け 。 も う イ リヤ に は 近づか な いで ] 

「…… 星 に 願い ご と 。 も し 、 ひ と つ だ け 叶 う の な ら 士郎 さん と 本 当 の 兄妹 に な り た い ] 
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〇 人 物 像 

天正 の 頃 か ら 冬木 に 根 を 張る 旧家 、 期 月 家 に 生ま れ た 子供 。 
人 の 願い を 叶え る 超常 的 な 性 質 を 持つ 。 A 
ZAIEIITKEILSUMÄREEHL. BEELLSSKXFIIEOHNSTELRS, 

その 後 、 コ ミッ ク 換算 で 2 巻 分 くら い の な ん や か ん や が あっ て 、 別 世界 で イリ ヤ と 同じ く 魔 法 少女 と な っ た の で あっ た 。 
魔力 量 に お いて は 、 な に げに 弱体 化し た イリ ヤ よ り も 上 。 

素早 い 移動 に 高 出力 砲撃 と いう 、 割 と 脳 筋 な スタ イル が 得意 だ っ た りす る 。 

O 「FateGO| に お ける 人 物 像 

コラ ボ イ ベ ント 「 魔 法 少女 紀行 プリ ズ マ ・ コ ー ズ >~ Re-installl に 登場 。 

復刻 版 に て 満 を 持 し て の 参戦 と な っ た 。 

カル デア で は 当たり 前 の よう に イリ ヤ と 同室 を 希望 

クロ エ と 合わ せ て 3 人 、 普 段 と 変わ ら ぬ わ ち ゃ わ ち ゃ ぶり を 楽し ん で いる よう だ 。 


カレ イド ステ ッ キ 「 愉 快 型 魔術 礼装 マジ カル サフ ァ イ ア ] を 装備 。 


ステ ッ キ か ら 放 た れる 高密 度 魔力 に よる 魔力 弾 の ほか 、 魔 力 を 刃 状 に 薄く 引き 延ばし た 町 撃 (近接 攻撃 も 可能 ) 、 大 威力 
の 砲撃 な ど を 状況 に 応じ て 駆使 する 。 

基本 的 に イリ ヤ よ り 一 発 一 発 の 出力 が 大 きい 。 

また 、 飛 行 する イリ ヤ と は 違い 、 魔 力 で 空中 に 足場 を 作っ て 移動 し て いる 。 

柔軟 移動 は で き な い が 、 素早 く 直線 的 な 機動 が 可能 。 ( 
O 因縁 キャ ラ 

イリ ヤス フィ ー ル ・ フ ォ ン ・ ア イン ツ ベ ル ン 

イリ ヤ と 一 緒 な ら 、 ど ん な 困難 に で も 立ち 向かっ て いけ る 。 
イリ ヤ と 一 緒 な ら 、 ど ん な ご は ん も お いし い 。 

イリ ヤ と 一 緒 な ら 、 い つ で も ぐっ すり 眠れ る 。 

イリ ヤ と 一 緒 な ら 、 お 風呂 も 楽し い 。 ‘ 
イリ ヤ と 一 緒 な ら ……。 7 
グロ エ ・ フ ォ ン ・ ア イン ツ ベ ル ン 7 
と ころ か まわ ず 、 そ の …… ち ゅ ー ち ゅ ー す る の は どう か と 思う 。 i 
イリ ヤ の 評判 まで 落ち か ね な い の で 自重 し て 欲し い 。 NY 
クロ 「 じ ゃ あ 代 わり に ミユ か ら 吸 うわ ね ] 
美 遊 「 は ?] 

エミ ヤ 
うま く 、 言 葉 に で きま せん 。 

だ か ら ひ と つ だ け 、 言わ O せ て くだ さい 。 
あり が と う 。 

お 兄ちゃん を 助け て くれ て 。 


ہے 
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頭 の 花 布製 


EN RADA 人 


| 美 遊 (エブロ ン ) 


聖杯 制御 魔法 陣 ⑧ 


CHARACTER Profile 


イリ ヤ ( エ ブロ ン ) 
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iG nt from Illustrator 


第 一 、 BOBS 8ر0 3ر‎ HAS 「 神 稚児 の 力 を 保持 し た まま 魔法 少女 に な っ た の な ら ……」 
と いう if の 姿 で す 。 サ ファ イア も 空気 を 読ん で 形 を 変え て いま す 。 美 遊 に と っ て 神 稚児 の 力 は ある 種 の 呪い の よう な も 
の で す が 、 一 方 で その 力 が あっ た か ら こ そ 、 兄 や ヤ イ リヤ た ちと 出会え た と いう 面 も あり ます 。 その こと を 理解 し 、 受け 
入れ た 上 で 神 稚児 然 と し て 振る 舞う 美 遊 と いう の は 、 本 編 で は 描 け な い 姿 だ っ た の で FGO で お 披露 日 で きた の は と て 
も うれ し く 思 いま す 。 セリ フ も 神 稚児 と し て の も の と 、 美 遊 個人 と し て の も の で 気持 ち を 分 け て いた り し ます 。( ひ ろ や 
まひ ろ し ) 


紫 式 部 


EEZI キャ スタ ー EI sts 
Elo Hes Eas 
EN +2. E ۱٥١ہ‎ EJ 51ke 


EE EA: EDs EI Ec 


BEER : 桜 井 光 プ キャ ラフ ター デザ イン : 本 圧 雷太 
CV: FER 


陰陽 道 に まつ わる 、 も と い 、 清 明か ら 教 わっ た 陰陽 道 系 の 道具 で あれ ば ある 程度 まで 作成 が 可能 。 
陣地 作成 :C+ ٠ 
書庫 や 図書 館 の よう な IE 


0 ۸ 0ہ ای لہچ‎ 007 
[太平 記 ] 第 一 六 卷 ] 2-8 5( ITS, AS SSSR SEAM ° 7 ب۴0‎ 
AD 我 が 大 王 (お お きみ ) の 国 な れ ば WI< DRO 棲 (すみ か ) な る べし 」 と いう 歌 を 詠み 、 四 鬼 を 退散 させ た と いう 。 

Î 中 古 三 † 六 歌仙 、 女 房 三 十 六 歌仙 に 名 前 を 連ね る 歌 人 で ある 紫式部 は 、 是 な る 悪鬼 退散 の 詩歌 さえ 容易 く 詠み 上 げ て み 


せる 。 

な お 、 彼女 の 歌 は 小倉 百人 一 当 に も 採ら れ て いる 。「 め ぐり 逢 ひ て 見 し や それ と も わか ぬ 問 に BENI 夜半 の 
Ans] で ある 。 

RA ol ہہ ری‎ tn, ہہ‎ 
ہے‎ TO E DEEN E ED ات‎ SNS, 


現代 風 に 言う な ら ば 、 彼 女 は すなわち 「 魔 術 の 登場 する 小説 を 書く た め に 実際 に 魔術 を 勉強 する ] 系 の 作家 で あっ た 。 
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紫式部 の 八 帳面 な 性 格 が あら われ た 日 記帳 。 

良い こと も 悪い こと も 、 現 界 し て か ら の 日 々 の すべ て を 此処 に 彼女 は 書き 留め る 。 

この 日 記 に 綴 ら れ た HBA] を 後 か ら 修正 ・ 改 写す る こと で 、 一 定 の 損害 ・ ダ メー ジ の キャ ン セ ル が 可能 と な る 。 
「 ツ ソレ は 、 な か っ た こと に し ます ] 

た だ し 、 遡 る 期間 ・ 対 象 に つい て は 様々 な 条件 が ある 。 

本 来 は 宝 具 だ が 、 本 作 で は スキ ル と し て 表現 され て いる 。 


YA じ も の が た り 


源氏 物語 


げん じ も の が た り ・ き りつ ぼ ・ べ つり 。 

か ぎり と て 別 る る 道 の 悲し さ に 

いか まほ し き は 命 な り けり ] 

真名 解放 と 共に 詠 まれ た 歌 が ある 種 の 加護 と し て 働き 、 自 陣 の 勝利 を 導く 。 


回 復 + 結界 宝 具 。 
wu [源氏 物語 第 一 帖 az) に 記載 され て いる 。 


あな た と の 別離 の 悲し み を お し て も 、 まだ 生き て いた い 。 
(『FateGO』 で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


げん じ も の が た り ber 


er 2 - YOR 


げん じ も の が た り ・ あ お い ・ も の の け 。 
[限り あれ ば BER 浅 け れ ど 
涙 ぞ 袖 を 淵 と な し ける ] 
真名 解放 と 共に 詠 ま れ た 歌 が ある 種 の 呪 議 と し て 働き 、 対象 の 滅び を 招く 。 
対象 に ヴ メ ー ジ 及び 弱体 効果 を 与え る 。 


この 和歌 は 「 源 氏 物 語 ] 第 九 帖 美 ] に 記載 され て いる 。 

息子 ・ 夕 霧 を 産ん だ ば か り の 妻 ・ 葵 の 上 が 逝去 し た 折 に 源氏 (光源 氏 ) が 詠ん だ 、 後 悔 の 和歌 。 葵 の 上 の 死因 は 、 源 氏 の 
愛人 で あっ た 六条 御 息 所 の 乱 み に よる も の で あり 、 す な わ ち 一 種 の 呪 殺 で ある 。 

頒 み と 呪 殺 に 紐 付い た 哀しみ の 歌 を 詠 お こと で 、 キ ャ スタ ー・ 紫 式 部 は 対象 の 運命 を 悼 お 。 す な わ ち 、 敗 北 を 喫 
し て 地 に 伏 は る で あろ う 運 命 を 。 


な お 、 葵 の 上 の 死に まつ わる 一 連 の 逸話 は 能 の 演目 「 葵 1 の 原典 と な っ て いる 。 


KD 
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O 性 格 

大 人 し い 優等 生 タ イプ 。 

育ち が 良く 、 分 別 が ある 。 物 静か 。 

読書 大 好き 。 歌 と 恋 の 優雅 で きら きら と し た 物語 を 綴る の も 好き 。 

八 帳 面 で 、 日 記 も 書く (日 記 は 割 と 現実 的 ) o 

普段 は [落ち 着い た 物腰 の 図書 館 の 司書 ] ムー プ を し て いる も の の 、 こ と 物語 、 こ と 本 、 こ と 想い の 話 に な る と 鱗 舌 に ポ 
エム を 語り 始め る 。 


好き な 物語 は 「 竹 取 物 語 」「 伊 勢 物語 ] 。 

紫式部 は 「 竹 取 物 語 ] か ら は キャ ラク ター 造形 の 影響 を 受け 、「 伊 勢 物語 ] か ら は 表現 、 構想 、 人 物 な ど に 多大 な 影 
風 を 受け て いる 、 と され る 。 他 に 白楽 天 の 白 氏 文 集 や [史记 | か ら 様 々 な 影響 を 受け 、「 源 氏 物 語 ] で 光源 氏 が 女性 を 口説 
く 会 話 は 唐 代 の 伝奇 物語 [ 流 仙 窟 】 か ら の 影響 を 受け て いる と いう 。 

歌 人 と し て は 「 古 今 集 」「 後 撰集 ]「 拾 遺 集 ] の 三代 集 が 好き 。 

生前 か ら 多く の 歌 集 に 親しん で いた 。 


カル デア [に 現 界 し て か ら は [図書 館 の 避 置 ] ハ ムー ブ を 愉し みつ つ …- 
語 や 詩歌 な ど を 好み 、 暇 を 見 つけ て は 読み 骸 っ て いる 。 


O マス ター へ の 態度 
マス ター と サー ヴァ ント の 関係 性 を きち ん と 理解 し つつ も 、 意 図 的 に 、 図 書館 に 来 た お客 さ ん 的 な 扱い を し て くる 。 


O 台詞 例 

サー ヴァ ント 、 キ ャ スタ ー。 紫式部 と 申し ます 。 

文 (ふみ ) に 親しみ 、 詞 (こと ば ) に 焦 が れ 、 ひ と の 想い に 寄り 添う 女 に て …… 

どう ぞ よ し な に …… ] 

いら っ し ゃ いま せ 。 本 を 、 お 探し で すか ?] 

本 。 お 好き で すか ? ああ 、 で は …… 詞 (こと ば ) を 沢山 取り 込ん で 、 人 の 歩み を 糧 と し て 、 あ な た も 夜空 の 星々 の よう 
に 輝く の で し ょ う ね 。 素敵 で す ] 

史書 に 伝説 、 神 話 に 伝 ぶ 劇 に 喜劇 、 古 典 に 新作 、 御 伽 話 に 童話 、 時 代 劇 に 西部 劇 、 低 俗 劇 に 政治 劇 、 ヴ ィ ク トリ ア 
ン に オリ エン タル 、 中 世に 近世 、 古 代 に 現代 、 虚 構 に 現実 、 様々 取り 揃え て ご ざい ます 。 図鑑 や 地図 も で ざい ます 。 
BH, ENE. 復讐 主 に 恋 物語 も 、 も ちろ ん 揃え て あり ます の で ] 

「 私 は 、 想 い を 綴る 英霊 で す 。 人 が 人 を 想う 心 を こそ 、 私 は 綴り 、 し た た め る ] 

詞 (こと ば ) と 文 (ふみ ) は あら ゆる も の を 表し て 、 伝 え 、 や が て 時 空 を さえ 超え る の で し ょ う 。 それ は 空 に 星 を 輝 か せ 
る の と 同じ 。 た と え 永 遠 で は な いと し て も 、 本 来 カタ チ の な い 起 い が 、 カ タチ と な っ て 一 一 一 鳴 呼 一 一 ] 
いと を か し で すね ] 
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O 通常 攻撃 
生前 に は パッ と し な か っ た 陰陽 道 が キャ スタ ー ク ラス で の 召喚 に あたっ て 強化 され 、 色 々 で きる よう に な っ て いる 模様 。 


O 特殊 能力 (呪術 ) 

紫式部 は 、 任 意 の 対象 の 言動 に 対し て 「 解 説 (キャ プシ ョ ン )」 を つけ る 。 

勝手 に 解説 する の で ある 。 

安倍 晴明 か ら 教 わっ た ある 意味 最強 の 呪術 で ある と も 言え る だ ろう 。 お お 、 テ リブ ル 。 
具体 的 に は こう だ ! 


アン デル セン 「 ミ カン ? そん な も の どう で も いい 。 下 らん 。 指先 が 黄色 く な る ] 
解説 「 こ ん な こと を 言っ て いる が 、 実は 、 み か ん 大 好き ボー イ で ある 』 
刑部 姫 「 へ えー そう な ん だ ぁ ー (ニヤ ニヤ )」 


紫式部 「 あ あっ …… ま た …… 昌 
アン デル セン 「? な ん だ 二 人 と も 妙 な 顔 を し て ] 


ーー 恐る べき こと に 、「 解 説 (キャ プシ ョ ン )」 は 付け られ た 対象 に は 見 えな い ! 
対象 の 周囲 の 人 々 に だ け 見 える の で す ! 

な ん と いう 藩 恥 、 な ん と いう 卑 劣 ) ン ン ン ン お の れ 安 倍 晴明 ! 

た だ し 制限 と し て 、「 嘘 を 書く 」 こと は で き な い 。 

真実 で な く て は 解説 ] と し て 浮き 上 が る こと は な い の で ある 。 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

平安 期 の 作家 ・ 歌 人 。 

生 没 年 の 詳細 は 不明 。 

[源氏 物語 「 紫 式 部 集 ]『 紫 式 部 日 記 ] な ど を 著 し た 。「 後 拍 遣 和歌集] 以下 の 勅撰 集 で は 数 十 首 の 歌 が 採用 され て いる 。 
本 名 は 藤原 香子 と いう 説 が 有力 (だ が 、 特 に 有力 な 一 次 資料 が ある 訳 で は な い ) 。 


漢学 者 で あり 歌 人 で も ある 藤原 為 時 の 娘 と し て 生ま れる 。 

幼い 頃 に 母 を 失っ て いる 。 

比較 的 、 未 婚 時 代 が 長かっ た よう で ある 。 

父方 は 著名 な 文化 人 の 家系 (父方 の 曽 祖父 ・ 藤 原 兼 輔 は 歌 人 と し て 活躍 し た の みな ら ず 、 伝 記 聖徳 太 子 伝 暦 ] 上 下巻 な 
どの 著作 の ある 文化 人 で あり 、「 堤 中納言 の 異名 で 知ら れ た ) で あり 、 香 子 も 書 や 文 に 親しん で 育っ た と 予想 され る 。 
二 〇 代 で 山城 守 右 衛門 佐 の 藤原 二 孝 と 結婚 し 、 一 子 を も うけ る も 、 年 齢 が 二 十 以上 も 上 で あっ た 夫 ・ 宣 地 は 結婚 の 三 年 
後に 逝去 。 

若き 未亡人 と な っ た 香子 は 、 そ の 年 の 秋 か ら 物 語 を 綴り 始め た 。 

すなわち は 全 五 十 四 巻 か ら 成 る 大 著 源氏 物語 」 で ある 。 


この 物語 は 、 執 筆 中 で 既に 一 条 帝 を は じ め 数 多 の 人 々 か ら 賞 賛 され 、 完 結 し た 後に も 賞 失 を 浴び 続け た 。 平安 未 期 の 頃 
に は 、「 源 氏 に 寄 す る 恋 ] と いう 歌 題 で 複数 の 歌 が 詠 ま れ て お り 、 そ れ ら の 歌 は 現代 で も 実在 が 確認 で きる 。 


歴史 的 大 著 を 編み 上 げた 彼女 は し か し 作家 を 生業 と し て いた 訳 で は な く 、 寛弘 二 年 (1005 年 ) に は 一 条 帝 の 中 宮 彰 子 ( 藤 
原 道長 の 娘 ) に 女房 (女官 ) と し て 仕え て いる 。 

すなわち 一 種 の 公務 員 で あり ー 一 一 兼業 作家 で も あっ た と いう 訳 で ある 。 

な お 、 紫式部 、 と いう 名 は 職場 で 生ま れ た 呼び 名 で ある らし い 。 


٠۰ 


中 宮 に 仕え る と いう 名 誉め る 話 を 、「 源 氏 物語 ] の 執筆 に 没頭 し た い 香子 は 当初 、 ひ た すら 固辞 し て いた と いう 。 
し か し 結局 は 引き 受け て …… 
いざ 伺 侯 し て みれ ば 、「 京 きっ て の イン テリ 女 ] を 警戒 し た 同僚 の 女房 た ちか ら 無視 され 、 陰 口 を 散々 に HI か れる と いう 
シビ ア な 環境 が 待ち 受け て いた 。 困惑 し た 香子 は 女房 た ち に 和解 を 求め る 手紙 を 書き 送る が 、 こ れ も 黙 殺さ れる に 及び 、 
五 ヶ 月 に わた り 引 きこ も っ て し まう 。 
[源氏 物語 ] を せっ せ と 書 いて 多少 落ち 着き を 取り 戻し た 香子 は 、 そ の 後 、 改 め て 宮中 に 出仕 し 天然 系 の 多少 愚か な 
キャ ラク ター」 を 演じ る こと で 同僚 の 攻撃 を 受け 流し 、 後 宮 の 人 間 関係 に 溶け 込む こと に 成功 し た の で ある 。 


O [FateGO| に お ける 人 物 像 
物静か で 大 人 し い 、 優 等 生 。 
神 に 秘め た 想い は 熱く 、 ひと た び 紙 に 0H き 付け れ ば 大 著 さ え 編 み 上 げ る 。 


幼い 頃 か ら 書 や 歌 に 親しん で きた 紫式部 こと 香子 は 、 平 安 期 最新 の 自然 科学 で ある 陰陽 道 に も 興味 を 抱き 、 父 ・ 旋 時 に 
ひと つ お 願い を し た 。 

Seh Ka J 

陰陽 道 を 学び た い の で す 。 

陰陽 少女 ・ 香 子 爆 誕 。 

いや 、 そ う は な ら な か っ た 。 

陰陽 寮 を 統括 する 当代 最高 最強 の 陰陽 師 ・ 安 倍 晴明 に 学ん だ 香子 は 、 し か し 、 陰 陽 の 才能 を 開花 させ る こと は な く 、 ¥ 
代 で いう と ころ の 魔術 の 領分 一 一 一 陰陽 道 の 神秘 に は 、 ほ ん の 僅か し か 触れ る こと が で き な か っ た の で ある 。 ゼロ で は 
な い に せ よ 。 


香子 の 真 の 才能 は 、 夫 の 死後 に こそ 花開い た 。 

すなわち は 作家 ・ 歌 人 と し て の 才 。 

中 古 三 征 次 歌仙 、 女 房 三 十 六 歌 仙 に 数 えら れ 、 現代 に まで 残る 物語 [源氏 物语 | を 残し た 事実 は 、 間 違い な く 彼 女 が 詩歌 
や 作 劇 の 才能 を 有 し て いた こと を 証明 する も の で ある 。 
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平安 最高 話 の スー パー イン テリ オ 女 。 

史実 通り 、 同 僚 と の 関係 や 陰口 と いっ た 、 時 代 を 超え た 普遍 的 な 悩み を 抱え て いた こと も ある が 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 
は 、 そ の あたり を 感じ させ る 素振り は ( ぜ ロ で は な い に せ よ ) それ ほど な い 。 

た だ 、 人 の 心 、 想 い の 機 徴 に は 敏感 。 

悩ん で いる 人 、 困 っ て いる 人 の 存在 に は 、 す ぐに 気付 いて くれ る 。 


+ 


物理 書籍 、 紙 の 本 
様々 な 本 を 揃え た 「 図 書館 」 の 司書 と し て 振る 舞う 。 


具体 的 に は 、 己 が 魔術 (呪術 ) に よっ て 、 電 子 情報 で 記録 され て いる 書籍 類 を [MOA] ALBAL. HBO NAL 
に ひっ そり と 図書 館 を 構築 

た だ ひと り の 管理 者 、 司 書 、 女 主人 と し て 、 暗 く 冷 や や か な 書 の 園 を 守る 。 
頼め ば 、 日 記 や 手紙 の 書き 方 な ども 指南 し て くれ る らし い 。 


相手 を 一 目 見 た だ け で 、 そ の 人 に 似合う 本 を 見 つけ て くる 。 

内 容 は 、 恋 愛 劇 や 復讐 劇 な ど 、『 想 い ] に まつ わる 本 が 比較 的 多い 模様 。 
理由 は 無論 、 彼 女 が 想い を 綴る ] 英霊 で ある か ら だ 。 

[私 は 、 想 い を 綴る 英 露 で す 。 人 が 人 を 想う 心 を こそ 、 私 は 綴り 、 し た た め る ] 


O BRFr> 

安倍 晴明 

生前 、 実 は 晴明 か ら 初歩 の 陰陽 道 ] を 教わっ て いる 。 

まだ 少女 の 頃 の こと で ある 。 

晴 朋 と し て は 漢文 学 の 達人 で ある 藤原 為 時 か ら の 頼み を 淡々 と こなし た に 過ぎ な いよ うだ が 、 式 部 自身 の 中 で は か な り 
の トラ ウマ に な っ て いる 模様 。 

[晴明 様 。 あな お そろ し や ] 

酸 原 道 长 

ご 存 知 、 藤 原 北 家 御堂 流 の 公卿 。 御 堂 関白 。 

一 条 帝 に 長女 の 彰子 を 入内 させ た 際 (当時 の 道長 は 左大臣 ) 、 文 化 人 と し て 名 高い 紫式部 を 半ば 強引 に 口説 いて 女房 と し 
て 仕え させ た 。 こ の 狙い は 大 当たり で 、 一 条 帝 は [源氏 物語 の 続き を 聞こ うと 足し げ く 萌子 の も と に 通い 、1008 年 に 
(SHOLAPLGS MMREVEEN TVS. 

「 紫 式 部 日 記 | に は 、 夜 、 彼 が 彼女 の 部 屋 を 訪ね て きた と いう エピ ソー ド が あり 、 系 図 「 尊 分 脈 ] で は 紫式部 と 道長 が 愛 
人 関係 に あら っ た と 書か れ て いる 。 

彼女 に [道長 と は 実際 どう な の ?] と 聞く と 、 一 買 し て ノー コメ ント を 返さ れる 。 

[道長 様 は ノー コメ ント で ] 

源 頼光 

生前 、 京 (みや こ ) で 見 掛け た 人 物 。 

藤原 兼 家 、 道 長 、 頼 通 の 親子 三代 に 仕え た 源氏 の 棟梁 。 

殆ど 親交 は な い が 、 女 の 身 で ある こと (し か も あの よう な 豚 し い 女 性 で ある の に !) を 忘れ させ る が 如き 武勇 の 逸話 は よ 
く 聞 き 及 ん で いた 。 

実は 、 一 度 だ け 宮 中 で 言葉 を 交わ し た こと が ある 。 

「 頼 光 様 。 美しく も 本 し き 、 少 し だ け 怖い お 武家 欄 ] 


CHARACTER Profile 


清少納言 

少し 年 上 の 先輩 。 

中 宮 彰 子 の ライ バル の 一 人 で あっ た 定子 に 仕え て いた 女官 。 

「 紫 式 部 日 記 ] で は 、 以 下 の よ うに 書か れ て いる 。 か な り 意 識 し て いる 。 

「 清 少 納 言 こそ し た り 顔 に いみ じ う は べり ける 人 さば か りさ か し だ ち 真名 書き 散ら し て は べ る ほど も よく 見 れ ば まだ 
いと 足ら ぬこ と 多 か り か く 人 に 異な らむ と 思ひ 好 め る 人 は か な ら ず 見 劣り し 行末 うた て の み は べ れ ば え 心 に な り ぬ 
る 人 は いと すご うす ず ろ な る 折 も 、 も の の あはれ に すす み を か し きこ と も 見 過 ぐ さ ぬ ほ ど に お の づか ら さ る ま て あ だ 
な る さま に も な る に は べ る べし その あ だ に な り ぬ る 人 の 果て いか で か は よく は べら お む ] 


な お 、 実際 に 出逢っ た こと は な い だ ろ う 、 と され て いる 。 
和泉 式 部 

年 下 の 女流 歌 人 。 

紫式部 と 同じ く 中 古 三 十 六 歌 仙 、 女 房 三 十 六 歌 仙 に 名 前 を 連ね る 。 2 
年 若き プレ イガ ー ル 。 と か く 浮 いた 話 が 多い 。 道 長 日 く 「 浮 か れ 女 」。 

「 紫 式 部 日 記 ] で は 、 以 下 の よ うに 書か れ て いる 。 

[和泉 式 部 と いふ 人 こそ 、 お も し ろう 書き か は し ける 。 ENE, 和泉 は けし か ら ぬ か た こそ あれ ] 
BERT / RAB 

ERT. 18-0778 LU. 

茨木 童子 が 配下 を 連れ て 京 で 暴れ 回 る の を 目 に し た こと が ある 。 

[童子 た ち 。 怖 い 怖 い 、 鬼 の も の ども 」 

تا 

生前 、 幾 度 か 会 っ た こと が ある 。 

[法師 様 。 まる で 、 野 の 獣 の よう な 美 し さ を 備え て ……」 
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FINO CREA ERES TINTO. その 他 の 再臨 状態 まお も いつ きり 上 自分 の 趣味 で デザ イン し まし た 。 4 
メー ジ と し て は 神保 町 の 薄暗い ウナ ギ の 寝床 の 様 な 古書 店 の 通路 の 奥 で 、 け だ る そう に 稀 語 本 目録 を つけ て いる 女 主人 
っ て 所 で し ょ うか 、 た ま に 外 出 も する けど 日 の 光 が 若 手 で いつ も 日 傘 を さして いる 、 そ ん な 感じ で す 。 FAO TZ 
単 が 、 が かなり ボリ ュー ム あ っ た の で カー ド の 枠 に は 収まら ず 、 こ の 本 で 全体 像 を 見 て 頂け た ら 嬉 し いで す 。 あ と 攻撃 方 
法 を 考え る の に 苦労 し まし た 、 武 器 を 持っ て いな い 文 人 キャ ラ は 難し い 。 (SEEN 


アル ター 22 キン グフ ロ テ ア 
EN 女性 [Fate/EXTRA CCC] SERA.PH 
رتا کس‎ 30m-?m ?kg 


Efe 加 到 Ex Ei) ED Eds EEE 
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巨人 で ある こと 、 ど れ ほ ど 人 間 に 好意 的 で あろ うと 世界 を 害する 存在 で し か な い プ ロ テ ア は 、 根 本 的 な 部 分 で 人 間 と 価 
値 観 を 共有 で き な い 。 
自分 が 大 きい の で は な く 周 り が 小さ い だ け 、 

自分 が 強い の で は な く 周 り が 弱い だ け 、 

と 考え る プロ テア の 認知 は 、 人 類 に と っ て 災害 で し か な い の で ある 。 


プロ テア に と っ て マス ター と は [分 D 和 界 する た め に 必要 な 要 石 旋光 で は な く 、 
ぎ な い 。 

も し 聖杯 戦争 で プロ テア の 召喚 に 成功 し た マス ター が いた 場合 、 その マス ター に は 「 サ ー ヴ ァ ン ト に 魔力 供給 を する 役 
割 | が な く な る だ ろう 。 

それ を 有利 と みる が 窮地 と みる か は マス ター 次 第 。 


「 自 分 を 召喚 し た も の ] に す 


ms ーー ーー —— = ーー ۲ —en 


陣地 作成 :EX 
破格 の 陣地 作成 スキ ル を 有する 。 
自ら の 霊 基 を 肥大 化 さ せ す て い く プ ロ テ ア は 、 そ れ 自 身 が 神殿 一 一 一 陣地 と 同義 で ある 。 


ティ ター ン )、 ア イラ ー ヴ ァ タ 、 テ ィ ア マト の エッ セン ス を 持つ っ っ = TT 
大 地 母 神 の エッ セン ス に よっ て 作ら れ た プロ テア だ が 、 そ の 本 質 …… 霊 基 内 部 で 眠る 頭脳 体 は 、 幼 い 少女 の 姿 を し て い 
る と いう 。 


生ま れ な が ら に 完成 し た 女神 で ある こと を 表す スキ ル 。 
精神 と 肉体 の 絶対 性 を 維持 する 効果 を 有する 。 

精神 系 の 干渉 を ほとん ど 緩 和 し どの よう な 説得 も 彼女 の 認識 を 変え られ ず 、 
肉体 の 成長 も な い / ど の よう な 魔術 も 彼女 の 肉体 を 人 韻 サ イズ に は 出来 な い 。 


eee‏ د 


限界 の な い 規 拡大 を 可能 と する 。 レベ ル が 上 限 に 達する と 自ら の 規格 を 巨大 化 さ せ 、 さら な る レベ ル 上 限 を 設定 。 こ 
れ を 無限 に 繰り 返す 。 無限 増殖 と も 。 

いずれ は 星 を 破壊 する 宇宙 レベ ル の ※ 災 害 だ が 、 巨 大 化す れ ば する ほど 知性 ・ 機 能 の 複雑 化 が 失わ れ て いく た め 、 通 常 の 
知性 体 で は この スキ ル に 耐え られ ず 、 自己 崩壊 し て し まう 。 

か つて は 規格 外 の ラン ク EX だ っ た が 、 カ ル デ ア 式 の 召喚 で は 再現 で きず ラン クダ ウン し て いる 。 

使用 し た ター ン か ら 最 大 HP が 増え て いく 。 こ れ は 「 幼 児 退 行 ] を 使う まで 永続 で ある 。 


8500302020119177 ا‎ 肥大 化し た 自己 を リセ ッ ト す る も の 。 

使用 する と ヒュ ー ジ スケール 」 で 得 た 追加 最大 HP が ゼロ に な り 、 減 少し た HP に 応じ た NP を 獲得 し 、 スキ ルリ チャ ー 
ジ を 早め る 。 

「 ヒ ュー ジス ケー ル 」 の 後に 「 幼 児 退行 を 使う とこ プロ テ ア が 縮ん で いく が 、 初 期 値 で ある 30 メ ー ト ル を 越え て の 小型 化 
は 不可 能 。 


通常 攻撃 を 全体 ダヴ メー ジ に 変化 させ る 。 ラ 
「 ヒ ュー ジス ケー ル 」 が 極まっ て いれ ば 英 個 体 で は な く 、 空 間 そ の も の を 攻撃 する ほど の 制圧 力 を 発揮 する 。 
(「FateGO」 で は 使用 され な い ) 


反 英雄 を 代表 と する 「 魔 物 た ち ] が 持つ 、 平 均 的 な [怪力 | スキ ル 。 
な の だ が 、 キ ング プロ テア が 使う と それ だ け で 脅威 と な る 。 
現時 点 で [怪力 : EX] を 持つ サー ヴァ ント は ティ アマ ト と キン グ プ ロ テア の 二 騎 の み 。 


= 


EW. EMOS 


アイ ラー ヴァ タ ・ キ ング サイ ズ 。 

イン ド 神 話 に お ける 神話 の 一 つ 、 乳 海 失 捧 の 逸話 を モチ ー フ に し た 宝 具 。 

神々 は 荒廃 し た 地上 で 生き 続け る た め 、 不 老 不 死 の 霊 業 ・ ア ムリ タ を 求め た 。 

アム リタ を 作る に は 世界 を 覆う 海 ・ 乳 海 を 提 拝 せ ね ば な ら ず 、 神 々 は 敵 で ある アス ラ た ちと 協力 し 、 マ ンダ ラ 山 を 軸 に 


し て 世界 を 回 し て 乳 海 を 失 振 多く の 生命 と 霊 薬 を 生み 出し た と いう 。 
アイ ラー ヴァ タ は その 際 に 乳 海 か ら 現れ た 巨大 な 白い 象 の 名 前 で ある 。 


カル デア に 限定 召喚 され た キン グ プ ロ テア は 、 常 に 「 圧 迫 ] され て いる 。 

それ は 世界 か ら の 抑止 力 で あり 、 電 脳 世界 で は な い 物質 世界 の 限界 で も ある 。 

この 宝 具 は そん な EBI を 一 時 的 に は ね 除け た も の 。 

プロ テア が その 内 部 の 魔力 妨 を 用 い 、 電 脳 世界 で ある SE.RA.PH を 展開 し 、 プ ロ テ ア 本 来 の サイ ズ に 戻る 固有 結界 。 

宝 具 が 発動 する と 世界 は 白い 海 ( 乳 海 ) に 包ま れ 、 ま た 、 白 い 霧 に 包ま れる 。 

敵 の 周囲 は 海 と な り 、 そ の 海 の 彼方 に 泳ぐ 巨大 な 何 か が 現れ る 。 

それ は さながら 白鯨 (モビ ー テ ィ ッ ク ) の よう に 現れ 、 白い 海水 を こぼし な が ら 立 ち 上 が る 。 

も は や 人 間 で は 一 望 で き な い サイ ズ に な っ た プロ テア は シン プル に 、 た だ 一 撃 、 敵 に 対し て 手足 を 振る い 、 こ れ を 導 洲 
する 。 
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わた し あな た ノ / 〇 〇 さん ノ マ スタ ー 
サク ラフ ァ イ ブ と キア ラ の み 名 前 を 呼び 捨て 、 略 称す る 。 
BB は 呼び 捨て or お母様]。 


内 向 的 、 能 動 的 。 何 を 考え て いる か 分 か ら な い 天 然 系 。 

基本 的 に は いつ も お 腹 が 減っ て いる ( 愛 を 求め て いる ) の で 、 周 囲 に ある も の を 手当 た り 次 第 食べ て し まう 食い し ん 坊 。 
姉妹 で ある パッ ショ ン リ ッ プ に 近い 性 格 ( 引 つ 込み 思案 ・ 内 借 鹿 ) だ が 、 落 恥 心 が 薄い た め 、 ア クティ ブ に 見 える こと も 。 
口数 が 少な いな が ら も コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 ス キン シッ プ を 求め て くる 大 型 犬 。 

キャ ラク ター イメ ー ジ 的 に は 「 愛 らし い 小鳥 が いる ぞ 、 と 思っ て 近づい て みた ら 、 見 上 げ る ほど 大 き な 鳥 だ っ た 」 と いっ 
た も の 。 

サー ヴァ ント に な っ て か ら は マス ター か ら の 命令 を 待つ …… と いう より 、 命 令 が 大 好き に な る 。 

これ は 命令 され る 三愛 し て も ら え て いる 、 と いう 喜び か ら と 、 プ ロ テ ア 自身 が 自分 に 自信 が な いた め 。 プロ テア は 自分 
が 廃棄 物 だ と 分 か っ て いる の で 、 常 に [後ろ め た い 」 の だ 。 


外 の 世界 に も 新しい 人 間 関 係 に も 興味 が な く 、 た だ た だ 、 マ スタ ー の 愛情 を 求め て いる 。 

無垢 な 求愛 、 一 途 な 献身 と 言え ば 聞こ え は いい が 、 そ の 関係 は 網 渡り の よう な も の 。 

プロ テア は 「 マ スタ ー が 好き だ か ら 愛 し て いる 」 の で は な く 、「 マ スタ ー が 愛し て くれ る か ら 好 き 」 と いう 、 恋 を 知ら ぬ ま 
ま の 愛し か 知ら な い の だ 。 

マス ター か ら の 親愛 が 途絶 える …… 愛 が 感じ られ な く 、 物 足り な く な る …… と な れ ば 、 プ ロ テ ア は その 空腹 に 耐え きれ 
な く な り 、 い ずれ マス ター を 捕食 し て し まう だ ろう 。 

結局 の と ころ 、 他 の アル ター エゴ た ちと 同様 、 プ ロ テ ア も 歪ん だ エゴ か ら 生ま れ た も の 。 

マス ター の 命令 に は 素直 に 従う が 、 絶 対 服従 で は な い 。 

キン グ プ ロ テア と 契約 し た マス ター は そう な る 前 に 、 プ ロ テ ア の 精神 性 を 成長 させ な く て は な ら な い 。 

汎 め ども 汎 め ども つき ぬ [BH] か ら の 脱却 。 

求め る だ け の 心 で は 相手 を 食い つぶ す だ け で あり 、 互 い を 認め 、 与 え 合う 関係 こそ が 「 心 の 糧 」 に な る 事 を 。 


非 好 戦 的 だ が 、 戦 い が 『 嫌 い ・ 怖 い ] と いっ た ワケ で も な い 。 戦い に な れ ば 相手 が どれ ほど 弱い 相手 ( 低 レ ベル な 相手 ) 
だ ろう と 容赦 な く 残 滅する 。 心 に な ん の 痛み も 感じ な いま ま 。 
幸 か 不幸 か 、 プ ロ テ ア は 自分 が 残忍 な 破壊 神 で ある こと に 無自覚 な の で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

基本 的 に は 忠実 な 巨大 ロボ ッ ト …… も と い 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 従っ て くれ る 。 

口数 は 少な い が 、「 愛 し て 欲し い ]「 誰 か に 選ば れ た い ]「 優 し くさ れ て みた い ]」 と いう 欲求 が ある の で 、 無 口 な が ら も マ 
スタ ー に は コミ ュ ニ ケー ショ ン を 求め て くる 。 

BE 「 か わい い お 嫁 さん に な り た い ]。 

「 か わい い 」 と 「 お 嫁さん 」 は 別 の 単語 で は な く 、「 お 嫁さん で あれ ば 無 条 件 で か わい い 」 と 捉え て いる の で 、 可 愛 い …… 
すなわち 「 人 間 サ イズ を 維持 する こと 」 と は まっ た く 考 えて いな い 。 


〇 他 の サフ ラフ ァ イ ブ へ の 態度 

メル トリ リス 、 パ ッ シ ョ ン リ ッ プ 、 ヴ ァ イ オ レッ ト に は 特に 対抗 意識 も 敵意 も 持っ て いな い 。 

あ 、 い る ん だ ……] ぐら い の 関 心 の な さ 。 姉妹 と し て 認識 よし て いる が 、 だ か ら と いっ て 特別 視 は し て いな い 。 
カズ ラド ロッ プ の み 、「 な ん と な く 気 に な る …-」 と 意識 し て いる 。 それ は 

「( 選 界 が 頂い か ら ) 自分 が 強く な る し か な い ] と いう プロ テア と 、 

(世界 が 憎い か ら ) 周り を 弱く する し か な い | と いう カズ ラ の 性 質 に よる も の 。 

どちら も 「 歪 ん だ 世界 認識 ] か らく る 、 似 て 非 な る エゴ だ か ら だ 。 


あれ も 瑞 で すか ? 潰し ます か ?] 

命令 し て くだ され ば 、 す ぐに が ん ば ぱ ばり ます 」 

わた し 、 大 きい で すか ? 小さ いで すか ? も の 足り ませ ん か ?」 

は い 、 わ か り ま し た 。 …… ご めん な さい 、 わ か り ま せん ……。 距 を つき まし た ……」 
سیا‎ も っ と 触っ て ほし いで す 。 触っ て くだ さい 。 触り な さい 。( と て も ) BERN BOC] 


断定 口調 は 少な く 、 な ん で あれ 確認 を と る 台詞 回 し が 多い 。 

まれ に 命令 口調 に な る が 、 そ れ は 根底 に ある 「 女 神 と し て 冷酷 な ] 部 分 の 発 串 。 

サー ヴァ ント と し て 召喚 され 、 マ スタ ー と 絆 が 深まっ て くる と 控え め な が ら [自分 』 を 表 に 出し て くる 。 

大 人 し い 、 引 っ 込み 思案 、 な だ け で 、 根 が 暗い 訳 で は な い の で 、 パ レン タイ ン イ ベン ト の 時 な ど は 、 チ ョ コ が で きた 嬉 
し さか ら 無 邪気 に や っ て くる こと も 。 


RAI 見 て くだ さい 、 マ スタ ーーー^! 

チョ コ で す 、 チ ョ コ が で きた の で す ! な ん と 手作り で す よ 、 手作り! 
わ は 一 ! これ で わた し も 堂々 と パレ ンタ イン の 仲間 入り 、 あ いた !?] 
…… ご めん な さい …… 危 うく 、 上 か ら 押 し 潰し ちゃ うと ころ で し た 
…… で も 、 そ れ は それ で 嬉し いよ うな …… も っ と 触っ て ほし い 、 の で 


TER Profile 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

湯 愛 の アル ター エゴ 。 

か つて は 虚数 空間 の 果て で 封印 され て いた 廃棄 物 だ っ た 。 

深海 電脳 都市 に お いて 、 キ アラ の SE.RA.PH 化 が 進む 過程 で “SE.RA.PH に 付随 する も の "と し て 再現 され て し まっ た も 
の 。 

(※ メ ルト リリ ス 、 パ ッ シ ョ ン リ ッ プ の 二 騎 は 「 二 騎 を 取り 込ん だ キア ラ ( と 同機 し た も の )」 を キア ラ の 意志 で 摘出 し た 
も の だ が 、 キ ング プロ テア の 再現 は キア ラ の 意図 に よる も の で は な い ) 

オリ ジ ナ ル の キン グ プ ロ テア の 性 格 は 「 愛 に 仙 え た 無垢 な 幼女 ] だ っ た が 、 FG 〇 の キン グ プ ロ テア は キア ラ の 影響 か 、 成 
長 途上 の 知性 を 持っ て いる 。 

精神 年 齢 的 に は 14 才 ほど の 少女 を ベー ス に し て いる 。 

引っ 込み 思案 な 、 優 げ な 少女 像 。 

た だ し 愛 に 対し て は 真 欲 な の で 、 奥手 ムー プ を し つつ 、 ぐ い ぐ い 行動 し て くる 肉食 系 。 

アル ター エゴ は 複数 の 女神 の 複合 体 だ が 、 プ ロ テ ア は あら ゆる 神話 に 共通 する 大 地 母 神 の エッ セン ス か ら 作 られ た 。 彼 
女 自身 が 宝 具 扱 いで あっ た が 深海 電脳 都市 に お いて は 霊 基 が ラン クダ ウン し た か わり に 、 個 別 の 宝 具 を 発揮 する こと が 
可能 と な っ た 。 


自身 が 巨人 で ある か ら か 、 取 り 入 れ た エッ セン ス の 影響 か 、 は た また 、 た だ の 趣味 噌 好 か 。 

SE.RA.PH の デー タベース で 日 本 の 特撮 映画 を 学習 し 、 以 来 、「 怪 獣 ] を り リスペクト する よう に な っ た 。 

「 怪 獣 と は 怖く て 、 大 きく て 、 強 く て …… そ れ で いて 、 と っ て も ワク ワク する も の な の で す را‎ 

と は プロ テア 本 人 の 弁 。 

[人 類 の 敵 と し て デザ イン され た も の 」 で あり な が ら 、『 視 聴 者 に 愛さ れ た も の ] と いう 在り 方 が プロ テア に 勇気 を 与え た 
の か も し れ な い 。 


霊 基 状 態 2 の スタ イル は 、 そ ん な プロ テア の 夢 と 希望 が つま っ た [人 怪獣 モー フ 」 な の で ある 。 


OBBORT 

プロ テア は マス ター が いな く と も 存在 で きる 。 

この サー ヴァ ント を 召喚 し た マス ター が いる と し た ら 、 そ の 99% は プロ テア の 手 で その 命 を 終え る だ ろう 。 
自分 が 呼び 出し た [怪物 | が 手 に 負え な いと 悟り 、 逃 げ 出す も の 。 

制御 で きず に 自滅 する も の 。 

その 「 怪 物 ] を うま く 操 縦 し 、 思 うま ま に 破 壊 を 愉し ん だ 未 、 外 敵 に よっ て 倒れ る も の 。 

CO ある い は 。 

プロ テア を 擁護 し な が ら 、 世 界 の 敵 で ある プロ テア を 守れ ず 、 共に 滅び る も の 。 

どれ ほど の 人 奇跡 が 起こ ろう と 、 彼 女 が 救 わ れる こと も 、 彼 女 が 満た され る こと も な い 。 

けれ ど 。 


TUT”‏ 570048 ہنا .7ون“ 
"いつ に な る か 分 か ら な いけ ど 、 必 ず ーーー"‏ 


深い 信頼 と 博愛 に よっ て 、「 怪 物 ] は 違う 結末 を 選び 取っ た 。 

人 間 に 倒 され る の で は な く 、 自 分 の 重 さ で 自滅 する の で も な く 。 
自ら を 封印 し 、 世界 の 赦し を 待っ た の だ 。 

ZS LUTHER. 

BONN, REMBERET نے‎ STITISHRORBNV ED, 


"お 待た せ 。 ち ょ っ と 時 間 か か っ ちゃ っ た " 


その 伝言 は 何 百年 も 前 の も の 。 

伝言 を 残し た も の が 死ん だ 後 も 、 そ の 意志 を 継い だ 子孫 た ち が 編 ん だ も の 。 
長い 封印 の 中 で 寿命 を 迎え て いた 彼女 は 、 

涙し な が ら 約 束 の 衣 装 を 手 に 取り 、 き らき ら と 輝き な が ら 崩 れ 落 ち た 。 


長い 長い 、 細 く 脆 い 鮎 昧 の 糸 を た どる よう に 。 
彼女 の 夢 は 、 こ うし て 叶っ た 。 


TER Profile 


O 因 和 绿 丰 + 地 

BB 

自分 を 作り 出し た 親 な の で [SSH LIRA, IE رانا نا‎ 

シン デレ ラ で いう と ころ の 「 魔 法 使い の お ば あさ ん 」 と 思っ て いる 。 

サク フラ ファ イブ 

姉妹 機 な の で 比較 的 、 話し や すい 。 他 の サー ヴァ ント た ちか ら は 「 仲 間 は ずれ | され て いる 気 が す る プロ テア も 、 サ クラ 
ファ イブ の 面子 は みな 同類 ] と な かっ て いる 。 

と は いえ 、 サ クラ ファ イブ の 中 で の ヒエ ラル キー は 一 番 下 。 火 力 的 に は 最も 強い も の が いじ め ら れる 、 と いう 桜 属 の 呪 
い が か か っ て いる 。 

シン デレ ラ で いう と ころ の 「 お 姉 様 た ち 」 と 思っ て いる 。 

殺生 院 キア ラ 

サク ラフ ァ イ ブ 共通 の 敵 。 プロ テア の 本 能 で 、 真性 悪魔 と か っ た キア ラ を 倒せ は る の は リミット オー バー し た 自分 だ け 、 と 
感じ 取っ て いる 。 

その た め 、 キ アラ に 対し て は 凛々 し く 、 強 気 な 発言 を と る こと も 。 

ティ アマ ト 

自分 を 構成 する エッ セン ス の ひと つと し て 、 尊 敬 し 、 ま た 親近 感 を 抱い て いる 。 

ポー ル ・ バ パニ ヤン 

巨人 系 サー ヴァ ント と し て 仲良 くし た い 。 

パニ ヤン と マス ター、 三 人 きり で 南国 の 孤島 で の ん びり し た いと 思っ て いる 。 

アル テラ 

な ぜ か が 気 に な る 存在 。 で も どう し て ? と 本 人 は 首 を か し げ て いる 。 

{IP VER 

「 は じ め て わた し より 大 き な サ ー ヴ ァ ン ト と 出会い まし た ! 

し か も 、 す っ っ っ ご く カ ッ コ イイ の で す !」 

と 、 イ ヴァ ン の 宝 具 を 見 て 大 興奮 。 怪獣 と 勘違い し て いる 節 が ある 。 
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で の た け の こ 星 人 先生 の 描か れる 彼女 の か わい さ を 少し で も お 借り で き て た らい いな あ 。 マ イル ー ム は ぼん ま に で か い 。 


CCC 当 時 、 出せ な か っ た けど サフ クラ ファイ ブ 設 定 あ る か ら 試し | 
(ワダ アル コ ) 


リ で 描い た 子 た ち を ガチ 起こ し する 日 が 来る と は … 
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CHARACTER Profile 


220.2 ۳ 


アサ シン RX 
Ei 女性 イン ド 神 話 イン ド 
Ea E 156cm [XA 46kg (それ ぞ れ 基 本 状態 の も の ) | 


Eno Edo: Eds Ei. Eis لت‎ × 


: 水 瀬 葉月 ・ 奈 須 さ の こ プ キャ ラフ ター デザ イン :ReDrop 
下 屋 則子 


A ラン ク 以 下 の 魔術 を 無効 化す る 。 
現代 の 魔術 師 で は 、 魔 術 で 彼女 に 傷 を つけ る こと は で き な い 。 


ys サー ヴァ ント と し て の カー マ は 時 本 的 に や る 気 が な い の で 暴 底 に 封印 され て いる 状態 で ある が 、 [即死 耐性 」「 靖 神 異常 
x 耐性 | な どの 効果 は それ な り に 発揮 され る 。 


EMO B 

生ま れ な が ら に 完成 し た 愛 の 神 で ある こと を 表す スキ ル 。「 女 神 の 神 核 | の 愛 の 神 版 。 

精神 と 肉体 の 絶対 必 を 維持 する 効果 を 有する 。 精 神 系 の 干渉 を ほとん ど 緩 和 し 、 肉 体 の 成長 も な く 、 ど れ だ け カ ロリ ー 

を 摂取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 

0 一 方 で 、 愛 の 神 と し て の 「 愛 する と いう 行為 に 必要 な 姿 に 変じ る こと が で きる 」] と いう 特性 も この スキ ル に は 含ま れ 
۷۳ て お り 、 結 局 の と ころ 「 変 わり た く な い 場 合 は 変わ ら な いし 、 変わ り た い 場合 に は 変え られ る 」 と いう 肉体 的 ・ 外 見 的 な ۹ 

¥ j 608:288 IO TOD. 800728007 ۰ا(‎ A 
| た だ し 現状 で は 依り 代 の 枠 を 飛び 越え て 姿 を 変化 させ る こと は で き な い 。 性 別 くら いな ら ば 、 あ る い は ……? 

i 神 隆 スキ ル を 含む 複合 スキ ル で も ある 。 

| | 依り 代 を 用 いた 疑似 け ー ヴ ァ ン ト で ある た め ラ ンク は B と な っ て いる 。 


一 一 一 一 一 -一 ー 


幻 獣 ・ 神 獣 ラ ン フ を 除く すべ て の 獣 、 乗 り 物 を 自在 に 
カー マ の 乗務 は オウ ム で ある と され る 。 


EEE NOD لے‎ 


女神 の 恩恵 : B 
女神 ( 悪 ) か ら の 贈り 物 。 
任 療 の 味方 サー ヴァ ント か ら HP を 奏 い 取り 、 回 復 す る 。 サ ッ キ ュ サ キ コ ュ 。 


(身体 無き 者 )」 を 示す スキ ル 。 

か つて ター ラ カ と いう 魔神 が 神々 を 苦し め て いた 。 

それ を 倒せ る の は シヴァ と パー ル ヴ ァ テ ィ ー の 子 だ け で ある と 知っ た 神々 だ っ た が 、 そ の と き シ ヴァ は 修行 に 集中 する 
あま り 、 パ ー ル ヴァ ティ ー に まっ た く 目 を 向け て いな い 状態 で お っ た 。 こ れ に 困っ た 神々 は カー マ を 派遣 し 、 シ ヴァ に 
情欲 の 矢 を 撃つ こと で 夫婦 の 愛 を 取り 戻さ せよ うと し た 。 だ が カー マ の その 行為 に シヴァ は 激怒 し 、 第 三 の 目 を 開い て 
カー マ を 焼き 殺し て し まっ た と いう 。 

万 物 を 、 す な わ ち 宇宙 を 破壊 する 神 で ある シヴァ に 身体 を 焼 か れ た こと に よる 消滅 と 新生 。 

これ に より 、 逆 説 的 に 自ら の 神格 が 宇宙 と 同義 で ちあ る こと を 証明 され て し まっ た カー マ は 


A= マ は 別名 マー ラ と 呼ば れ 、 同一 存在 の 別 側面 で ある と され る 。 
カー マ ノ マ ー ラ と し て 一 括り に 語ら れる こと も 。 
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愛 も て か れる は 恋 無き な り 


ein ee Te a a سد‎ ee 


カー マ ・ サ ン モ ー ハ ナ 。 

愛 の 神 カ ー マ の 、 本 来 の 宝 具 。 

カー マ が 持っ て いる 、 サ ン モ ー ハ ナ と 呼ば れる 花 の 矢 。 
刺さ っ た も の に 恋慕 の 情 を 呼び 起こ す 効 果 が ある 。 


トラ ウマ が ある た め 、 基 本 的 に 他人 の た め に は 宝 具 を 使い た が ら な い 。 

人 の 恋愛 事 に 首 を 突っ 込む な ん て 馬鹿 げ て いる 、 と 今 の 彼女 は 思っ て いる 。 

恋愛 相談 と か 知っ た こっ ちゃ な い 。 キュ ー ピ ッ ド 扱い で 矢 を 撃た せる 奴 な ん て 死ん で し まえ 。 て いう か 逆 に 恋 と か 愛 と 
か キャ ッ キ ャ ウフ フ し て る 奴ら の 邪魔 を する の は 超 楽 し いよ ね …… と いっ た [悪い 愛 の 女神 ] と し て 、 こ の カー マ は 開き 
直っ て し まっ て いる の で ある 。 


恋 も て 焦がす は 愛 ゆ えな り 


サン サ カー マ 。 
花 の 矢 、 サ ン モ ー ハ ナ の 別 の か た ち 。 
「 身 体 無き 者 」「 感 わす 者 』 と し て の 性 質 が 強く 現れ て いる 状態 の 場合 、 
= TORHNKPHTNEDNEORTSSERREND. 

S| それ は 果て な き 輪 廻 が 如き 堕落 の 愛 。 
カー マ に は いく つか の 転生 と 再生 の エピ ソー ド も 存在 し 、 
サン サー ラグ ル ( 輸 廻 の 師 ) と の 別名 も ある と いう 。 


CHARACTER Profile 


BEHA (わた し ) Bases BER 
〇 マス ター| (真剣 な 時 、 本 気 な 時 ) マス ター (上 か ら 目 線 、 見 下 し て いる 時 ) マス ター さん 


〇 性 格 
依り 代 に な っ た 少女 の 性 質 、 そ の 闇 の 部 分 に 惹か れ 、 一 体 化し て し まっ た 神霊 。 

愛 の 神 と も 堕落 の 魔王 と も 取ら れる カー ママ ー ラ に ある の は "人間 を 堕落 させ る 方 向 性 "と し て の 権能 だ け だ っ た 。 
依り 代 の 少女 の 一 側面 で ある 襲 屈 し た 自意識 ・ 性 格 ・ 趣 味 嗜好 を 土台 に 、 そ の 方 向 性 が 結び つい た 形 。 

その た め 、 イ シュ タル な ど に 比べ る と や や 神霊 と し て の 在り 方 は 薄く 、 自ら の 神 と し て の 存在 意義 に 反する 「 働 かない ] 
と いう スタ ンス も ある 程度 は 許容 され て いる の で ある 。 


辛 希 で 退廃 的 な 供 起 感 に 満ち た 少女 。 
自己 主張 は し な いも の の 相手 の 主張 ・ 権 利 を 一 切 認め ず 、 貞 波 で は ある が 淫 薄 か つ 真 欲 か つ 冷 酷 で 、 愛 の た め な ら ど こ 
まで も 残忍 に な れる 魔 の 女 。 


基本 的 に は あら ゆる も の (人 間 ) を 嫌い 、 見 下 し 、 職 笑う が 、 

それ は 同時 に 「 あ ら ゆ る も の を 気 に 懸 け て いる 」 と いう 意味 で も ある 。 

カー マ の 強み は 愛 の 神 と し て 、『「 ど の よう な も の で あれ 愛せ る ] と いう も の 。 

カー ママ ー ラ と な っ た この 女神 は 、「 自 分 以外 の すべ て の も の を 嫌い ] な が ら 、「 自 分 以外 の すべ て の も の を 愛せ る 』 と 
いう 、 ま こと に 面倒 くさ い 性 格 に ある 。 


+ 


幸福 そう な 人 間 を 不幸 に する の が 大 好き 。 

不幸 な 人 間 が さら に 不幸 に な る 様子 を 見 る の も 大 好き 。 

他人 の 恋愛 を こね くり まわ し て メチ ャ クチ ャ に する の が 大 好き 。 

真綿 で 首 を 絞め る よう な 、 そ ん な 嗜虐 方 法 が 大 大 大 好き 。 

と 、 理想 的 な 悪 の ボス ヒロ イン な の だ が 、 そ の 強大 な 権能 の わり に は 面倒 くさ が り 屋 で 悲観 主義 な の で 、 や る こと な す 
こと 地味 に 見 える 。 どこ と な く 鈍く さい 。 


どん な 説得 に も 熱弁 に も 「 は い は い 、 そう で すか 。 楽し そう で 良かっ た で すね 。 私 は 最悪 で すけ ど ] と 流し 、 他 人 を 認め 
よう と し な い 。 受け 入れ も し な い 。 基本 的 に は 説得 は 不可 能 な ボス ヒロ イン 。 


RER な の だ が 、 そ の 実 、 心 が と て も 弱い 。 

悲観 的 ・ 否 定 的 な の は すべ て 「 自 分 を 愛し て 欲し い ] と いう 気持 ちの 裏返し 。 

押せ 押せ な 態度 で 迫 ら れる と 赤面 し て きよ ょ どる あざ と い 女 神 で ある 。 

そん な 面倒 くさ い [隠れ 愛 し て 欲し い 属 性 ] な の で 、 気 を 許し た 相手 に は と こと ん 尽く する 期待 を か け 続け る 重い 女神 。 
宇宙 は 宇宙 で も プラ ッ ク ホ ー ル な ん じゃ な い ? と は 金星 の 女神 の 弁 。 
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O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

聖杯 に か ける 願い は 特に な い が 、 そ れ を 通じ て パー ル ヴ ァ テ ィ ー に 嫌がら せ で きれ ば いい な 、 と は 思っ て いる 。 
報 われ な い 愛 に 、 都 合 良く 愛 の 取り 持ち に 使わ れる こと に 疲れ て いる 。 

「 は い は い 、 ぜ ん 私 (カー マ ) の せい 、 私 の せい 」 

そん な 役回り に 疲れ て 、 斜 に 橋 え て いる の が カー マ の 現状 。 


マス ター な ん て 彼女 に と っ て みれ ば 玩具 に すぎ な い 。 

基本 は 冷め た 目 で 、 そ の 無様 な 生活 を 観察 し て いる 。 

軽 華 、 呆 れ 、 そ し て 退屈 。 そ れ ら が すべ て 入り 交じっ た 、 明 日 に は 出荷 され る プ タ を 見 る よう な 目 で マス ター を 眺め て 
いる 。 


だ が そこ で 絶望 し て は いけ な い 。 

カー マ は 興味 の な いも の は そもそも 見 よう と も し な い 。 

彼女 が マス ター を (ブタ の よう に ) 見 つめ て いる の は 、 感心 や ら 期待 や ら の 裏返し な の だ か ら 。 

この マス ター は どん な ダメ 人 間 な の か 、 
ここ まで 滑稽 で 憐 れ な 様 を 見 せ て 自分 を 楽し ませ て くれ る の か 。 

どこ まで 私 (自分 ) を 嫌 わ ず に いて くれ る の か 。 

そん な 希望 を カー マ は 無自覚 に 持っ て いる 。 

辛抱 強く この 女神 の 悪 趣 味 さ と 鈍く ささ に 付き 合っ て いれ ば 、 い ずれ 、 悪 の 中 に 埋もれ た わずか な 善 性 
依り 代 の 少女 ] の 中 で 眠っ て いる 、 恥 ず か し が り 屋 だ が 一 生 懸 命 な 少女 の 心 に 触れ られ る か も し れ な い 。 


O 台 調 例 

[私 は カー マ 。 愛 の 神 で す 。…… は あ 。 言う まで も な く 最 悪 で す 。 愛 な ん て 吹け ば 消え る マー ヤー の よう な も の 。 
そん な も の を 司る な ん て 、 空 し い に も 程 が あります] 

本 当 に 浅はか で すね …… 愛 な ん て 、 そ ん な いい モノ じゃ な い の に 。 

4 少し 扱い を 間違え る だ け で 、 本 人 も 、 そ の 相手 も 破滅 する ん で す よ ……?. 

E ま 、 そ れ が 楽し い 訳 で すけ ど 。( ニ マリ と 笑っ て ) だ っ て 、 ほ ら 。 危険 物 を 扱う の っ て ドキ ドキ する で し ょ う ?」 
| は あ 。 マス ター さん 、 一 つ お 願い 、 い いで すか ? 

ここ に いる サー ヴァ ント 達 に 、 私 に 恋愛 相談 な ん か し な いよ うに 言っ て くだ さい 。 

面倒 筐 く な っ て 全員 殺し た く な り ま す 」 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー…… 買 女 も ちい た ん で すね 。 し っ し っ 。 あ あ 、 旦 那 の 気 4 引 きた い の な ら 、 矢 を 貸し ます の で 自分 で ご 
う ぞ 。 と ん で も な い 目 に 遭っ て し まっ て も 、 愛 が あれ ば きっ と 耐え られ ます よね ぇ ? | 

私 と パー ル ヴ ァ テ ィ ー、 二 人 の 依り 代 に な れる な ん て 、 

この 少女 は どれ だ け 聖 杯 に 運命 を 5 手 わ され て きた の で し ょ う ね 7 …… 被 害 者 で す よ 、 こ の 子 も 。 私 と 同じ に 」 


کے 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

カー マ (カー マデ ー ヴ ァ ) は ヒン ドゥ ー 教 に お ける 愛 の 神 で ある 。 カー マ と は [| を 意味 する 。 

主 に 美しい 青年 の 姿 で 表 さ れ 、 オ ウム を 乗 騎 (ヴァ ー ハ ナ ) と し 、 サ トウ キビ の 弓 と 花 で 飾ら れ た 矢 を 持つ 。 
ギリ シア 神話 の エロ ー ス (ロー マ 神 話 で は クピド ー、 キ ュー ピッ ド ) と 似 た 立ち 位置 の 神格 で あり 、 

その 矢 で 射 ら れ た も の は 恋 に 落ち て し まう と いう 。 


最も 有名 な カー マ の エピ ソー ド は 、 シ ヴァ と パー ル ヴ ァ テ ィ ー に 関わ る も の で ある 。 
神々 が パー ル ヴ ァ テ ィ ー と シヴァ に 子 を 為 さ せよ うと し た が 、 

シ ヴ ア は 苦行 ・ 瞬 想 に 集中 し て お り 、 パ ー ル ヴァ ティ ー に まっ た く 興 味 が な か っ た 。 
そこ で 神々 が (あわ るい は パー ル ヴ ァ テ ィ ー が ) カー マ を 送り 込み 、 

眼 想 する シヴァ に 対し て その 恋 慕 の 矢 を 撃ち 込ま せ た 。 

シヴァ は 怒り 、 第 三 の 目 を 開い て カー マ を 焼き 尽く し て 灰 に し て し まっ た と いう 。 
カー マ の 別名 「 身 体 無き 者 (アナ ン ガ )」 の 由来 で ある 。 


また カー マ は 燃 悩 の 化身 で ある 悪魔 マー ラ と 同一 視 され る 。 

マー ラ の 語源 は 『 殺 す も の |] と され て お り 、「 魔 」「 魔 羅 」「 魔 王 ] な ど と 訳 さ れる 。 

仏教 に お いて は 六 欲 天 の 第 六 天 、 他 化 自在 天 に 住ま う 「 第 六 天 魔王 波 旬 ] CHS. 

マー ラ は 釈 迎 が 菩提 和樹 の 下 で 悟り を 開 こ うと し た 際 、 様 々 な 邪魔 を 行っ て それ を 阻止 し よう と し た 。 


美しい 三 人 の 娘 を 送り 込む (自身 が 変じ た と も ) 、 火 の 円 盤 を 投げ つけ る 、 岩 石 や 武器 を 降ら せる 、 怪 物 た ち に 襲わ せる 、 


し か し 恋 辿 は 投げ られ た 円 盤 や 武器 を 花 に 変じ て し まい 、 悟 り の 阻止 は で き な か っ た 。 


シヴァ を 邪魔 する カー マ 、 釈 迎 を 邪魔 する マー ラ と し て 示さ れる よう に 、『 修 行者 を 邪魔 する も の 」 と し て の 位置 づけ で 


ある 。 
カー ママ ー ラ は 愛 と いう 概念 の 良否 を 同時 に 表わし て いる 神 だ と も 言え る の か も し れ な い 。 


En tes Ges ss GO 
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O 「FateGO| に お ける 人 物 像 

BE 「 悪 い 愛 の 女神 ] 。 

か つて パー ル ヴ ァ テ ィ ー の た め に シヴァ に 矢 を 射 た ら と ん で も な いこ と に な っ た 。 

何 も 悪 いこ と を し て いな い 自 分 が 灰 に され て 殺さ れ た の だ 。 

な ん て 馬鹿 らし い …… 他 人 の 愛 と か 恋 の た め に 働く の は も うこ り ご り だ 、 と 今 の 彼女 は 思っ て いる 。 
な の で 愛 の 神 と し て の 仕事 は 絶賛 ポイ コッ ト 中 。 


基本 的 に や さ ぐ れ て お り 、 い つも 退屈 そう で 、 つ ま ら な そう で 、 代 ん で いる 。 
だ が 逆 に 「 少 し 楽し そう ] な こと を 見 つけ る と 、 ニ ヤー と 嫌 な 笑顔 で 動き 始め る 。 
だ いた いそ れ は 他人 が ( 主 に パー ル ヴ ァ テ ィ ー が ) 困る よう な こと で ある 。 
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HENKE 大 奥 ] に お いて 縁 を 結ん だ カー マ は [SAREE] の 性 質 に 特別 な 意味 を 持っ て いる 。 

シヴァ は 「 宇 宙 の 破壊 ] を 司る も の だ と され る 。 

その 第 三 の 目 、『 宇 宙 を 焼く 存在 ] と し て の 力 を 直接 に 受け て 灰 三 無 三 身体 無き 者 と な っ て し まっ た カー マ は 、 逆説 的 に 
宇宙 た る 資格 を 得 た 。「 そ う で ある 力 ] に よっ て 、 目 分 自身 の か た ち が 同 種 の 無 と 化し て し まっ た こと に よる 、 無 辺 際 の 
領域 と の 概念 的 同化 。 すなわち 「 身 体 無き 者 』 と し て の カー マ は 宇宙 と いう 概念 と 繋が っ て し まっ た 。 

この 権能 を 獲得 し た こと に より 、 カ ー マ は 『 被 害 者 ] と し て 、 あ ら ゆ る も の に 『 痛 み を 訴え る ] も の と な っ た 。 

な に し ろ 宇 宙 な の だ 。 彼女 の 苦 疾 の 叫び 、 怒 り 、 如 み 、 不 満 、 は この 世 す べ て の 物質 に 届い て し まう 。 

カー マ は 自ら の 体 を 燃やす こと で 手足 を エー テル 塊 と し 、『 シ ヴァ の 宇宙 ] そ の も の と な る 。 

その 状態 の カー マ は 神霊 の 枠 を 越え た 現象 、 人 類 の 衣 威 と いっ て 差し 支え の な い 災 害 に な る だ ろう 。 


CHARACTER Profile 


I y 
NN 2 
Se 
pa 
= 2 RR: 
ee 
\ 
N 
O 85ھ‎ 
3x 
DEE) 


AY RESINA TIIA Y ROBER, 7134 Y ROGAR TY 9? ORB EBM LION REPAN 
る 。 そ の 当て こす りか も し れ な い 。 


O 因縁 キャ ラ 

シヴァ 

マジ 無理 。 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー 

な の で 代わ り に この 女 に 嫌がら せ す る こと を 生き が い に し て いる 。‏ سم 

だ が シヴァ の 神 妃 で ある 彼女 を 完全 に や り 込め る の は な か な か に 難し く 、 暖 廉 に 腕 押 し 、 灯 に 釘 と な る こと も 多い 。 
よく 逆 に ダメ ー ジ を 受け て ぐぬぬ と な っ て いる 姿 が 目撃 され る と か され な いと か 。 

ガネーシャ ン ア シュ ヴァ ッ タ ー マ ン 

シヴァ 系 列 お こと わり 。 嫌 が ら せ 対 象 に よ は し て あ げ て も いい で すね 。 


BER 
クリ シュ ナ 系 列 に も 実は 転生 先 と し て 少し 関わ り が ある が 、 疑似 け サー ヴァ ント と し て の カー マ は それ を 意識 し な い 。 
殺生 院 キ アラ 


知ら な い 人 で すね 。 え え 、 知 ら な い の で すか ら 今 まで も これ か ら も 無関係 で す 。 

関わ り 合い に な る こと は あり ませ ん 。 な いつ た ら ! な い の で す ! 

BB サフ ラフ ァ イ ブ 

似 た よう な 顔 で すけ ど 、 ルー ル が 違う と いう か ……^ 同 じ 場 所 に いる の は お 互い パプ ブ の よう な も の で し ょ う 。 ほん と う 、 T 
の 依り 代 の 子 、 な ん な ん で す ? 
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CHARACTER Profile 


RE 


A 


た Ber, 
mment frobibilustrator 


最初 「 中 学生 くら い の 桜 を ベー ス に イン ド の 男性 神 で ダウ ナー だ けど 黒 桜 で は な い 方 向 に …] と いう 盛り 盛り の 設定 を 頂 
き 「 ど うし よう ! ! !」 と いう 気持 ち に ( 笑 ) 。 そし て 武内 さん か ら ご 提案 頂き 3 段階 成長 よく ば り セ ッ ト へ 。 3 臨 は と 
に か く キ ラキ ラ に ! (神様 な の で )、 髪 の 中 は 宇宙 ! (神様 な の で )、 手 定 は 燃え て いる ! (燃やさ れ た の で ) と 思い 切っ 
て みた ら そ れ を さら に 広げ て 頂き まし た 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 3 臨 背 景 の 運 が 宝 具 演出 に 反映 され て いて 嬉し か 
つた で す 。 愛 する 神様 な の に こん な に 皆様 に 愛し て 頂い て 感激 で す 。(ReDrop) 
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EN 女性 EE reads AR 
| mt: 混 池 ・ 悪 156cm 


Bere: : 奈 須 き の こ . 
| CV : 下 屋 則子 


i| 
\ 
چو‎ 


獣 の 権能 : A 

対人 類 、 と も 呼ば れる スキ ル 。 
「 生 の 承認 ] を 必要 と する 生命 体 に 対し て 、 高 い 抱擁 力 を 持つ 。 
知識 形態 が 異な っ て いる 生命 体 に は 意思 の 貴 通 ・ 意 味 の 共 有 は で き な い が 、 そ うい っ た 知性 に よる 結び つき を 必要 と せ 
ず 、 情 動 の み で 対象 を 陥落 する 魔性 の 手 管 。 

努力 を 放棄 させ 、 現 状 で も う [良し 」 と 妥協 させ る 、 成 長 特攻 と も 言え る 。 


= RN PE 
愛 に 負え た 声 が 溢れ る 世界 な ら 、 こ れ を 滴 た す た め に 出現 する 。 
や ちろ ん 、 世 界 を どう 満た すか は ピー スト の 物差し に よる 。 


—— —— SE = 


ہے وکا و AMA‏ رتس 

炉 悩 の 化身 た る 獣 が 持つ 、 絶 対 的 で 究極 的 な 湧 愛 の スキ ル 。 

いか な る 存在 で あれ 、 欲 望 を 持つ 者 は 文字 通り その 愛 の 果て に 堕落 する 。 

宇宙 に 存在 する すべ て の 欲望 、 米 悩 を 無限 の 愛 も て 叶え られ る の な ら ば 、 そ れ は 宇宙 か ら 欲望 と いう 概念 を 消し 去る に 
等 し い 。 

また 、 愛 を 与え る 存在 な の で 「 魅 了 ] は 完全 に 無効 化す る 。 


= E = ーー 
万 欲 応 体 : EX 


元 来 、 カ ー マ ン マー ラ は この 世に 住ま う 数 多 の 人 間 の 谷 ( 杭 倍 ) に 応え る た め 、 姿 や 能力 に 高 次 の 多様 性 を 備え て いた 。 
そこ に 宇宙 と いう 無辺 際 の 性 質 が 加わ っ た こと に より 、 そ の 多様 性 は より 具体 的 な 形 を も っ て 昇華 され る こと と な る 。 
| それ は 宇宙 に 住ま う 一 人 一 人 の 欲 ( 妨 悩 ) に 、 確 実に 寄り 添い 、 甘 や か し 、 堕 落 さ せる た め の 権 能 。 自在 に カス タマ イズ 
可能 な 「 全 対応 型 自分 」 が 星 居 の 如く 無数 に 存在 する と いう 定理 。 

すなわち 、 獣 た る カー ママ ー ラ は 彼女 と いう 宇宙 に お いて 無限 に 存在 する 。 
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保有 スキ ル 


DRIES THERES ےا‎ 
光 の 獣 冠 こそ な いも の の 、 分 身体 の 能力 は カー ママ ー ラ と 同格 で ある 。 


パト ス セ プター :A 


第 六 天魔 王 波 名 と し て の 特性 。 光 の 獣 冠 (ER) の 力 。 

ピー スト ルプ L の 状態 ・ 気 分 に 応じ て 、 様 々 な 愛 の 光 を 放つ 。 

無償 の 愛 ] 「 無 垢 の 愛 ] 無法 の 愛 ] 「 無 偏 の 愛 ] [MEROS [MEDEL] の 六 つ 。 

それ ぞ れ が 、 攻撃 する 度 に 自身 の HP を 回 復 させ 、 対 象 に 様々 な デパ フ を 付属 させ る 。 

戦え ば 戦う ほど ビー スト 息 /L は 傷 癒 や し 、 相 手 は 弱体 化 さ れ て いき 、 か つ 増 えて いく 。 数 の 勝負 に お いて な ら 、 ビ 
ー ス トル /L は ピー スト 中 最強 と 言え る だ ろう 。 


ENDE N ee ا‎ 0 
死亡 後に 発動 する 希有 な スキ ル 。 

ビー スト T/L、 あ る い は 分 身体 を 倒し た 者 は 、 今 まで か か っ て いた 弱体 効果 を すべ て 解除 され る 。 

『 殺 され て も な お 相手 を 愛す る ] ビー スト 息 /L の 特性 が 表れ た スキ ル 。 

ビー スト 和 ル /L に と っ て は マイ ナス 効果 だ が 、 そ れ も ま た 彼女 の 窒 し み と い うこ と 。 


=E 


H 


愛 の 世界 、 燃 える 宇宙 


サン サー ラ ・ カ ー マ ン マー ラ ・ ア ヴァ ロー ダ 。 

ビー スト 由 /L の 専用 宝 具 で あり 、 特 例 と し て 二 つ の 真名 を 持つ 。 

それ ぞ れ が [同じ も の ] を 示し て いる が 故 で ある 。 

サン サー ラ は サン スク リッ ト 語 で ROI の 意味 を 持ち お 、 カ ー マ の 別名 で ある 「 サ ン サ ー ラ グル 」 に 由来 する 。 アヴァ ロ 
ー ダ は サン スク リッ ト 語 で 「 障 害 ] で あり 、 マ ー ラ が 釈 迎 に 対し て 繰り 出し た 様々 な 妨害 、 すなわち 堕落 へ の 誘い を 示す 。 


良否 二 つ の 意味 で の (E) の 強制 腕 湖 …… 天 変 地異 規模 の 魔性 を 、 カ ー マ と マー ラ 、 二 神 の 力 で 顕 す 極限 堕落 宝 具 。 
カー マ の 宇宙 の 中 で この 宝 具 を 受け た 場合 、 そ れ は 「 全 包囲 に 無 差別 に カー マ が 自分 (分 身 ) を 送り 込み 、 一 方 的 な 愛 で 
宇宙 を 燃やし 酒 ら す ] と いう 地獄 ある い は 極楽 の よう な 光景 を 見 る こと に な る だ ろう 。 


カー マ の 足下 に 大 輪 の 蓮 が 咲い た 時 、 彼 女 と 、 彼 女 が 愛す る と 決め た 対象 は 暗黒 の 宇宙 に 落ち る 。 

その 無量 の 聞 の 中 で 、 カ ー マ は 相手 に 向け て 手 を 差し 出す 。 

恋人 を 招く よう な 、 あ る い は 聖者 を 誘惑 する よう な 手 は その まま 青い 災 と な っ て 伸び 、 闇 を 走る 。 

(カー マ の 手 は 宇宙 その も の な の で 、 そ の 手 が 伸び た 後 は 宇宙 と し て 空間 に 残り 続け る ) 

青い 談 は や が て 相手 に 巨大 な 矢 と な っ て 衝突 し 、 相 手 を 突き 抜け 、 カ ー マ の 宇宙 の 中 に 閉じ 込め て し まう 。 

その 後 、 災 の 手 は 無数 に 増え 、 世 界 を 八 つ 裂き に する か の よう な 勢い で 縦横 無尽 に 空間 を 塗り つぶ し 、 果 て に は 無量 の 
闇 は すべ て カー マ の 青い 宇宙 に 代わ り 一 一 一 気がつけ ば 、 す べ て は カー マ の 手 の 中 に 囚われ て し まう 。 

SBS, EDO PTE LIO NT. 


強力 な 宝 具 だ が 、 ビ ー ス トブ 中 /L の 特性 上 、『 近 く の 相 手 は 愛せ な い 』『 一 人 だ け で は 愛せ な い 」 と いう 欠点 も ある 。 BE 
させ る 対象 が 『 大 勢 」 で は な く 「 ひ と り だ け ] の 場合 、 こ の ビー スト は その 権能 を 振る えな い 。 
[FGO に お いて 宝 具 が 単体 で ある 時 点 で 、 ビ ー ス ト 息 /L が まだ 幼体 に すけ ぎ な か っ た こと を 示し て いる 。 
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AD 


私 (わた し ) 


〇 性 格 

基本 的 に は カー マ と 変化 は な い 。 

あら ゆる も の (A) SRL, ABEL. MES 

それ は 同時 に 「 あ ら ゆ る も の を 気 に 懸 け て いる 」 と いう 意味 で も ある 。 

ビー スト 想 /L の 強み は 愛 の 神 と し て 、「 ど の よう な も の で あれ 愛せ る ] と いう も の 。 

「 自 分 以外 の すべ て の も の を 嫌い ] な が ら 、 

「 自 分 以外 の すべ て の も の を 愛せ る ] と いう 、 ま こと に 面倒 くさ い 性 格 に ある 。 

ビー スト 和 ル /R と の 違い は 「 自 分 を 愛し て いる か どう か ] の 一 点 。 キア ラ は 自分 だ け を 愛し て お り 、 カ ー マ は 自分 だ け は 
愛せ な い 、 と いう も の 。 


EA NM Lo (Li&Lapse( 25%) DE) 

ビー スト IM/R は [自分 ひと り の 愛 で 宇 宙 を 満た す ] 自己 愛 の 化身 だ っ た が 、 

こち ら は 「 人 類 す べ て に 向け る 愛 で 宇 宙 を 酒 ら す ] 他 者 愛 の 化身 。 

高圧 的 、 里 虐 的 、 人 類 を 見 下 し まく っ た 言動 の ビー スト 息 /L だ が 、 彼 女 は どの よう な も の で あれ 「 愛 する こと 」 が で き 、 
故に 「 愛 欲 に 堕 と す 』 こと が で きる 。 

と は いえ 、 そ の 愛 は や は り 相 手 を 思っ て の 愛 で は な い 。 

愛 に 溢れ て 堕落 する 、 の で は な く 、 

堕落 させ る た め に 愛 を 使う 、 の が ビー スト ルン /L の 獣 性 と され る 。 


元々 は 神霊 カー マン マー ラ の ほん の 一 端 で ある 分 霊 が 、 人 間 の 形 を 借り て 顕現 し た 疑似 け サー ヴァ ント 。 

(意識 的 な 行為 で は な い に せ よ ) パー ル ヴ ァ テ ィ ー に よっ て 『 依 り 代 の 少女 ] の 体 は 善 と 悪 に 分 か た れ た 。 

その 「 悪 | の 体 に 惹か が れる よう に 混 依 ・ 転 生 し た 「 今 生 の カー マ 』。 男性 神 で は な く 女 性 神 と な か っ て いる の は その た め 。 
カー ママ ー ラ は 愛 と いう 感情 と の 親和 性 、 存 在 と し て の 多面 性 、 負 の 側面 の 裏側 を 持つ 。 

も と より 存在 が 不安 定 な カー マン マー ラ だ が 、 そ の 「 愛 と 苦し み が 混じっ た 神 核 が 「 依 り 代 の 少女 ] の 運命 性 と 一 致し 、 
より 強固 な 霊 基 を 獲得 する こと に な っ た 。 

基本 は カー マ : マー ラ =6 : 4、 ぐ らい の 比率 。 

イシ ュ タ ル な どの 神霊 サー ヴァ ント と 同じ く 、 依 代 の 少女 と し て の キャ ラク ター (性 格 ・ 性 質 ) は 持っ て いる が パー ソ 
ナリ ティ (経歴 ) は な い 。 

通常 の カー マ は カー ママ ー ラ の 割合 が 6 : 4 だ が 、 そ の 比率 が マー ラ に 大 きく 寄っ た 時 、 こ の 霊 基 は ビー スト 想 /L と 
し て 覚醒 する 。 

カー マ は 宇宙 の 肉体 を 得 た が 、 そ れ は 同一 存在 の 魔王 で ある マー ラ が 無辺 際 の 領域 (FB) の 力 を 手 に 入れ た こと に 等 し 
い 。 

[宇宙 と 繋が っ た 欲望 の 魔王 ] が 、「 宇 宙 と 繋が っ た 愛 の 神 ] に 等 し いと いう 最悪 ・ 災 厄 。 

カー マ は 「 愛 と 欲望 の 宇宙 的 池 藩 ] と いう 災害 を 内 包 す る 存在 と な っ た 。 

さす れ ば 人 を 滅ぼす 獣 の 幼体 と な る 資格 は 充分 。 

七 つ の 人 類 悪 の ー つ 、「 愛 欲 」 の 獣 、 ビ ー ス トル /R は 既に 顕現 し た 。 

それ に 連鎖 する よう に 。「 自 分 に すべ て の 愛 を 向け させ る 」 その 獣 と は 方 向 性 が 真 逆 な 、 し か し 同じ 愛欲 の 、「 自 分 が すべ 
CIBESAS—_ HIB, FNTO (本 来 、 愛 し い 人 に 向け られ る ) SESS) 獣 の 幼体 と し て 、 彼 女 は ここ に 顕現 する 。 


+ 


他 者 の 愛 と 寄り 添う こと を 定め られ 、 他 者 の 愛 の 巻き 添え で 消滅 し 、 結果 と し て 無限 を 手 に 入れ て し まっ た 愛 の 神 は 、 当 
然 の よう に 、 愛 に 供 ん だ 。 

故に 彼女 は 自ら の 無限 の 愛 で す べ て を 満た そう と する 。 

宇宙 (AA) が 自ら の 愛 で 満 た され れ ば 、 そ こ に は 不快 で 炉 わ し い 他人 の 愛 な ど 存 在 し な い の だ か ら 。 


ここ に 在 る は 、 宇 宙 を 燃やす ほど の 愛欲 (DR) を 人 類 に 振り まく 獣 。 

何 を し て も よい 。 

どん な に ダメ に な っ て も よい 。 

家 番 に 落ち て も と こと ん まで 愛し 、 育 定 する 。 そん な 究極 の 甘やかし を カー ママ ー ラ は 可能 と する 。 
宇宙 の 全 人 類 に 、 一 人 一 人 に 、 か つて 釈 迎 に 与え た 以上 の 愛 (誘惑 ) を 。 


NARRA EDT UA 5 ? 
すべ て の 悩み を 燃やし て あげ る ]」 


菩薩 の 誓い を 哨 り 弄 びな が ら 微笑 お 姿 は 、 ま さ に 
仏道 の 大 敵 、 魔 王 と 呼ば れる モノ に 相応 し い 。 
以上 の 本 性 を も っ て 彼女 の クラ ス は 決定 され た 。 
愛 の 神 な ぞ 偽 り の 名 。 

其 は 神 魔 が 成り 果て た 、 

人 類 を 最も 広範 に 救う 大 災害 。 

その 名 を ビー スト I/L。 

七 つ の 人 類 悪 の 一 側面 

愛欲] の 理 を 持つ 獣 で ある 。 


+ 


余談 で は ある が 、 キ アラ の 台詞 に ある [REDE teEC LEFSOOTNCEMS CUS EM 

一 方 、 燃 悩 無量 痺 願 新 ] は 一 切 の 如 悩 を 断じて し まお うと いう 醤 願 で ある 。 

と は いえ 、 四 弘 善 願 は 菩 栗 に な る も の が 立て る 状 い な の で カー マ に 関係 は な く 、 あ えて 四 弘 痴 願 を 持っ て き て いる の は 
キア ラ へ の 当て つけ 以外 の 何 も の で も な い 。 


O KOR 

ビー スト は それ ぞ れ 異な っ た 獣 冠 …… 角 …… を 持っ て いる が 、 ビ ー ス ト 息 /L に は この 角 が 2 形態 ある 。 

は じ め は 岩 で 出来 た 獣 冠 で あり 、 

この 獣 泡 が 人 間 た ちの 行為 で 破壊 され た 時 、 その 下 か ら 真 の 獣 冠 一 一 光 の 冠 が 現れ る 。 

『 光 の 獣 完 | を いた だ いた ビー スト 息 /L は 「 羽 化し た 」 と 言っ て いい も の だ が 、 そ こ か ら 那 由 他 の 時 間 を 以 て 宇宙 を 埋め 
尽く し 、 は じ め て 成体] と 言え る 状態 に な る 。 

他 の ビー スト た ちと 違い 、 羽化 し て か ら 本 調子 に な る まで の 時 間 が と て も 長い の が 欠点 だ が 、 そ こ を [AR と いう 限定 
空間 を 宇宙 に 見 立て る こと で 、 那 由 他 の 時 間 を 数 時 間 に まで 圧縮 し た の が ビー スト 想 /L の 恐る べき 作戦 だ っ た 。 知 略 
が 光る 。 光る 光る 。 

し か し その 他 の 要素 …… 人 間 を 愛し 尽く す あ まり 舐め て いた 、 と か 、 女性 体 で あり な が ら [tz] OB TIME, E 
か …… が 恐る べき 作戦 に 鏡 を 入れ 、 ビ ー ス ト 皿 /L は 「 成 体 ] に リー チ を か け な が ら 、 那由 他 の 果て に 吹き 飛ば され た の 
で あっ た 。 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 

ENI KORKE AB IC THR 

イン ド 異 聞 帯 の 攻略 を 控え て いた カル デア は 、 謎 の 19D 7 Y NASR (CMON. 

残っ た サー ヴァ ント は デミ ・ サ ー ヴ ァ ン ト で ある マシ ュ と 、 出 自 定か な ら ぬ サー ヴァ ント 、 和 殺生 院 キ アラ の み 。 

カル デア は この 事態 を 解決 すべ く 、 マ シュ と キア ラ だ け を 戦力 と し 、 原 因 と され る 特異 点 一 一 一 西暦 1643 年 付近 の 日 
本 、 江戸 城 に レイ シフ ト を 敢行 。 

特異 点 で ある 江戸 で は あら ゆる 人 間 が 姿 を 消し 、 迷 宮 化し た 大 奥 が 待ち 構え て いた 。 

マス ター は 現地 で 出会っ た [春日 局 | の 魂 と 協力 し 、 大 奥 攻 略 に 乗り 出す の だ が - o 


+ 


すべ て は ビー スト 幼体 、 カ ー マ の 計画 だ っ た 。 

カー マ は ビー スト ルプ し と し て 完全 に 羽化 する た め 、 

そし て 対 の 存在 で ある ビー スト 四 /R に 「 お まえ が 負け た カル デア に 私 は 勝っ た ] と マウ ント を 取る た め 、 カ ル デ ア 消滅 
を 目論ん だ の だ 。 

本 来 な ら 完璧 な 計画 で は あっ た が 、「 マ スタ ー を 自分 の 意志 で 堕落 させ る ] と いう カー マ の ポリ シー が 反撃 の 隙 を 作っ て 
し まい 、 最 終 的 に ビー スト 自 /R の 敗北 で 事件 は 幕 を 閉じ た 。 


カル デア も 目障り だ が ビー スト 和 ル /R で ある キア ラ も 憎 ら し い 、 と いう 人 間 く ささ が ビー スト 皿 /L の 弱点 だ っ た と 言 
える 。 

R と し 、 対 に な っ て いる ビー スト 邊 だ が 、 そ の ビジ ュ ア ルコ ン セ プ ト は 「 女 の 地獄 ]。 

キア ラ が [BABU EN DH (ある い は 巨大 な 母性 )] な の に 対し 、 

カー マ は 「 膨 大 な ひと り の 少女 (ある い は 膨大 な 少女 性 )」 と な っ て いる 。 

キア ラ は キア ラ ひ と り の 獣 性 だ が 、 カ ー マ は 「 少 女 が 持つ 様々 な 魅力 ・ 怖 さ 」 を 網羅 し た も の に な っ て いる 。 

カー マ ・ マ ー ラ の [宇宙 の 中 心 で 、 囲 に 無 差別 に 愛 の 矢 を 放ち 、 燃やす] と いう 宝 具 は 、 ビ ー ス ト 想 /L に お いて は 
「 全 包囲 に 自分 (分 身 ) を 投げ つけ て 、 一 方 的 な 愛 で 燃 や す 』 と いう も の に シフ ト し た の で ある 。 


E-AV/L(3B) 


age 


7 ت 


War actua) 
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ビー スト I/L( 光 角 ) 


x A Eu ۶ 
ヤー- マ の も ga と (5)- ぞ す 。 


2 


の エト は 
EE بد بعد‎ 
LANA 


03 


AEE 


ラ ィ ター 
EN EN =a 中 国 
EN 中 立 . 2 149cm کت‎ 42k8 


Ene Ac Ec ہلا‎ EI“ EA: 


キャ ラク ター デザ イン : 坂 本 みね ぢ 


クラ スス キル 
陣地 作成 :B 


上 げ る 。 


キャ スタ ー で は な い が 、 軍師 と し て の 実績 の 大 き な 司 馬 放 は 陣地 作成 の スキ ル を 持っ て いる 。 自 ら に 有利 な 4 


A 0000 
魔術 発動 に よる 詠唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 。 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 を も っ て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 


AO U 20 
E A 


100% 的 中 する 。 


状況 を 把握 、 分 析 す る こと に より 味方 側 に 正しい 助言 を 与え る こと が で きる 。 
ラン ク が 上 が れ ば 上 が る ほど その 助言 の 正しい 確率 は 向上 し 、A ラ ンク で あれ ば 天変 地異 レベ ル の 不測 の 事態 を 除け ば 


これ に 対抗 する に は 、 相 手 方 に あら ゆる 分 析 を 打破 する レベ ル の 幸運 や スキ ル を 持つ こと が 求め られ る 。 


246 
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CHARACTER Pr 


軍師 系 サー ヴァ ント に 与え られ る スキ ル 「 軍 師 の 指揮 ] が 変化 し た も の 。 
IERHEHDRFETHN), ALEDBBERELTESTENITENS, BIIELTDAFLELERELTDAF 
ル が 融合 し て いる 。 

自己 の 存在 を 変容 させ 、 さ ら に 軍 と し て の 力 を 最大 限 に 引き 出す 。 


時 計 増 十 二 家 ・ エ ル メ ロイ 派 は アー チ ボ ル ト 家 自慢 の 、 至 上 礼装 の ひと つ 。 
伸縮 自在 、 ERBE. 無比 の 武器 に も な れ ば 、 全 身 の 能 力 を 強化 する 堅固 な 鎧 に も 変化 する 。 必 要 な ら ば 水銀 メイ ド に 
も 。 

司馬 鈴 で は な く 、 ラ イネ ス に 起因 する 能力 。 月 霊 本 液 の 精密 な 操作 に 限っ て いえ ば 、 彼 女 は 先代 の ロー ド ・ エ ル メ ロイ 
以上 と か 。 筋力 が B ま で 増強 し て る の は この 礼装 に よる ブー スト 。 


か た ら ず の じん 


混 元 一 障 


か た ら ず の じん 。 

正しく は 、「 混 元 一 気 の 陣 ]。 

司馬 堆 と いう 人 間 の 本 質 は 、 奇 才 奇 策 を 振る う 軍 師 で は な い 。 戦争 だ ろう が 権力 抗争 だ ろう が 当たり 前 に 布陣 し 、 当 た 
り 前 に 時 を 待ち 、 当 た り 前 に 勝ち 、 不 機嫌 そう に 好き で も な い 詩 を 咳 く と いう も の だ 。 


一 言 に すれ ば 、「 相 手 の 得手 を 潰し 、 弱点 を 露 わ に する 宝 具 ]。 

幻 の 日 輪 と 月 輪 が 地平 線 か ら 現れ た と き 、 世 界 は 一 変 し 、 あ ら ゆ る 神秘 は 意味 を な くす 。 消し 去る の で も 無効 化す る の 
で も な い 。 た と えば 大 地 を 裂く 魔 剣 な ら ば 戦場 は 海 と 代わ り 、 魔 術 を 得意 と する サー ヴァ ント を 前 に すれ ば 周囲 の 大 源 
を 薄め て し まう 。 

[一 度 打倒 し た 相手 で ある 」 「 す で に 相手 の デー タ が 充分 集まっ て いる 」 な どの 条件 が 揃っ て いれ ば 、 相 手 の 弱 点 を 直接 
つく り だ すこ と さえ 可能 と する 。 

結果 と し て 関羽 も 孔明 も 追い 詰め 、 自 ら の 手 を くだ さ ず と も 死に 至ら し め た 、 三 国 時 代 に お ける ジョ ー カ ー 和 殺し で ある 。 


その 陣 に は カタ チ な きた め 、 受 けた 者 で すら 語る こと は な い 。 ゆ え に か た ら ず の じん 。 


※ ラ イネ ス と し て の 性 格 で ある 。 

他人 が 危機 に 陥っ た り 、 困 っ て いた り と いう 状況 に 愉悦 し て し まう 困り も の な 性 格 。 

常に 調 々 と し た 物言い だ が 、 実 の と ころ 極め て 用 心 深 い 。 か つて 時 計 塔 の 君主 (ロード) 候補 と し て 何 度 も 暗殺 され か か 
っ た こと か ら 、 権 課 術 数 は お 手 の 物 。 

ほか の サー ヴァ ント 、 特 に 女性 と は 親しく 接する が 、 な か な か ガー ド を 開け な い 。 

も っ と も 、 本 当 に 仲良 く な る と 、 何 か と べったり だ っ た りお 節 介 焼き に な っ た りす る あたり も 、 彼 女らしい 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て も 、 ほ か と 同じ よう に 調 々 と 接する 。 

持 計 塔 の 事実 上 の 君主 (ロード ) と し て 貢 任 ある 立場 を 担っ て いた た め 、 突然 世界 最後 の マス ター に な っ た 主人 公 に は 同 
情 的 。 基本 的 に は マス ター の 苦境 に 対し て 愉悦 し て いる が 、 こ こ ぞ と いう と き に は 、 司馬 赤 の 能力 も あい まっ て 、 強 力 
な 味方 と な っ て くれ る だ ろう 。 


台詞 例 

へ え 、 私 を 召喚 し た の か 。 本 馬 仲 達 参上 -…… つ っ て 、 う ん 、 私 は ライ ネス ・ エ ル メ ロイ ・ ア ー チ ゾル テ の 疑似 け ー ヴ ァ ン 
な ん だ けど ね ? 大 丈夫 大 丈夫 、 力 は 引き 継い で る か ら 。 ラ イネ ス で も 司馬 夫 で も 仲 達 で も 、 好 き に 呼ん で くれ て い 
いよ 。 ど う ぞ よろ し くね 、 マ スタ ー?] 

じゃ あお 見 せ し よ うか ! これ ぞ 時 計 塔 十 二 家 エル メロ イ の 至上 礼装 と サー ヴァ ント の 力 が 融合 し た る 、 疑似 サー ヴァ 
Y ROBE] 

え 、 な ん で 洋装 の 軍服 な ん だ っ て ? いい だ ろう こん な の は 気分 だ ! 0۳7.756720017 LINEA TA 
し な 日 

۰ 蹴っ て 殴っ て ぷっ ち め る ! これ こそ エル メロ イ の 流儀 ! ん 、 兄 上 に は 黙っ て て くれ る か な ?] 

好き な も の ? も ちろ ん 誰か が 苦し ん で る と ころ だ よ 。 私 は 性 格 が 悪い か ら ね 。 な る だ け 真 面目 な 人 間 が じわじわ と 環 
境 に 負け て いく と ころ と か 最高 だ ! ん 、 な ん だ 意見 が 合う な あ 司 馬 銘 どの 」 


ンー 


jo 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
※ 以 下 の 記 述 は 司馬 夫 で は な く 、 外 殻 の 基礎 と な っ て いる ライ ネス に つい て の も の で ある 。 


ライ ネス は 、 魔術 協会 を 運営 する 十 二 家 、 エルメ ロイ 派 の 本 来 の 君主 (ロード) CHS. 実際 な ら 君 主 (ロード ) を 継い で 
いる と ころ な の だ が 、 年 齢 や 権力 闘争 一 そし て 、 ラ イネ ス の 個人 的 な 興味 が あい まっ て 、 ロ ー ド ・ エ ル メ ロイ 1I 世に 
その 地位 を 譲り 渡し て 、 本 人 は 黒幕 を 気取っ て いる 。 

この 結果 、 ひ た すら 胃痛 に 苦し む エ ル メ ロイ I 世 を 見 る こと が 、 彼 女 に と っ て 最高 の 娯楽 な の で ある 。 


司馬 誰が 召喚 され た の は 、 ロ ー ド ・ エ ル メ ロイ I 世に 孔明 が 召喚 され た 結果 一 一 その [连锁 召唤 | で ある 。 孔明 に 縁 を 持 
つも の と し て 司馬 零 、 エ ル メロ イ TI 世に 縁 を 持つ 者 と し て ライ ネス が 選ば れ た わけ だ 。 

疑似 サー ヴァ ント 化 に お いて 彼女 の 人 格 が 優先 され た の も 、 同 じ く 孔明 が エル メロ イ 7 世 を 優先 する の を 知っ て 、 な ら 
ば 自分 も と いう 選択 で ちる 。 も っ と も こち ら は 孔明 ほど 達観 し きっ た 合理 主義 者 で は な く 、 時 折 顔 を 出し て は ライ ネス 
の 体 で 話し て いる 。 実際 に 台詞 に 出る こと は 少な い が 、 ラ イネ ス の 分 析 か ら す る と 「 新 し いも の 好き 。 性 格 が 悪い と こ 
ろ が 自分 と そっ くり 」 だ そう 。 


兄 と 同じ 任務 で 兄 を て きつ か える の は 彼女 に と っ て は 役 得 ら し く 、 そ の た め の 手 段 と し て 人 理 修復 が 必要 な ら と あっ さ 
り 受け 容れ る 。 

O 因縁 キャ ラ 

諸葛 孔明 (エル メロ イ I 世 ) 

我 が 兄 も 伸び た り 縮 ん だ り 忙 し い 。 つま り 踏 み 甲 斐 が め ある と いう こと だ な 。 
グレ イ 

内 弟子 な ん だ か ら 、 も うち ょ っ と 兄 に 主張 し て も いい と 思う ぞ 。 

オル ガマ リー 

7713853-7 

エル メロ イ 教 室 

落ち つけ お まえ ら 。 
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CHARACTER Profile 


司马 就 
(ライ ネス ) 
第 1 段階 前 


[CHARACTER Profile 


ーー SS 


腰 前 に サー ベル が 付き ます 。 
(前 面 参照 ) 


سس 
(ライ ネス )‏ 
第 2 段階 前‏ 
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装飾 模様 に つい て は 
ニュ アン ス が 出れ ば 
良い と 思い ます 。 


服 の サイ ズ が 大 きく て 
引き ずっ て いる 感じ で す 


トリ ム マ ウ 


| 幾度 か 追加 や 変更 が あり 、 完 成 は 締め 切り 直前 で し た 。 (坂本 みね ぢ ) 
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アス トラ イア 


15532 SS ER アス トラ イア 
ES xt EE] ギリ シャ 神話 、 ロ ー マ 神 話 
کا‎ ۶۰3 EN 16ocm EA soke 


る こと を 表す スキ ル 。 

WORDS SUREAT 5, 精神 系 の 干渉 を ほとん ど 緩 和 し 、 肉 体 の 成長 も な く 、 ど れ だ | 
を 損 取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 

神 人 性 スキ ル を 含む 複合 スキ ル で も ある 。 

— سے‎ 疑似 け サー ヴァン ト で ある た め 、 ラ ンク は B 止 まり と な る 。 


AN‏ یہ ہہ ہت 
魔術 師 と し て 自ら に 有利 な 陣地 で ある [工房 | を 作成 する 。‏ 
A ラン ク を 所 有する た め 、「 工 房 」 を 上 回 る 「 神 殿 ] を 構築 する こと が 可能 。‏ 


UTA Te PR 
| RER, | 


| AHOEN:A+ 
】 | H 来 する スキ ル 。 

| PANA POR رای اعکو جو جع‎ . AHNSNERRHDSECHRHHERIT STH. LL, kan 
| た 人 間 の 意向 に よっ て 、 肉 弾 戦 向 け の スキ ル に 変更 され て し まっ て いる 。 つま り プ ロレ スラ ー は 倒れ な い 。 


星 乙女 と 呼ば れ た アス トラ イア な ら で は の 魔力 放出 スキ ル 。 
神 気 と 星 気 より な る 彼女 の 魔力 は 、 あ ら ゆ る 性 質 に 変化 可能 な は ず な の だ が 、 浅 依 さ れ た 少女 の 影響 か 、 極 め て 攻撃 的 
な 性 質 に 偏っ て し まっ て いる 。 


クス トス ・ モ ルム 。 

本 来 の 権能 で ある 天 衝 を 実体 化 さ せ 、 裁 くべ き 相手 を 星空 の 法廷 まで 連れ 出し 、 そ の 罪 に 応じ た 星 居 を 落と す 宝 具 。 
金星 の 概念 を 澤 身 の 一 打 で 撃ち 出す イシ ュ タ ル に 対し て 、 ア スト ライ ア は 夜空 に 広がる 幾多 の 星 の 概念 を 惜しみ な く び 
ち ま け る 。 

な お 、 ク スト ス ・ モ ルム は ラテ ン 語 で 良識 の 守護 者 』 と いう ほど の 意味 で 、 か つて テューダー 朝 イ ング ラン ド に 設け ら 
れ て いた 星 室 裁判 所 の 呼び 名 。 彼女 は この 星 の 法廷 を も っ て 対象 を 裁く 。 


と ころ で 、 本 来 宝 具 と し て は 了 魔 弾 を 撃ち 尽く し た と ころ で 終わ る の だ が 、 バ パッ ク ド ロ ッ プ を 付け 足し て し まっ た の は 人 
間 と 融合 し た ゆえ の 変化 で ある 。 


ここ に 秩序 は 帰還 せり 


ヤム ・ レ ディ ト ・ エ ト ・ ウ ィ ル ゴ 。 

アス トラ イア の 第 二 宝 具 。 

第 一 宝 具 が 罪 の 測定 を 行う 天 竹 で お れ ば 、 第 二 宝 具 は 続け て 裁き を 行う 刻 に まつ わる 宝 具 で ある 。 
関係 者 を すべ て 集め 、 罪 の 全容 を 明らか に し て 、 さら に 星 に 近い 場所 で な けれ ば 発動 で き な い と 条件 は 極め て 多い が 、 そ 
れ ら を クリ ア し た と き 、 罪 に よっ て 歪め られ た も の を すべ て 本 来 の カタ チ に 戻す と いう 破格 の 効果 を 持つ 。 


死者 の 再生 や 時 間 逆 行 と いっ た 摂理 の 崩壊 こそ か な わな いも の の 、 宝 具 の 範囲 内 に お いて は 強度 や 精度 に 関係 な く 、 罪 
の 結果 に よる 物事 を 無効 化す る 。 


その 名 は ウェ ル ギ リ ウス の 牧歌 と 、 ア メリ カカ の 新 世 代 秩序 の 文句 か ら 。 つ い に 黄 金 の 時 代 は 帰り 来 た り 、 こ こ に 秩序 は 
復帰 する 。 
([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


AD 


505 ہ87 See/t55 BER‏ وا ) 私 (わた くし ) / ( 和 神霊 と し て の 側面 が 強く 出 た 場合‏ 3لا 
〇 性 格‏ 

正義 の 具現 で ある アス トラ イア は 、 ふ さわ し い 湿 依 先 を 選ん だ 。 

人 の 上 に 立つ べく 生ま れつ いた 者 一 そう いう 概念 を 認め る な ら ば 、 彼 女 の こと だ 。 

誰 よ り も 魔術 師 ら し く あ りな が ら 清 訂 さ を 失わ ぬ 、 貴 族 の 中 の 貢 族 。 神 秘 を 自供 に 振る い 、 神 秘 の 先 を 望み つつ 、 な お 
も 尊厳 を 失わ ぬ 希 少な 少女 。 それ 故 、 彼 女 は 正義 と いう 権能 を 自ら の 義務 と し て 受け 入れ て お り 、 権利 と し て 暴走 する 
こと が な い 。 


u た だ し そう いう 美 質 と は 別に 、 希 少な も の 、 買 重 な も の を 見 つけ れ ば 、 自 分 が 優先 的 に 保護 すべ き 対象 と 考え る ふ 
し が ある 。 

つま り 、 天 空 で も 最も 優美 (な ハイ エナ ) 。 

た と え マ スタ ー の 所 持 品 で あろ うと 、 目 分 こそ が ふさ わし いと 保護 (横取り ) し か ね な い 。 希少 ・ 買 重 な 品 や 技術 を 彼女 
の 前 に 出さ ね ば な ら な いと き は 気 を つけ る べき だ ろう 。 


O マス ター へ の 態度 
も と より (AMO) 正義 の 具現 で も ある 彼女 は 、 人 理 を 立て 直す 貢献 を 惜しま な い 。 


未熟 な マス ター な ら ば 、 な お さら 導 か ね ば な ら な いと 発奮 する 。 同 時 に 、 混 依 さ れ た 少女 の 性 格 も あい まっ て 、 マ スタ 
ー の 振る 舞い へ の 指摘 は 厳し い 。 マ スタ ー の 振る 舞い が 下品 と 感じ た な ら ば 、 踏 刻 な く (ドロ ッ プ キッ ク を 含む 極め て 
物理 的 な ) 指導 に 入る 


O 台詞 例 
「 召 喚 に 応じ て まい り ま し た 。 天 笠 の 裁き 、 星 の 正義 を ここ に 。 常 世 す べ て の 善 た る 一 端 、 ア スト ライ ア と 申し ます わ 。 


マス ター た る あな た も 、 は か られ る 覚悟 は よく て 3 
「 魔 弾 の 1、2、3…… そ し て 、 私 の パッ ク ド ロ ッ プ で フォ ー ル ダウ ン で すわ 
「 で は ここ に …… 星 の 法廷 を 開き ます 」 


源流 は ギリ シャ 神話 に お ける ホー ラ 三 姉妹 の ひと り 。 ゼウス と テ ミ ス の 娘 な ど と され る が 、 神 話 上 の 記述 は 少な い 。 悪 
徳 が は び こる 鉄 の 時 代 と な り 、 次 々 と 去っ て いく 神々 の 中 で 最後 まで 地上 に 踏み と ど ま っ て 、 人 々 に 正義 を 訴え た と い 
う 伝説 。 そ し て 後に は 彼女 の 持っ た 天 笠 が 天 和 r 座 と な り 、 上 自ら は 乙女 座 に な っ た と いう 話 の ほか は 、 ほ ん の わずか で あ 
る 。 

し か し 、 後 世に な っ て 、 彼 女 や 、 彼 女 と 同一 視 さ れる 母 の テ ミ ス 、 ロ ー マ 神 話 の ユー ステ ィ テ ィ ア に は 別 の 名 と 意味 合 
い が 与 えら れる 。 

すなわち レデ ィ ・ ジ ャ ステ ィ ス 。 正義 の 女神 。 裁判 所 や 法律 事務 所 な どの 前 に 、 刻 と 天 科 を 持つ 女神 像 を 4 見 つけ た な ら 
ば 、 彼 女 た ち の こと 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 
まとも な キャ ッ チ コピ ー「 星 の 正義 、 天 竹 の 塚 き を ご 電 能 な さい ませ ] 
裏 の キャ ッ チ コピ ー「 星 の 正義 と は ! すなわち パッ ク ド ロ ッ プ で すわ !」 


ギリ シャ 神話 に お ける アス トラ イア ーー ゼウス と テ ミ ス の 娘 と いう 側面 より も 、 ロ ー マ 神 話 お よび 後世 の 「 正 義 の 女神 ] 
(レデ ィ ・ ジ ャ ステ ィ ス ) と し て の 側面 が 強い 。 本 来 この 側面 で は 機能 と し て の 側面 が 強く 、 融通 が きか な い 性 質 だ っ た 
の だ が 、 湿 依 先 の 少女 に 影響 され て 、 自 分 自身 で 人 を 導 こ うと し て いる 。 

肉 下 戦 に や た ら と こだわ る の も 同じ 理由 で あり 、 剣 と 天 笠 を 手 に し た サー ヴァ ント だ が 、 こ こ ぞ と いう と き は 両方 放り 
投げ て 、 素手 格闘 (プロ レス ) こそ が 彼女 の 正義 。 

困っ た こと に と いう か 、 浅 依 先 と し て 選ば れ た 必然 と いう か 、 形 判 機能 を 持つ 神霊 と し て 強 彰 無 比 た し る アス トラ イア と 
その スタ イル は マッ チ し て お り 、 単 純 な 格闘 性 能 で は サー ヴァ ント 屈指 に 至っ て し まっ た 


O 因縁 キャ ラ 

諸葛 孔明 〔( エ ル メ ロイ I 世 

いさ さか 物言い が 気 に 食 いま せん が 、 知 識 や 術 式 の 効率 性 に は 見 習う べき も の が あり ます わ ね 。 な ん で し た ら 、 私 に 教 
示し て くだ さっ て も よく っ て よ ? 

イシ ュ タ ル 


よく も 薄 汚 れ た 宝石 ば か りあ あ も 揺 き 集め て 、 悦 に ひ た っ て いら れる も の で すわ ね 。 同じ マス ター と 契約 し て な けれ ば 、 


すぐ さま 天 各 の 裁き に か け て さしあげ ます の に ! 

グレ イ 

あん な 偏屈 者 の 内 弟子 は 、 い つや め て も よい で す の よ 。 

ISP 

その …… な ん だ か 気 に な る の で 、 料 理 の 一 皿 ぐ らい 振る 舞っ て いた だ け ま せん ?. 

ケツ ァ ル コア トル 

いい で すわ ね 、 ル チャ ・ リ ブレ ! 私 の キャ ッ チ ・ ア ズ ・ キ ャ ッ チ ・ キ ャ ン と 昨 非 お 手合 わせ を ! 
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Fomment from Illustrator 


本 来 予定 し て いた スケ ジュ ー ル 期間 に 短期 納期 の 仕事 が 沢山 重なっ て し まい 、 寝 な いで 描い て いた に し ろ も っ と ちゃ ん 
と 描い て あげ た か っ た と 心残り で す 。( 東 冬 ) 


グレ イ 


アサ シン グレ イ 


EE 女性 EEIIC-+-znıxortoses: EE] イギリス 


| Er ER ہ۱54۰‎ Ea 4eke 


クラ スス キル 


大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 な ど 大 が か りな 魔術 は 防げ な い 。 


EA es 
か つて の 王 、 未来 の 王 の 器 た る こと を 表す スキ ル 。 
これ ゆえ 、 現 代 の 人 間 で は 本 来 あ りえ な い ス テー タス を 実現 する 。 
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RC 7ر‎ 9 “۶7 
وا ے0 00ے‎ ENS AHL. 
ELOTE, MITE TIPICAS TUS BOARD, 22 رج ۳نا 85ا‎ 


Wa \‏ \ 7 ہر اہ کرای 
ma ۲‏ 
HR‏ 
最果て に て 輝け る 槍‏ 


EPA A+ (本 来 は A++ だ が グレイ が 扱い きれ な いた め ラ ンク ダウ ン ) 


| a ر‎ a 

wie. 

真実 の 姿 は 、 ERORRERELHSEHTH), RAMMICISTOBOV CHS. 

し か し 、 影 で さえ 本 来 人 間 で ある グレ イ の 手 に は 余る た め 、 普 段 は 封印 礼装 で ある アッ ド の 内 側 に 封じ て お り 、 必 要 に 
応じ て 解放 され る 。 ア ッ ド が 幾多 の 武器 に 変わ る の も 、 こ の 聖 槍 か ら 溢れ る 力 を 利用 し た も の 。 


十 三 の 拘束 と 封 EU 礼 装 に よっ て 、 二 重 に 力 を 制限 され て も な お 、 か の 聖 槍 の 輝き が 失わ れる こと は な い 。 


Fete / Gc بل اک‎ 


あな た 彼 / 彼 女 プ あの 人 


基本 的 に 人 見 知り で 引 つ 込み 思案 。 

田舎 育ち で 都会 に 慣れ て お ら ず 、 少 し 離れ た と ころ か ら 見 守る 癖 が ある 。 も っ と も 、 根 は 温和 で 我慢 強く 、 意外 と 人 好 
き の す る 性 質 の た め 、 た いて い の 場 所 に し ば らく すれ ば 馴染 ん で いく だ ろう 。 …… た だ し 、 彼 女 の 顔 に 言及 し な けれ ば 、 
だ が 。 

口 が 悪い が 率直 な アッ ド と は 良い コン ビ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
田舎 か ら 連 れ て こら れ た 彼女 は 、 似 た 立場 の マス ター に は 共感 を 覚え て いる 。 


人 理 を 揺るが す 事 態 ゆ え の 特 殊 事情 で サー ヴァ ント と し て 召喚 され て いる が 、 彼 女 の 自 意識 は 人 間 の まま で ある 。 幾多 
の 英霊 た ちと 異な り 、 彼 女 を 支え そ て いる の は 、 あ くま で 素朴 か つ 当 た り 前 の 価値 観 だ 。 それ 故 、 ほ か の サー ヴァ ント に 
は な い 視 点 と 思考 か ら 、 マ スタ ー の 味方 に な つっ て くれ る だ ろう 。 


O 台詞 例 

EID. グレ イ で す 。 普通 の サー ヴァ ント と は 少し 事情 が 違う と 思い ます し 、 な に か と ご 迷惑 を か ける か も し れ ま せん 
が 、 ど う ぞ よろ し く お 願 いし ます …… 則 

[Gray (暗く て ) ……Rave (FANT) …… Crave (BAT) … 
[Grave (刻ん で ) me (私 に ) …… J 

[Grave (221835) …… for you (あな た に ) …… J 

「 は い 、 師匠 の よう に は うま く で きま せん が 、 押 が や れる だ け は 頑張 り ます 日 


“Deprave (BEAUT) … 


J 


= ーー っ 
MESA 


O IFateGO」 に お ける 人 物 像 

か つて 、 と ある 一 族 が つく り だ そう と し た 、 ア ー サ ー 王 の 器 。 

その 肉体 は 、 忠 実に 往 古 の アー サー 王 を 再現 し て お り 、 現 代 の 人 間 に は ある まじ き 性 能 を 発揮 する 。 し か し 、 グ レイ 本 
人 に し て みれ ば 、 そ れ ら の 変化 は 五 歳 ぐ らい か ら 急 激 に 起こ っ た も の で 、 い まだ 自分 の 顔 だ と は 受け 容れ られ て いな い 。 
それ 故 、 こ の 顔 に 此 細 な 忌避 感 を 示し て くれ 、 故郷 か ら 連 れ 出し て くれ た ロー ド ・ エ ル メ ロイ I 世 と は 強い 信頼 関係 を 
築い て いる 。 

また 、 彼 女 が 持ち 歩い て いる 鳥 税 に は 、 奇 怪 な MESE が 収め られ て いる 。 アッ ド と 

名 乗る この 再 は 、 グ レイ の 命令 の も と 形態 を 変化 させ 、 鎌 や 盾 や 破 城 杭 な ど 様々 な 武器 と な っ て 、 彼 女 を 支援 する 。 B 
守 と し て 修行 を 重ね た グレ イ の 能力 も あい まっ て 、 そ の 戦闘 能力 は 人 間 苑 れ し た 領域 に 達し て いる 。 

秘 中 の 秘 で ある が 、 陣 の 内 側 に は アー サー 王 に 預け られ て いた 聖 枚 ロ ン ゴ ミニ アド が 封印 され て いる 。 こ れ は 現代 の 人 
理 版 図 (テク スチ ャ ) に 応じ て 、 宝 具 の 神秘 を 減衰 させ な いた め の 装備 で あり 、 同 時 に し か る べき タイ ミン グ で ロン ゴミ 
ニア ド を 解放 する た め の も の で も ある 。 


人 理 に か か わる 今回 の 事態 の た めで あれ ば 、 彼 女 は この 聖 槍 を 解放 ばる こと を 太 わ な い だ ろう 。 


O 通常 武器 (アッ ド の 応用 限定 解除 パタ ー ン ) 

الا 

EATEN. 魔力 吸収 時 は トッ プ 。 攻撃 力 と し て は ナン バー2。 

AB 

魔力 を 吸収 し 、「 反 転 | の 呪文 と と も に 吐き 出す こと が 可能 。 

he 

魔力 放出 D ラ ンク 。 単純 な 攻撃 力 な ら ト ッ プ 。 グレ イ も ここ ぞ と いう と き に 頼り に し て いる 形態 

ブー メラ ン 

両手 で ぷん な げ る 巨大 な ブー メラ ン 。 短 距 離 だ け な ら 飛翔 翼 の 代わ り と な る 。 七 巻 で こち ら の 用 途 で 使用 。 

Mê 

ロン ゴミ ニア ド と 一 部 意匠 が 共用 。 素早 さ 鋭さ で は トッ プ 。 も っ と も ロン ゴミ ニア ド 本 体 使用 時 の トラ ンス 状態 を 思い 
出し て し まう の で 、 あ まり グレ イ は 好 ん で な い 。 

= 

本 編 未 登場 。 魔力 の 矢 を 放つ 弓 。 

AR 

本 編 示 登場 。 基本 的 に 使わ な い 形態 エフ スカ リバ パー の 模 伏 。 そもそも ロン ゴミ ニア ド を エク スカ リバ ー に 似せ る 理由 
BE レイ の 故郷 で セッ ティ ング され た も の 。 


O AM#+r3 
諸葛 孔明 (エルメ ロイ I 世 
あの …… そ の 、 師 匠 の 小さ い 頃 と まで お 会 いで き て 光栄 で す 。 


司马 就 (ライ ネス ] 

も し よかっ た ら 、 ま た 一 緒 に 、 お 茶 で きた ら 嬉 し いで す ……。 

オル ガマ リー 

オル ガマ リー さん が いら っ し ゃ る ん で すか ? え 、 カ ル デ ア の 所 長 ? 
エル メロ イ 教 室 


みな さん 、 も うち ょ っ と 師匠 の 言う こと を 聞い て いた だ けれ ば 。 
アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン 
と て も …… 偉 大 な 英雄 だ と 思っ て ます 。 
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CHARACTER Profile 
ESLE 
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¡ha RR RATA [Ph 
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ra 
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AER راک‎ 
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Rt تی‎ Unt) 
TEN Att. 
رج‎ RS EBLE 
133. 


275 


دی جو ری مو TAR‏ ہت 
A A E‏ 


[ma] 


ブー メラ ン : ア ッ ド 


| へ ③ り ロー ド 


a 


280 


女性 Ex? EI?”‏ کا 
KHz. EE isco E22‏ 


| | | |) Ge Gass ا3ہ‎ 
۲ \ | [TD 一 

設定 作成 : 水瀬 葉月 ・ 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : ワ ダ ア ルコ 
CU: AS 


事実 上 、 現 代 の 魔術 師 で は 彼女 に 傷 を つけ られ な い 。 


エー سے‎ 一 一 = I 
لم ری‎ ۱/۴ 
ヒン ドゥ ー 神 話 の 神霊 ガネーシャ の 分 霊 (自称 ) と し て の 神 性 を 持つ 。 


た だ し ジ ナ コ ・ カ リ ギ リ と いう 人 間 を 依り 代 に し て いる た め ラ ンク は B 止 まり と な る 。 人 > 


a 0) 
ガネーシャ は ムシ カ と いう ね ずみ に 乗っ て いる と され る 。 


50018 مرا( ۱۸ 1رت ےج 0ت‎ 
イン ド で は ほとん どす べ て の 商店 や 銀行 に ガネーシャ の 肖像 が 掲げ ほれ て いる と いう 。 


= >= = س 


FARENUA'B 
神 の 特徴 、 折れ た 右 の 牙 を 示す スキ ル 。 

パラ シュ ラー マ の 療 が 父 神 シヴァ の 与え た も の だ と 見 抜き ま 、 あ えて 避け ず に 受け 止め た た め に 牙 が 折れ た と いう 逸話 が 
有名 。 

異説 も 多く 、 牙 は 最初 か ら 折 れ て いた と も 、 月 に 向かっ て 投げ つけ た か ら だ と も 言わ れる 。 


a E =x = ーー 


oo 
ガネーシャ の 別名 。「 無 上 ] を 意味 する 。 
また 、 こ れ は 「 障 害 と な る 者 」 の 性 質 を 持つ 魔神 の 名 で も ある と され る 。 
それ は 「 そ の 障害 を 乗り 越え れ ば 成功 が 訪れ る ] と いう 意味 に 繋が り 、 結 果 と し て 「 障 害 を 除去 する 神 ] の 信仰 を 生み 出 
すこ と と な っ た 。 


ネッ シュ ・ イ ン パ クト 。 
色々 追い 詰め られ た ガネーシャ さん が 繰り 出す 逆 ギ レ 宝 具 。 
その 正体 は 、 神 気 を 込め に 込め た ボディ に よる 、 た だ の 重 すぎ る 打撃 で ある 。 


ガネーシャ ・ ヴ ィ グ ネー シュ ヴァ ラ 。 
特別 な 事情 が な い 限り 使わ れ な い 。 

「 ガ ネー シャ 」 は [BROS] を 意味 し 、 ヴ ィ ブ ネー シュ ヴァ ラ は ガネーシャ の 別名 で 「 障 害 の 神 ] を 意味 する 。 
障害 除去 神 と し て の 性 質 を 純化 させ る こと で 発現 させ る 、 絶 対 不可 侵 力 場 。 

攻め に 使え ば 、 そ の 絶対 強度 で 眼前 に 立ち は だ か る 障害 を 排 す る 、 押 し 退け る こと が で きる 。 

も ちろ ん 守り に は 他 か ら の いか な る 攻撃 (障害 ) も 防ぐ 完全 な 盾 と し て 使え る 。 


777 ( 稀 に ) 私 、 ア タ シ 
〇 性 格 
身体 の 奥底 に は ガネーシャ と し て の 使命 感 が ある が 、 表面 的 な 性 格 は ほぼ ジ ナ コ そ の まま 。 
基本 的 に チキ ン な ニー ト 気 質 。 
と こと ん 自分 本 位 で 、 敗 戦 思考 で 、 ぐ うた ら な 〇 十 代 の ダメ 人 間 。 


し か し 因果 の 果て に どう いう 鮮烈 な 体験 が の っ た の か 、 い よい よ と いう と き に は 、 殻 の 中 で 寝かせ て いた ダメ 人 間 な り 
の 鈴 圭 を 絞り 出す こと が 可能 と な っ て いる …… か も し れ な い 。 


O マス ター へ の 態度 
「 聖 杯 な ん て も う 懲 り 懲 り ッ ス ! 早く 元 の 姿 に 戻り た い …… つ っ て いう か 、 早 く 元 の 世界 に 戻し こよ ね 、 マ スタ ー 昌 
マス ター の こと は 甘え られ る 弟 み た いな も の と し て 接する 。 

こん な ボク みた いな ダメ 神 拾っ た ん だ か ら 、 最 後 まで 責任 取っ て よね 、 と いう よう な 感 | 


O 台詞 例 

「 ジ ナ …… ガ ネー シャ さん は 孤高 の 神様 サー ヴァ ント な の で 、 主従 関係 と か 嫌い ッ ス 。 ボク は 自由 に 、 食べ た い 時 に 食べ 
て 、 遊 び た い 時 に 遊ぶ の で す 昌 

「 ち ょ っ と マス ター~! どっ が 行く な ら つ いで に お 菓子 と ジュ ー ス 買っ て き て ~! 

「 好 き な も の と か 聞い て どう する ツモ リッ ス か 、 こ の この ~ っ ! 

あ 、 プ レ ゼ ント だ っ た ら カ ー ド に し て ね 。 あ の カー ド よ 。 わ か る で し ょ 。 あ の カー ド ] 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

人 間 の 依り 代 に 神霊 が 宿っ た 疑似 サー ヴァ ント …… で ある と 考え られ る も の の 、 そ の 成立 過程 に は 謎 が 多い 。 正 直 な と 
ころ 、 様 々 な 経 線 が パグ っ て いる 。 

霊 基 グラ フ の 名 前 欄 に は 依り 代 と 思わ れる 人 間 の 魔術 師 の 名 前 が 表記 され て いる よう だ が 、 な ぜ か 概念 的 な 文字 化け を 
起こ し 誰 に も 読み 取れ な い 状 態 に ある 。 

な の で マス ター を 含め カル デア の 人 員 は 、 彼 女 の こ と は 本 人 の 目 称 に 従っ て 「 ガ ネー シャ さん 」 と 呼ぶ 。 

本 当 に 中 身 が イン ド の 神霊 ガネーシャ な の か どう か は 実 の と ころ 定か で は な い 。 


稀 に 依り 代 の 彼女 と 縁 が あめ る らし き 者 が 何 か の 拍子 に その 名 を 口 に する こと も ある が 、 そ れ は 無意識 の 中 か らし か 生ま 
れ 得 ず 、 ま た 、 そ の 名 が 他 の 誰か に 意味 を 持つ て 認識 され る こと も な い 。 

エク スト ラク ラス で 顕現 し て いる こと か らし て 、 と ある 上 級 Al が この サー ヴァ ント の 成立 に 何 か が 関与 し て いる の で は な 
いか と 推測 され て いる が …… 真 実は 聞 の 中 、 も し く は 別世界 の 月 の 裏側 で ある 。 


+ 


彼女 が 自ら の 中 に いる と 自称 する ヒン ドゥ ー の 神霊 ガネーシャ は 、 シ ヴァ と パー ル ヴ ァ テ ィ ー の 子 で ある と され る 。 
より 正確 に は パー ル ヴ ァ テ ィ ー が 自分 の 垢 か ら 作っ た 。 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー が 自分 の 入浴 中 に 「 誰 も 通さ な いよ うに 」 と ガネーシャ に 命じ て 番 を させ た と ころ 、 シ ヴァ が や っ て き 
た 。 

ガネーシャ は シヴァ が パー ル ヴ ァ テ ィ ー の 夫 だ と 知ら な か っ た の で 彼 を 押し 止め 、 そ し て シヴァ も ガネーシャ の こと を 
知ら な か っ た た めそ の 扱い に 怒っ て 首 を 列 ね て し まっ た 。 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー は 息子 の 死に 嘆き 悲し み 、 シ ヴァ は 息子 を 生き 返ら っ せ て や る こと を 約束 し た が 首 が 見 当たら な か っ た 。 
な の で シヴァ は 最初 に そこ を 通り か か っ た 象 の 頭 を つけ て 蘇ら せ た 一 一 

と いう の が 最も よく 知ら れ て いる 象 頭 の 理由 で ある 。 


ガネーシャ は [ 富 と 繁栄 の 神 」「 学 問 の 神 」 ( 聖 仙 ヴ ィ ヤ ー サ の 口述 する 物語 を 彼 が マハ ー バ パー ラ タ と し て 書き 記し た と 
言わ れる ) 、 そ し て [ 障 害 神 | が 転じ た 「 障 害 を 除去 する 神 」 と し て の 性 質 を 持つ 。 


ER 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

イン ド 異 聞 帯 に 対抗 すべ く 召 喚 さ れ た 抑止 力 側 の サー ヴァ ント 。 

依り 代 の 選定 、 召 喚 さ れる 土地 、 共 に 特殊 な 状況 が 絡ん で の 現 界 と な っ た た め 、 
前 述 の 通り そこ に は バグ めい た 様々 な 裏 技 が 用 いら れ た も の と 考え られ る 。 


「 何 ス か 、 そ の お 荷物 を 見 る よう な 目 は ! ボク は 被害 者 ッ ス ! 物 好き な 神様 に "波長 が 合う か ら や れ " っ て 、 こ ん な 大 任 
を 押し つけ られ た 一 般 ピ ビープ ル な ん ス よ !? も ちょ っ と こう 、 い た わり と か や き そ ば と か 振る 舞っ て 欲し い ッ ス 朋 


と の 台詞 通り 、 ど う や ら 依り 代 の 人 間 と し て の 意識 の ほう が 強い 模様 。 

自分 が 神霊 で ある こと や 、 す べき こと が あっ て 喚 ば ぱ ば れ た の は 充分 理解 し て いた が 、 そ れ は それ と し て 依り 代 の パー ソナ 
リティ が 強い た め に 「 ボ ク が 世界 を 救う な ん て 無理 っ ス よ お お お ぉ お ……| と 彼女 らし くう だ うだ し て いた 。 

だ が それ も カル デア か ら 来 た 主人 公 と 出会う まで 。 

な ぜ な ら 、 彼 (彼女 ) の 隣 に は 、 見 覚え の ある ラン サー の サー ヴァ ント が ーー 一 一 


O 過去 作品 に お ける 役どころ 

Fate/EXTRA CCC に 登場 する マス ター の 一 人 、 ジ ナコ ・ カ リ ギ リ 。 

月 の 聖杯 戦争 に お いて 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て ラン サー、 カ ルナ を 引き 当て た も の の 、 
ニー ト で チキ ン で ある た め に 戦い か ら 逃 げ 含 庫 に 引き こも っ て いた 。 


HARACTER Profile 


O 因縁 キャ ラ 
パー ル ヴ ァ テ ィ ー 

お 母 様 ! いく ら な ん で も 皿 子 を 作る 材料 に 垢 は な いと 思う ん ス け ど 垢 は !?. 

アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン 

シヴァ (BH) の 半 化 身 と も され る 彼 は 、 ガ ネー シャ に と っ て 、 な ん か 父親 っ ぽい 匂い の する 強面 の 兄ちゃん …… つ ま 
り | 親戚 の お じ さ ん 」 の よう な も の で あり 、 あ まり 近付き た く は な いと 思っ て いる 。 父 親 自 体 、 尊 燥 は し て いる が 結構 二 
ガ テ ら し い 。 

刑部 姫 

同じ 引き こも り 属 性 と し て 。 で も 向こう は オタ サー の 姫 、 こ っ ち は 純 粋 な ニー ト 。 あ ん まり 気 が 合 わな い …… と 思い き 
や 、 や っ ぱり 本 質 的 に は 同じ 。 お 互い の こと を 知れ ば 知る ほど 「 し ょ ー が な いっ ス ね え 。 ボ ク に は 理解 で き な い ッ ス け 
El と 呆れ な が ら も 認め る よう に な る 。 な ん だ か ん だ 言っ て 一 緒 に ゲー ム す る よう な 仲 に 。 

紅 間 魔 

あの 一 、 SOMIT, ちょ っ と 菜食 主義 者 な ん ス け ど …… そ れ で いて 美味 し く て ジャ ンク な も の と か 作っ て くれ た り は …… 
え 、「 も ちろ ん 対応 可能 で ち ] 7 や っ た 一 ! ああ 、 カ ロリ ー の こと と が は 気 に し な いで いい っ ス 。 

フラ イド ポテ ト と か は 野菜 だ し 美味 し いか ら 実質 0 カロリー っ ス よ ! 

ダレ イオ ス 三 世 

ね 、 ね え ね ぇ 。 あ の 人 な ん か 、 ボ ク の こと 乗り 物 見 る 目 で 見 て る 気 が す る ん ス け どぉ 一 !? 

カル ナ 


ト 


ざた な … 


シャ 味 あ る よ な BED) と 思っ た の で あん まり ひね ら 


(ワダ アル コ ) 


! ジ ナ コ の ビジ ュ ア ル そ も そ も ガ ネー 
シャ に し まし た 。 正直 腹 は 描い て る うち に 楽し く な っ て し まっ て 、 ち ょ っ と 盛り す : 


ERIE 


・。 石像 は スラ イド 式 ド ア で 前 面 が 横 に ずれ ます 。 


ず に めっちゃ 素直 に ガ ネ ー 


多 腕 が 描き た か っ た ! ! | 
ご めん な … 


Tf J Ft Daa 


50 So 


B| 


EE 
ER 
DHL We 
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— 
un EA Ser 


EN 出 内 ×۶ EE cr 人 
Eds EIS EXA 44kg 


Eis EA: Eds 


设 定 作成 RA 4599794 VRR ES 
CV : 佐藤 利奈 


A ラ ンク 以下 の 魔術 を 
現代 の 魔術 師 で は 、 魔 術 で 彼女 に 傷 を つけ る こと は で き な い 。 
セイ パー クラ ス で ある こと と 、 彼 女 の 中 に 宿る 神 性 が 影響 し て いる 。 


a ے۔‎ = 工 a YESA 7 


騎乗 :B 
騎乗 の 隆 能 。 た いて い の 乗り 物 な ら 人 並み 以上 に 乗り こなせ る が 、 魔 獣 、 聖 獣 ラ ンク の 獣 は 乗り こなせ な い 。 


E a = 


司 を まとめ あげ 、 イ ギリ ス 軍 に 反抗 し た 王妃 と し て の 軍団 指揮 力 。 
ラー ニー と は ヒン ドゥ ー 語 で [ER] の 意味 。 


GTER Profile 


進撃 する シ パ ー ヒ ー 

ー ヒ ー、 あ る い は セ ポ イ と 呼ば れる 東 イン ド 会 社 の イン ド 人 備 兵 部 隊 が 反乱 の 引き 金 と な っ た こと を 示す スキ ル 。 
ャ ヤーン シー 蒲 王 国 に お ける 反乱 は 、 デ リー を 占拠 し た 反乱 軍 に 呼応 し 、 

ジャ ー ン シー に いた シ パ ー ヒ ー が 駐屯 イギリス 兵 を 殺し た こと が 契機 で あっ た 。 

し か し その 後 、 シ パー ヒー た ち は デ リー に 向かっ て し まっ た た め 、 ラ クシ ュ ミ ー は 私 費 を 投じ て 兵 を 雇い 、 残 され た ジ 
ャ ー ン シー を 守ら な く て は な ら な か っ た 。 


彼女 が イギリス 軍 と 徹底 抗戦 し た こと を 示す スキ ル 。 
その 戦場 に て 彼女 は 命 を 落と し た 。 


IT‏ ات ا 
彼女 の [絶対 に 祖国 を 渡さ な い ] と いう 強い 決意 、 願 い が 形 に な っ た 宝 具 。‏ 


か つて ジャ ー ン シー 落 王 国 の 王 が 死に 、 子 を 様 っ て いた パー イー は 養子 を も っ て 王国 を 存続 させ よう と し た が 、 取 りつ 
ぶし の 機会 狙っ て いた イギリス は それ を 認め ず 、 ジ ャ ー ン シー の 併合 を 一 方 的 に 決定 し た 。 それ に 対し て パー イー は 
女性 の 身 な が ら 「 我 が ジャ ー ン シー は 決し て 放 茎 し な い (メー レー・ ジ ャ ー ン シー・ ナ ヒン ・ デ ー ン ゲー)」 と の 拒絶 の 
言葉 を 返し た と の 逸話 が 元 と な っ て いる 。 

この 出来 事 が 、 の ち に 彼女 一 ひい て は ジャ ー ン シー 藩 王国 が イン ド 大 反乱 に 参加 し 、 大 き な 抵抗 勢力 と し て 名 を 馳せ 
る 始点 と な っ た 。 


本 来 は 敵対 者 の 侵入 ・ 攻 撃 を 防ぐ 絶対 的 な 領域 を 発生 させ る 結界 宝 具 で ある 。 
「 彼 女 は ジャ ー ン シー 王国 を 命 を か け て 守っ た 存在 で ある ] と いう 定義 に より 、『 彼 女 が 守っ て いる も の は 彼女 の 王国 で 
ある ] と 因果 を 繋げ る こと で 発動 する 。 


今回 は セイ パー と し て 召喚 され た こと に より 、『 外 瑞 に 対す る 拒絶 の 概念 を 攻撃 に 転化 させ た 対 軍 宝 具 と し て 機能 させ 
て いる 。 

彼女 の 想い の すべ て が 乗っ た 剣 関 は 、 国 の 存亡 を 背負 う 決 意 そ の も の 。 

故に それ は 決し て 曲がる こと も 折れ る こと も な い 刃 と し て 、 一 国 の 未来 に 等 し い 重み と 輝 ぎ を も っ て 敵 を 共 ざ 払う の だ 。 


y >. TEM 


私 (わたし) EH DEZA BER جو‎ 


O 性格 

真面目 な 王妃 。 

で は ある が 質実 剛健 、 そ の 在り 方 は 「 女 将軍 ] に 近い 。 

プラ イド は それ な り に 高い 。 

好戦 的 な 性 格 と いう 訳 で は な く 、 お し ろ 和 平 が 一 番 の 解決 築 な ら ば 迷わ ず そ れ を 選 応 賢 さ を 持っ て は いる が 、 
en し か 道 が な い の な ら ば 命 REE EEC 


€ nm Rs 

聖杯 に か ける 願い は 特に な い 。 今 の ジャ ー ン シー は イン ド と いう 国 の 一 部 と し て それ な り に 平和 で ある こと を 知っ て い 
る か ら で あ る 。 

民 が 幸せ な ら ば それ で よく 、 無理 に 王国 に 戻す 必要 すら も 感じ て いな い 。 

た だ も し 民 が 不当 な 被害 に 四 っ て いる の な ら 、 彼 女 は 何 の 力 に 頼っ て で も それ を 救 お うと する だ ろう 。 

それ が 聖杯 で も 、 不 運 と 不幸 を 司る 女神 の 力 で あっ て も 。 


マス ター の こと は 反乱 軍 の 総司 令 包 の よう に 接する 。 
ھا سس مس سا اھ وس‎ Sl E E i Ss 


cama 

「 私 は ジャ ー ン シー の 王妃 (ラー ニー) 、 ラ クシ ュ ミ ー・ パ ー イ ー だ 。 

理不尽 な る 侵略 に 抵抗 する た め な らい くら で も 力 を 貸 そ う 、 マ スタ ー」 

「 一 つ だ け 言 っ て お きた い 。 私 に 頼る の は 止め て ほし い 。 力 を 尽く すし 、 負け る つも り は な い が ー 一 それ で も 、 私 は ど 
こ か で 致命 的 な 失敗 を し て し まう 可能 性 が ある 。 そ の と き 私 だ け に 頼っ て いた せい で すべ て が 終わ っ て し まわ な いよ う 
[essa 58683761 と いう 話 だ ] 


どう せ 当 た ら な い ] 
「 つ っ !? (ガイ ン 、 と 大 き な 音 ) …… 何 を 見 て いる マス ター。 な に 、 私 が 、 足 の 小指 を 、 タ ンス に ? 何 を 言っ て いる の 
か まっ た くわ か ら な いな 。 幻覚 で も 見 た の で は な いか ?」( 何 か を 我慢 する よう に ぷる ぷる し な が ら ) 


TER Profile 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ラク シュ ミー・ パ バー イー は ジャ ー ン シー 蒲 王国 (イギリス 統治 下 の も と 、 そ れ ぞ れ 一 定 の 支配 権 を 認め られ て いた 土 侯 
) の 王妃 で ある 。 
1857 年 の イン ド 大 反乱 に お ける 、 最 も 有名 な 指導 者 の 一 人 。 


1854 年 、 ラ クシ ュ ミ ー は 王 の 病死 後 、 ジ ャ ー ン シー 王国 の 存続 を イギリス と 交渉 する こと に な っ た 。 

当時 イギリス は 「 失 権 政 策 | (養子 が 王国 の 相続 権 を 持つ と は 認め ず 、 跡 継 ざ の いな い 国 は イギリス 東 イ ンド 会 社 が 併合 
する ) を 進め て お り 、 養 子 を も っ て 存続 を 図っ た ラフ シュ ミー の 希望 は 打ち 砕 か れ た 。 

イン ド 総 督 グ ル ハ ウジ ー の 特使 が ジャ ー ン シー を 訪れ 「 今 後 この 国 は イギリス 領 に 併合 され る ] と 
涙 を 流す の で は な く 、「 我 が ジャ ー ン シー は 決し て 放棄 し な い ] と 毅然 と 言い 切っ た と いう 。 


言 し た と き 、 彼 女 は 


その 後 ジ ャ ー ン シー は イギリス に 統治 され る よう に な り 、 三 年 間 、 宗 教 問 題 な どの 皿 繰 を 灯 ら せ 続 けた 。 

1857 年 、 デ リー で シ パ ー ヒ ー ( セ ポ イ ) た ちの 大 反乱 が 起こ る と 、 そ の 要請 を 受け て ジャ ー ン シー で も 反乱 軍 が 立ち 上 
が る 。 

だ が ジャ ー ン シー の セ ボ イ た ち は 統 治し て いた イギリス 軍 を 皆殺し に し た あと 、 デ リー に 向け て 進軍 し て し まっ た 。 
残さ れ た ラフ シュ ミー は 私 費 を 投じ て 兵 を 集め 、 ジ ャ ー ン シー に て イギリス と 折 戦 を 続け る こと に な る 。 反乱 軍 の 中 に 
触発 され た 女性 兵士 た ちの 姿 も 多く あっ た と 言わ れ て いる 。 

いら れ た 反乱 軍 の 戦い は いあ まり に も 見 事 で ちり 、 イ ギリ ス の 鎮圧 軍司 令 官 ヒュー・ ロ ー ズ も その 戦い 
っ ぷり を 賞賛 する 言葉 を 残し て いる 。 


1858 年 、 鎮 圧 軍 の 手 に より ジャ ー ン シー 城 は つい に 陥落 し て し まう が 、 ラ クシ ュ ミ ー は な ん と か 脱出 。 他 の 反乱 軍 と 
合流 し 、 プ ワー リヤ ル の 地 で 抵抗 を 続け た 。 し か し 反乱 の 機運 が それ 以上 広がる こと は な く 、 二 ヶ月 後 、 イ ギリ ス 軍 は 
グ ワ ー リ ヤル 城 に 総 攻 撃 を 仕掛 ける 。 

ラク シュ ミー は その 戦い で も 奮戦 し た が 、 前 線 で 指揮 を し て いた 際 に 銃弾 を 受け て 戦死 し た と 伝え られ る 。 


/ 


© [FateGO] に お ける 人 物 像 

近代 の サー ヴァ ント で ある が 、 イ ンド 異聞 帯 で の 出来 事 を 経て 縁 を 結ん だ 彼女 は 神 性 を 具 え て いる 。 

これ は 特殊 な 状況 に より ヒン ドゥ ー 女 神 ラ クシ ュ ミ ー の 分 霊 が その 身 に 宿り 、 半 ば 疑似 サー ヴァ ント の よう な 状況 に な 
つて いる か ら で あ る 。 

名 前 の 一 致 も 魔術 的 親和 性 を 高め 、 そ の 状況 を 後押し し た 。 


ER し か し それ は 正確 で は な く 、 実際 に 彼女 に 宿 つて いる の は ラク シュ ミー の 姉 、 不運 と 不幸 の 女神 アラ フシ ュ ミ ー (3 
シュ ミー と 同一 存在 ・ 別 側面 で ある と いう 説 も ) 。 
ラク シュ ミー は カリ ・ コ ガ 期 に 現れ る 悪魔 カリ の 二 番 目 の 妻 で ある と も いう 。 


彼女 の 中 に ある の は 本 当 に 女神 の 一 部 分 で あり 、 パ ー ソ ナリ ティ は ほぼ 王妃 と し て の ラク シュ ミー その まま 。 
「 神 性 と いう エン ジン (燃料 )」 

「 稀 に 身体 の 奥底 か ら 感 じ る (アラ クシ ュ ミ ー と し て の ) 衝動 | 

「 不 運 の 女神 と し て た ま に 漏 れ 出 て し まう 失敗 成分 (軽い ドジ っ 娘 性 質 ) | 

あたり が 、 こ の ラ ー イ ー の 持っ て いる 女神 的 要素 で ある 。 


O 通常 武器 
剣 、 ラ イフ ル 銃 


٤ ACTER Profile 


A کر‎ % 
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کی‎ ۲ 
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ES 6 € 
だ 
ーー a % 
N 
O 因縁 キャ ラ 
パー ル ヴ ァ テ ィ ー 
偉大 な る シ ヴ ア 神 の 神 刀 。 
信仰 の ある 土地 に 生ま れ た 人 間 と し て は 、 娘 の よう に 。 
女神 の 神 核 を 持つ 者 と し て は 、 友 の よう に 一 一 一 優し く 接し て くれ る 。 思 れ 多 くも 、 あ り が た い 。 
ガネーシャ ? j 
ガネーシャ …… だ と 、 思 う 。 多 分 。 Na و‎ 
神 と し て それ な り の 敬意 を 払っ て は いる が 、 も う 少 し し ゃ ん と し た ほう が いい の で は な い だ ろ うか 。 し か し あの 5 


怠 情 な 様 を 見 て いる だ け で 少し 平和 な 気分 に な れる よう な 気 が し な いで も な い の で 、 ひ ょ っ と し た ら そ れ が あの 神 の 役 > 
割 な の か も …… え 、 違 う ? あれ は 単に だ ら け て いる だ け ? 

は 、 は い 、 強 制 部 屋 掃除 タイ ム で すか 、 そ れ で は お 供し ます パー ル ヴ ァ テ ィ ー 様 ! 

ラー マー ヤナ ンマ ハー バ パーラ タ 系 サー ヴァ ント 

寝 物語 に 聞か され て きた 神話 の 英雄 た ち 。 

実は ミー ハー な 気分 に な る の を ぐっ と 堪え て いる 。 

RE 

軍 を 率い て いた 者 と し て 気 が 合 う 。 

用 兵 術 や 部 下 の 人 心 掌握 術 な ど に つい て 、 日 々 楽し く 意見 を 交換 し て いる 。 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルフ 

こち ら も な ん と な く 親 近 感 が 湧く 。 イギリス 軍 を 相手 に 戦っ た と いう の も いい 。 

し か し 彼女 の 関係 者 に は 多少 困ら され る こと が ーー 一 

ジル ・ ド ・ レ ェ 

BG? 日 焼け し まし た ね ぇ ジャ ン ヌ …… そ ん な ジャ ン ヌ も 健康 的 で 素敵 で す よ ぉ ? (に っ こり ) な ど と 追い か け て く 
る の は いい 加減 止め ろ ! 人 違い だ ! 

ネモ 

幻 霊 で あろ うと 関係 は な い 。 

同じ 時 代 に 生き た 戦友 だ と 彼女 は 思っ て いる 。 


剣 (サー ベル )・ 球 は 表裏 同 デ ザイ ン に な り ま す 


全て 金属 製 で す が 、 水 色 パ ー ツ は 石 (ター コイ ズ ) an 
石 パ ー ツ は 丸く 
納 刀 時 出っ張っ て いま す ® 
TIEFE) OP 
が あり 、 納 刀 時 に 
BANDEHTERDAG 
形 に な り ま す 。 = 
٭‎ 
ベル ト 通 し 穴 時 る 
刀身 に 浅 彫 の 意匠 
ے‎ EDIT 
روس ہک شر 0 ہے‎ 
— 
os vos) 血 抜 き 溝 ありま す 
| 007 
MIMS A) | 


2 = 
内 部 構造 の 想定 と し 
Se RIE LAG 
ネジ に する 場合 は 真 円 状 に 


er 


此処 だ け 真 円 


サー ベル デザ イン : 下 越 


デザ イン : ヒ ライ ユキ オ 


1 
ライ ター の 希望 も ちり 、「 褐 色 ジ ャ ン ヌ ] と いう コン セプト で キャ ラク ター デザ イン を 詰め て 行き まし た 。 ジャ ン ヌ さん 
家 の 親戚 の 娘 ぐ らい の 距離 感 。 三 段階 の 服装 変化 を 通じ て 、 姫 将軍 感 出 せ た か な と 思っ て いま す 。 (HAR) 
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= 
ウィ リア ム ・ テ ル 
EZ アー チャ ー ERA Oras 
| 性 别 21-5 出 只 (907-5711 EX スイ ス 
| 属性 E | 身長 175cm EXA 69ke 


| Bile EA: Eds El: Hc ۰۰ 


設定 作成 AMA 7 ۲-2-٠۶ Y : 51587 
CV: He 


クラ ズ ズ キル 


, 
4 
対 魔力 :D 
一 工程 (シン グル アク ショ ン ) に よる も の を 無効 化す る 。 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 


現 界 で を る こと を 示す スキ ル 。 
で あれ ば より 効果 は 上 昇 する 。 


現 スイ ス 中 部 の ウー リ 州 、 そ こ で 自然 と 共に 暮らし て いた 彼 が 身 に つけ た 狩り の 技術 。 

音 に 聞こ えた 名 狩人 で あっ た 彼 の 根幹 に お め る も の 。 

男 の 扱い は も ちろ ん の こと 、 視 力 の 良さ 、 視 覚 で の 標的 捕捉 能力 、 異 の 作成 、 そ の 適切 な 設置 
数 多 の 能力 や 技術 を 総合 的 に 含ん で いる 。 

ウー リ の 山 に お いて は EX 相当 。 

知ら な い 山 で も 時 間 を か け て 慣れ て いく こと で スキ ル ラ ンク は 実質 的 に 向上 する 。 


婁 いと きも 寒い と きも じっと 動か ず に 獲物 を 待つ よう の 如き 忍耐 力 。 

第 1 スキ ル に 内 包 さ れ て いる 部 分 ちち あり ながら この スキ ル が 独立 し て いる の は 、 

派手 な 暮らし を せ ず 、 無骨 に 自然 と 付き 合い 家族 を 養っ て きた 彼 と いう 生き 方 の 根幹 に この 忍耐 力 が あり 、 そ し て 彼 が 
伝説 に お いて は これ を 狩り 以外 に も 用 いた か ら で あ る 。 

息子 の 頭 の 上 の 林檎 を 撃ち 抜い た 出来 事 の あと 、 彼 は じっと 山中 に 潜み 、 陰 路 を 通る 悪 代官 を 待ち 受け た 。 
今 ま で の こと と 、 こ れ か ら の こと 。 すべ きこ と と 、 し な く て は な ら な いこ と 。 

それ ら を 考え な が ら 、 じ っ と 、 じ っ と 、 待 ち 続け た o 


飛び 道具 の 狙い を つけ を 能力 を 示す スキ ル 。 

ウー リ の 山々 を 駆け た 猟師 と し て の 集中 力 。 息子 の 頭 の 上 に 置か れ た 林檎 すら 射 抜け る 。 

呼吸 や 鼓動 すら も 完全 制御 下 に 置く 高い 集中 力 に 加え 、 そ れ ら を 意識 する こと な く 外 界 環境 と 
完全 に 同化 させ る こと に より 、「 当 て る 」 の で は な く 「 自 然 と 当たる ] 結果 を 手 に 入れ る 。 

これ は 東洋 に お ける 弓道 の 精神 性 に も 通じ る も の だ と いう 。 


| 
| 
| 


_ 放 た れ し 信 力 の 一 矢 


アプ フェ ル ・ シ ー セ ン 。 

読み は RES] を 意味 する 。 

息子 の 頭 の 上 に 載せ た 林 枚 を 見 事 買 いた 、 細 で の 伝説 的 な 一 矢 。 

息子 の 父親 に 対す る 信頼 を 受け て 放 た れ た この 一 矢 は 決し て 外れ ず 、 目 的 の も の を 「 必 ず ] 刺し 買 く 。 
すなわち この 宝 具 は 因果 律 に も 干渉 する 性 質 を 持ち 、 基 本 的 に 回 避 は 不可 能 で ある 。 


放 た れ じ 次 善 の 二 矢 


ツヴァイ ティ シー セ ジ 。 

[決し て 外れ な い ] 第 一 宝 具 が 仮に 外れ た 場合 の み 発動 させ られ る 第 二 宝 具 。 

息子 の 上 の 林檎 を 外し た 場合 の こと を 考え て 、 テ ル が 悪 代官 ゲス ラー に 撃つ た め の 二 の 矢 を 隠し 持っ て いた 逸話 に 由来 
する 。 

TORS 「 一 の 矢 を 外し た 場合 に 次 に 撃つ べき も の ] に 同時 に 放 た れる 。 

つま り 一 矢 に 概念 的 に 重なっ て 多重 存在 し て いる 宝 具 で ある 。 

一 矢 が ちゃ ん と 当たっ た 場合 に は 決し て 発動 し な い 。 


[息子 の 頭 の 上 の 林檎 (第 一 狙い ) を 外す と 皆 死ぬ の で 、 外 し た ら そ の 命令 を 出す 代官 (第 二 狙 ) を 撃た ね ば ] と いう よ 
うに 、 状 況 に 応じ て どこ に 飛ば すか を 決め て 放つ も の 。 

第 一 狙い と 同じ 対象 を 選択 する こと も 可能 で あり 、 同 様 に 因果 律 に も 干渉 し 対象 を 必ず 射 買 く 。 

た だ し 魔力 消費 が 激しい た め 乱 発 は 難し い 。 


Bars 『 絶 対 に 当たる 第 一 の 矢 ] が 外れ る と いう 状況 が 、 そ うそ うな いこ と で は ある が 。 


ا 


EX نا‎ 


〇 性 格 

自然 と 共に 生き る 猟師 。 

家族 を 愛す る 質実 剛健 な 性 格 。 
派手 だ っ た り 華 美 だ っ た りす る も の は あま り 好 まな い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

聖 本 に か ける 願い は 特に な い 。 

だ が も し も 何 か が 願え る の だ と すれ ば 

[家族 が 幸せ に 暮らし て いけ る 世界 を 求め る だ ろう 。 


マス ター の こと は 普通 に マス ター と し て 接する 。 
だ が 気に入っ た 相手 で あれ ば 息子 ・ 娘 の よう に 見 る か も し れ な い 。 
その 場合 は 、 で きる だ け マ スタ ー を 正しき 道 に 導 こ うと し 、 間 違っ た こと を すれ ば 叱っ て くる だ ろう 。 


〇 台詞 例 

「 呼 ん だ か ね ? わし の 名 前 は ウィ リア ム ・ テ ル だ 。 森 の 獣 を 撃つ て ほし い …… 

と いう 顔 で は な さそ うだ な 。 や れ や れ …… 

知っ て お いて ほし い の は な 。 悪 代官 の 心臓 も 、 息 子 の 頭 の 上 の 林檎 も 、 撃 っ て 楽し いも の で は な か っ た 
と いう こと だ 。 …… も し また 同じ 状況 こなれ ば 、 同 じ こ と を する だ ろう が ね 」 

「 な ん と 、 神 話 の 狩人 か 。 機 会 が の め れ ば 共に 山 に 出 て みた いも の だ な 。 

ウー リ の 猟師 の 腕前 も 捨て た も の で は な いと 示せ れ ば よい の だ が 
「 へ っ へ 、 実は 新しい も の 好き な ん だ よ 、 わ し は 。 猟 の た め の も の も そう で な いも の も 、 い いと 思っ た も の は 意外 と あっ 
さり 取り 入れ ちまう の さ 。 こ の 則 も 服 も 気に入っ て いる し 、 煙 草 も …… あ あ 、 一 狩り 終え た あと の 一 服 は 美味 えっ た ら 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ウィ リア ム ・ テ ル (現地 スイ ス ド イ ツ 語 で は ヴィ ル ヘ ルム ) は 、 

13 世 紀 末 ~14 世 紀 初 頭 に スイ ス 中 央 部 ウー リ 州 に 住ん な で いた と され る 伝説 上 の 人 物 で ある 。 
戯曲 の 登場 人 物 と し て 名 を 広め られ た 存在 で は ある が 、 ス イス の 人 々 に は 、 

彼 は 建国 運動 を 象徴 する 英雄 と し て 受け 止め られ て いる 。 


当時 の スイ ス 地 域 は 、 対 ハプスブルク 家 自 治 独立 の た め に 三 州 が 同盟 を 結び 、 

の ちの スイ ス 連 邦 の 原形 を 作っ た と ころ で あっ た 。 

その 三 州 の - つ 、 ウ ー リ に ヘル マン ・ ゲ スラ ー と いう オー スト リア 人 代官 が 赴任 する 。 
彼 は 中 央 広場 に ポー ル を 立て て 自分 の 帽子 を か け 、 そ の 前 を 通る 者 は その 帽子 に 対し て 
頭 を 下げ て 敬意 を 払う よう 住人 に 強制 し た 。 


し か し 息子 と 共に その 帽子 の 前 を 通り 過ぎ た テル は 頭 を 下げ な か っ た た め に 逮捕 され る 。 
FAF-KSEDLFTHIET WC [息子 の 頭 の 上 に 載せ た 林檎 を 射 買 く こ と が で きた ら 許し て や ろう 」 と 告げ る 。 
幼い 息子 は 縛ら れる こと も 目隠し も 自ら 拒否 し 、 自 分 の 意志 で 芋 提 樹 の 元 に 向かっ た 。 

「 ど うし て 恐れ る 必要 が ある ? 僕 は 父 の 腕 を 信じ て いる 。 さ あ 父 さん 、 見 せ て あげ て 」 と 。 

か くし て テル は その 信頼 の も と 見 事 に 息子 の 頭 の 上 の 林檎 を 射 買 き 、 

解放 され た 親子 は 固く 抱き 合っ た の で あっ た 。 


その 直後 の こと 。 

林檎 を 撃つ 際 、 ゲ スラ ー は テル が 器 に 番 えた も の と は 別に も う 一 本 の 矢 を 懐 に 隠し 持っ た こと に 気付 いて いた 。 

ゲス ラー は その 矢 の 意味 を 問う 。 

する と 彼 は 「 も し 最初 の 矢 が 林檎 以 外 の も の を 射 買 いた な ら ば 、 こ の 矢 で お まえ を 撃ち 殺す つも り だ っ た 」 と 告げ る 。 
激怒 し た ゲス ラー は テル を 再度 逮捕 し 、 国 外 に 連行 し て いこ うと し た 。 

し か し その 途中 で テル は 脱走 に 成功 し て 生き 延び る 。 


そし て 一 一 一 代官 の 復讐 か ら 逃 れる た め に 、 代 官 の 怒り か ら 息 子 た ち を 守る た め に 、 
テル は 自ら の 為す べき こと を 為す 。 
細い 谷 道 に テル は 馬上 の ゲス ラー を 狙撃 し 、 そ の 心臓 を 射 抜い た の だ 。 


暴君 を 失っ た 街 に は 平和 が 戻り 、 テ ル は 英雄 と し て 讃え られ 、 
この 一 件 を 皮切り に 、 ス イス 独立 運動 の 気運 は ます ます 強まっ て いっ た の だ っ た 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

戯曲 に 描か れる 通り 、 彼 は 民 を 苦し め る 圧 制 者 に 立ち 向かう 勇気 ある 男 で ある 。 

た だ し 政治 ・ 国 家 的 な 危機 感 か ら 動 いた の で は な く 、 ど ちら か と 言え は 動機 は 個人 的 な も の 。 

猟師 と し て 、 父 親 と し て 、 一 人 の 男 と し て 、 

為す べき こと を 為 し た 結果 、 彼 は 正義 の 士 と な っ た 。 

つま り は 等 身 大 の 英雄 。 

「 父 親 は ヒー ロー で ある ] と いう 概念 その も の を 体現 し た よう な 、 家 族 を 守る た め の 図 太 さ と 余裕 を 持ち 、 と き に 軽薄 、 
と き に 温か く 、 そ し て 怒る と 怖い 男 。 


〇 通常 武器 
に 1 


O AM#Fr3 

アタ ラン テ 

神話 の 狩人 。 

も ちろ ん 足 の 速 さ は 非常 に 重要 だ が …… 狩 り は それ だ け じ ゃ あな い 。 
も し 勝負 する 場合 で も や 、 や り よ う は ある っ て も の さ 。 

超人 オリ オン 

神話 の 狩人 。 

も ちろ ん 力 の 強 さ は 非常 に 重要 だ が …… 狩 り は それ だ け じ ゃ あな い 。 
も し 勝負 する 場合 で も や 、 や り よ う は ある っ て も の さ 。 

MERKE 

喫煙 ルー ム 仲 間 。 父親 トー ク も 弾む と か 弾 ま な いと か 。 

向こう の 息子 は な か な か エキ セン トリ ッ ク だ っ た よう だ な ぁ ……* o 
坂田 金 時 

喫煙 ルー ム 仲 間 。 

ガチ ャ ガチ ャ と し た 品 の ギミック は な か な か ゴー ルデン 、 ら し い 。 
少年 系 サー ヴァ ント 

微笑 まし い 目 で 見 て し まう 。 

だ が 林檎 と 組み 合わ せ て は ダメ 、 ゼ ッ タ イ 。 


CHARACTER Profile 
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CHARACTER Profile 
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ウィ リア ム ・ テ ル さ ん の イメ ー ジ は 「 モ リゾ ー」 で し た 。 が 、 改め て 検索 し ます と モリ ゾー は けっ こう 単色 緑 で 、 マ ル チ 

カム 迷彩 で は あり ませ ん で し た 。 ウィリアム ・ テ ル さ ん も 、 そ こま で 緑 っ ぽく は な り ま せん で し た … い お 父 さん イ 

メー ジ は 当初 か ら 持 っ て いま し た が 、 髪 を そこ そこ ピン ク に 塗っ て し まい 「 フ ァ ン キー すぎ か な ] と 彩 度 を 落と し まし た 。 
(高橋 慶太 郎 ) 
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新しい 時 代 を 始め る た め 、 す べ て の 履 悪 を 断つ こと を 決意 し た 。 
その 代償 と し て 、 人 間 性 を 完全 に 失 つ て いる 。 


BE (BF) :EX 

終末 を も た ら す 者 より 与え られ た 権能 に 等 し い カ 。 
あら ゆる 悪 を 抹殺 する 使命 を 背負 っ て いる 。 

生 を 名 乗る 上 沈 た ち を 狐 波 す る …… が 、 あ まり に 高潔 な た め 、 
無垢 な 子供 や 聖人 以外 の すべ て に 通用 し て し まう 。 


= ہے —— س — = ーー‏ —— 


۴5215 (超越) : EX 
人 間 と し て の 限界 を 超え た 千里 眼 。 
魔 眼 と は 違っ た 意味 で 、 視 覚 の 究極 と も 言え る 。 


CTER Profile 


プラ ラ ヤ 。 
アル ジュ ナ へ 「 対 邪悪 | と 共に も う 一 つ 与 えら れ た 力 。 それ が この MIER EE UTA CHS. 
悪 を 滅ぼす た め 、 世 界 を 終わ ら せ る た め 、 彼 は すべ て の 最後 に この 剣 を 振る う 定 めで ある 。 
剣 を 振る えば 、 大 洪水 と 共に 世界 すべ て を 洗い 流す 。 
マハ ー・ プ ララ ヤ と は 示 天 が 死ぬ 際 に 宇宙 が 帰 滅する こと を 指す ……- す な わ ち 、 壇 。 


さす が に 天下 無双 の アル ジュ ナ と いえ ども 、 こ の 剣 の 力 を 完全 に 発揮 し て 、 振 る うこ と は で き な い 。 だ が 凝縮 ・ 限 定 さ 
TUCTIRERECUSCUS ACIS, ARO FI) と 同じ で あり 、 ア ル ジ ュ ナ は 使い 心地 を それ ほど 悪く な いと 考え 
て いる よう だ 。 


人 物 


arm BER Rx 


O 性格 
通常 は 人 間 性 を ほぼ 失っ た 、 完 全 な る 破壊 の 徒 と し て 振る 舞う 。『 終 未 を も た ら す 者 ] か ら 権 能 と し て 
対 邪 悪 スキ ル と 神 性 を 授かっ て いる た め 、 そ の 代償 で ある 。 

た だ し 、 再 了 暇 を 繰り 返す と か ろう じ て ア ル ジ ュ ナ の 人 間 性 が 取り 戻せ る 。 

その 場合 、 ア ー チ ャ ー の アル ジ 


ナ よ りや や 素朴 な 青年 と し て の 姿 が 顔 を 出す 。 


O マス ター へ の 態度 
ほぼ 無言 で 仕え る の み 。 た だ し 、 マ スタ ー が 邪悪 と 分 か れ ば 容赦 な く 断 罪 し よう と する だ ろう 。 
再臨 が 進 お びに つれ て 言葉 を 喋り 始め 、 第 三 再 了 状 態 で は 、 比 較 的 穏健 に 言葉 を 発する 。 


O 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 。 パー サー カー、 ア ル ジ ュ ナ ……。 
我が身 は 悪 を 滅ぼす た め に あり 、 

悪 は すべ て 裁 か れる も の な り 
「 あ な た は …… 何 を 望む …・ 
その 善 性 に 見 返り は な く 
その 歩み に 曇り も な し 
苦し み も 砺 し み も 抱え て ……。 
た だ ひたすら 前 | 
それ は …… 美 し い ……-] (BIER) 

「 谷 を 戒め 、 争 い を 鎮め る ……。 

も ちろ ん 、 そ れ は 正しい 振る 舞い だ 。 

し か し 、 あ な た の 前 へ 歩む 目 映 さ を 知る と 、 

少し ば か り そ の 戒め を 緩め た くも な る 。 
そし て それ が 、 私 が 人 間 ア ル ジ ュ ナ で ある と いう 、 
その 微か な 証 な の で す 」 (BEER) 

※ 上 記 二 つの 台詞 が 意味 する こと は 、 ほ ぼ 同 一 で ある 。 
音 問 し つつ も 前 へ 進む と いう 人 間 の 業 と 長所 を 、 

第 一 、 第 二 再 胞 時 の アル ジュ ナ は 払 か に 理解 し 、 

第 三 再 臨時 の アル ジュ ナ は 肌 で 感じ 取っ て いる 。 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
史上 の 実像 ・ 人 物 像 は アル ジュ ナ と 同じ で ある 。 


© 「FateGO] に お ける 人 物 像 

イン ド 神 話 に お いて 、 す べ て を 終わ ら せ 再 び 始 め る 限り な く 神 に 近い 英雄 が 存在 する 。 

その 彼 か ら 滅 び ぴの 権能 を 譲り 受け た の が 、 ア ル ジ ュ ナ ・ オ ル タ で ある 。 彼 は 代償 と し て 、 人 格 を 失い か け て いる が 生来 
の 英雄 自我 が 、 ど うに か 彼 を 促 伺 に な る こと か ら 救 っ て いる 。 


遠い 未来 、 ご こ か の 世界 で 「 帰 滅 を 裁定 せ し 廻 刻 (マハ ー・ プ ララ ヤ )」 が 発動 し 、 宇 宙 が 一 巡 す る 。 
アル ジュ ナ ・ オ ル タ は それ を いち 早く 実現 させ る た め に 
送り 込ま れ た の だ が - 


イン ド 異 聞 帯 に お いて 彼 は 完璧 な る 神 と し て 君 申し た 。 
本 来 の 人 格 は 塗り 演 さ ぐれ 、 ま さ に デウス ・ エ クス ・ マ キナ ……- 世 界 を 輪廻 させ 続け る だ け の 概念 に 成る 寸前 に 至っ た 。 


し か し 、 アル ジュ ナ の エゴ イズ ム (それ は 、 誰か に 勝ち た い 、 優 れ た 者 で あり た い 、 何 か を 憎み 、 怒 り た いと いう 程度 の 
も の で あっ た が ) を 司る 人 格 が 残っ た こと で 、 皮 肉 に も その 人 間 性 を 取り 戻し た 。 

今度 こそ カル ナ に 勝ち た い 、 と いう 願い …… 欲 望 こ そ が 、 彼 を 人 間 に 引き 戻す こと が で きた の で ある 。 

イン ド 異 聞 帯 で は 、 あ ら ゆ る 神 の 権能 を 取り 込む こと に より 暴走 、 少 し の 不 出来 も 容赦 し な い 概 念 と な っ た が 、 サ ー ヴ 


ァ ン ト と し て 召喚 され た 彼 が 許さ な い の は マス ター に 英 対 する 邪悪 な ち も の の み で あり 、 汎 人 類 史 の アル ジュ ナ が 本 来 持 
つ 穏 や か な 性 格 も 矯 わ せる 。 


パレ ンタ イン の お 返し に 準 宝 石 を 渡し た よう に 、 
彼 は 美しい も の を 美しい と 感じ る の で は な く 、 
「 美 し く あ ろう 」 と する も の を 素晴らし いと 想う 感性 の 持ち 主 で ある 。 


天 か ら 授 か っ た も の で は な く 、 自 ら 勝ち 得 た も の を 尊 び 、 
その 喜び を こそ 慈しむ 。 

アル ジュ ナ ・ オ ル タ に その 自覚 は な い が 、 

これ こそ が 、 彼 の 人 間 味 で ある と 言え る か も し れ な い 。 


O 通常 武器 


O 3++وڑھا‎ 

アル ジュ ナ 

アル ジュ ナ ・ オ ル タ は 反転 し た 存在 で ある だ け で な く 、 権 能 に よっ て 人 格 が 半ば 以上 欠落 し て いた 。 
その た め 、 ア ル ジ ュ ナ に 対し て は 憧 懐 を 抱い て いる 。 

一 方 、 ア ル ジ ュ ナ も また 彼 に 対し て 奇妙 な 感 蛋 を 抱い て いる 。 

それ は 、 か つて 彼 が 理想 と し た 英雄 その も の だ か ら だ 。 


アー チャ ー の アル ジュ ナ は 彼 の 在り 方 に 英雄 と し て の 理想 像 を 見 出す が 、 異 聞 帯 の サー ヴァ ント で ある アル ジュ ナ ・ オ 
ル タ は アー チャ ー の アル ジュ ナ に 誇り 高き 英雄 と し て の 顔 を 見 出し て いる 。 


その せい も あっ て か 、 両 者 の 関係 は 比較 的 良好 で ある 。 

(や や こし く な る の を 避け る た め 、 あ まり 適 遇 し よう と は し な い の だ が ) 
カル ナ 

と ある 策謀 に より 壊れ か け て も な お 、 

彼 の 威光 を 美しく 、 そ し て 脅威 に 感じ て し まっ た 。 

魂 の 灯火 が 、 彼 を 無視 する こと を 拒絶 で せ た の だ 。 


それ は それ と し て 「 ス ー パ ー カ ルナ ]」 に 対抗 し て 自分 も 

スー パー アル ジュ ナ と 名 乗る べき だ っ た か 、 と 考え る こと も ある 。 

アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン 

自分 を アル ジュ ナ ・ オ ル タ で ある と 知り つつ も 、 

親しく 付き 合っ て くれ る 者 の 一 人 。 

アス トル フォ (セイ パー) 

耳 が ある か ら と いっ て 、 別に 似 て いる 訳 で は な いと 思う の だ が 、 妙 に 仲間 意識 を 持た れ て いる 。 
だ が アス トル フォ を 通し て 他 サ ー ヴ ァ ン ト と の 交流 が 広がっ た こと も あり 、 彼 自身 は 面白 が っ て いる 。 
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] Profile 


背面 (第 三 段 階 ) 


‚CHARACTER Profile 


| 宝 具 カッ トイ ン 
| (第 段階) 


宝 具 カ ッ ト イ ン 
(第 三 段 障 ) 


アル ジュ ナ [オル タ ] 
武器 設定 


(の 顔 に な りな 


| 基本 ぷっ 飛ん の で いる イン ド の 神 
| * で ある 。 (pako) 


が ら や は り ア ル ジ ュ ナ さ ん は 
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フラ スス キル‏ گا 
سے : 


er 
事実 上 、 現 代 の 魔術 師 で は アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン に 傷 を つけ られ な い 。 


マス ター 不在 で も 行動 で きる 能力 。 
慎 怒 の 化身 が 継続 され て いる 限り 、 ア シュ ヴァ ッ タ ー マ ン は どこ どこ まで も 敵 を 倒し に 向かう 。 


これ に より 、 魔 性 の 存在 や 獣 な どか ら 身 を 守る こと が で きた 。 
後に 彼 は 、 降 伏 の 証 と し て 石 を 譲り 渡し た 。 


= ーー ーー 


8 に : 6 
復讐 が 復讐 を 呼び 、 違 反 が 違反 を 増殖 させ た 。 ア シュ ヴァ ッ タ ー マ ン は 怒り の あま り 、 禁 じ ら れ て いた 夜襲 を 行い 、 BH 
PATROLS. 


ES 
アル ジュ ナ 、 カ ルナ に 比肩 する 
(本 人 の 身分 は パラ モン で ある が ) 

士道 の 謀 喘 、 慎 怒 の 化身 と 組み 合わ せる こと に よっ て パー サー カー 以上 の 狂 戦士 と な り 得る 。 
理性 が 失わ れ た 訳 で は な い が 、 極 度 の 慎 怒 状態 に よっ て 

揚 め 手 へ の 耐性 が 少し 弱体 化す る 。 


われ た マハ ー バ ー ラ タ に お ける 最高 の 戦士 と し て の 逸話 が 昇華 され た も の 。 


最 高 神 、 


کہ 


っ で 


H 


fate sidra a ORE 


Ks. Ow SRE K 


٦ ea eee سے‎ 


プラ フ マ ー シ ラー スト ラ 。 
父 ド ロー ナ よ り 授 か っ た 、 究 極 兵器 。 


死 を きっ か け に 、 つ い に 発 動 さ せる 。 
世界 を 麻痺 させ る 破壊 力 を 持っ た この 武器 は 、 


どん な 災厄 に 匠 っ て も 、 こ の 兵器 を 使っ て は な ら な いと 伝え られ て いた が 、 ア シュ ヴァ ッ タ ー マ ン は ドゥ リー ヨ ダ ナ の 


アル ジュ ナ が 全力 で 打ち 放っ た 弓 に よっ て 括 抗 し た も の の 、 周 


一 帯 が 


宝 具 と し て 登録 され て は いる も の の 、 
アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン が この 宝 具 を 使う こと は な い 。 
『FateGO」 に お いて も 使用 され る こと は な い 。 


十 二 年 も の 間 、 不 毛 の 土地 と な る と 伝え られ た ほど の 爪痕 を 残し た 。 


転 輸 よ 、 慎 災 を 巻き 起こ せ 


ا 


SS 種別 


ス ダ ル シャ ンチ ャ クラ ・ ヤ ム o 
珍し いこ と に 、 生 前 は 使用 する こと の な か っ た 、 
で き な か っ た 武器 を 宝 具 と し た も の 。 


録 に 刻み 続け た 。 


つま り 、 チ ャ クラ ム の 使い 方 は その 一 切 が 我流 で あり 、 


巨大 な チャ クラ ム を 手 に し た 彼 は 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 召喚 され る 度 に 、 


誰 に 師事 し た も の で も な い オ リ ジ ナ ル で ある 。 


この 武器 を 自在 に 操り 、 そ れ を 戦士 と し て 記 


kx ۳ 


RK 


〇 性 格 
5771. ا‎ ほとん どの 台詞 が 、 ど こ か が 怒 喝 っ て いる か の よう な 錯覚 すら 起こ す ほど 、 始 終 怒 っ て いる 。 


この 世 の 理不尽 を 人 一 倍 激しく 嘆き し く 慎 る 彼 は 単純 で ある が 、 戦 士 と し て は 一 つの 理想 で ある 。 

〇 マス ター へ の 態度 

決し て 粗野 に 扱わ ず 、 真面目 に 働く …… が 。 彼 が 本 気 を 越え た 超 本 気 モ ー ド に 入る の は 、 恐 らく 強い 絆 で 結ば れ た マス 
ター が 死ん だ と き 。 

通常 の 聖杯 戦争 に は 、 つ く づく 向い て いな い タ イプ 。 


O 台詞 例 

METOBINIIESIOBA. OIE UI! 

それ で も 俺 は 堕落 を 怒り 、 自 分 自身 に も 怒り 続け よう ! 
疾走 する が いい ! ス ダ ル シャ ンチ ャ クラ ・ ヤ ムラ ー ジ 
「 よ し マス ター! 俺 の 怒り を 飲み 込み 、 受 け 入れ た な 。 
な ら 一 緒 に 怒る ぞ 。 

いい か 、 人 間 は 怒る 生き 物 だ ! 

テ メ エ ェ は も っ と 理不尽 に 対し て 怒っ て 怒っ て 怒り まく れ ! 
大 丈夫 だ ! 俺 が 共に 怒っ て や る か ら な 日 

「 さ て 。 じ ゃ あ 、 や ろう ぜ 。 隙 は この 一 上 通し か ね ぇ ん だ 。 
ま 、 こ こ で の "時間" な ん ざ あ っ て な き が 如 し だ が よ 。 
俺 は 俺 の すべ て を 使っ て お まえ を ここ か ら 引 き 上 げ る 。 
お まえ は お まえ の すべ て を 使っ て ここ か ら よ じ 登 れ ] 


% 
vd. 
Ka, e 
کا‎ 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン こそ は 、 マ ハー バー ラ タ に お ける 最強 ラン ク の 戦士 で ちり 、 カ ルナ や アル ジュ ナ ほ どの ドラ マテ 
ィ ッ ク さ は な いも の の 、 有 する エピ ソー ド に は 事欠か な い 。 


中 で も 、 カ ルナ を 始め と する 自軍 の 有力 者 が こと ご と く 死 に 、 

リー ダー で ある ドゥ リー ヨ ダ ナ が 瀬 死に 陥っ た 状況 で 、 父 ドロ ー ナ 、 戦 友 カ ルナ 、 仕 える べき 王 で ある ドゥ リー ヨ ダ ナ 
が こと ご と く 卑 枝 な 手口 で 殺さ れ た こと に 怒り を 覚え た 彼 は 、 戦 士 身 分 と し て の 並 約 に より 禁じ られ て いた 夜襲 を 決行 、 
数 千 人 を 皆殺し に し て 、 事 実 上 の 敗走 に 追い 込ん だ と 言わ れ て いる 。 


その 後 、 降 伏し た 彼 は 三千年 の 間 、 森 を 稚 箱 う 罰 を 受け る こと に な る 。 ま た 、 降 伏 の 証 と し て 差し 出し た 額 の 宝石 は そ 


の 後 、 王 冠 に 填 め 込ま れる こと に な っ た 。 


O [FateGO] に お ける 人 物 像 
| と に か く 、 ひ た すら 怒っ て いる 。 理不尽 に 怒り 、 悲 し み に 怒 り 、 仙 慢 に 怒る 。 


SS 一 方 、 正 義 を こよ な く 愛 し 、 感 動 す れ ば よく 泣く 性 質 で も ある 。 
| た だ し 、 憎 お こと は し な いと 碧 っ て いる 。 彼 は 常に 、 理不尽 な 世界 に 対し て 異 を 唱え る 存在 で あり た いと 願っ て いる の 
だ 。 


マス ター と 共に 怒り 、 笑 い 、 そ し て 泣く 。 
それ が アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン で ある 。 


その 一 方 、 イ ンド の 神 で ある パー ル ヴ ァ テ ィ ー に は 、 
一 時 的 に 激情 を 封印 し 、 茜 し く 接する 。 


3 
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〇 通常 武器 

巨大 チャ クラ ム ( ス ダ ル シャ ンチ ャ クラ ) 

実は 生前 、 手 に 入れ る こと が で き な か っ た 武器 の 一 つ 。 本 来 は クリ シュ ナ が 使用 する 武器 。 アーチ ャ ー に な る に あたり 、 
頑張 っ て 手 に 入れ た と か な ん と か 。 


聖杯 戦争 を 経る 度 に 技 電 が 向上 し て いる らし い が 、 
詳細 は 不明 。 


O 因縁 キャ ラ 
カル ナ ? 
盟友 。 生前 、 親 し い 付き 合い は な か っ た も の の 裏表 な く 、 実 南 で あっ た 彼 を アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン は 好ま し く 思 っ て い ca 
た 。 カル ナ の 死後 、 元 帥 と し て 軍 を 率い た も の の 敗北 し た こと を ちょ っ と 気 に し て いる (カル ナ は も ちろ ん 気 に し て い t 
な い の だ が ) 。 E 
アル ジュ ナ 
実は 幾度 と な く 刃 を 交わ し た 仲 。 た だ 、 ア ル ジ ュ ナ と も 生前 親交 は あっ た た め 、 若 十 気 まず い 。 
特に 夜襲 に 関し て は 話題 に 触れ る こと も で き な い 。 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー Ha 
BT NEAR 

普段 は 上 席 に も 喉 え られ る ほど に 茜 烈 な アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン で ある が 、 彼 女 の 前 で は 借り て きた 猫 状態 と な る 。 
ラー マ 

アー チャ ー と し て 矢 の 争い を し た か っ た が 、 5 
BIN TIEFEN, BRR \ 
ケイ ロー ン ノ トリ スタ ン S 
イン ド と は ほど 遠い サー ヴァ ント た ち だ が 、 
な ぜ か 妙 に うま が 合う 二 人 。 1 
ات 0-70 سے‎ 08-0021877۰ 

トリ スタ ン か ら は いざ と いう 時 の 図 太 さ を 学ん で いる 。 
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全体 図 
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宝 具 カッ トイ ン 
(第 二 段 階 ) 


CHARACTER Profile 


宝 具 カ ッ ト イン 
(第 三 段 障 ) 


イン ド の イン テリ タイ ヤヤ ン キ ー。 イ ンド の サー ヴァ ント は 結局 皆 真面目 な の で わ … ? カッ トイ ン を 描か が せ て も ら っ た 
の で ガチ ャ ガチ ャ する まで 星 が い くつ な の か わか ら ず 魔法 の カー ド 持っ て ソワソワ し て いた よ 。 個 人 的 で し か な いこ と 
な の で す が 、 声 が と て も 嬉し か っ た で す 。(pako) 


アス クレ ビオ ス 


キャ スタ ー E ?20LEAA 
Eile: EN ہت ر۴‎ 186 ギリ シャ 
EN 2ب‎ ۰6 170cm [XA 60kg 


Ede Ed» Edo EJ++ ٦ 


Edo EAD 


IS AS 
CV: 鈴 木 | 


陣地 作成 :A_ 
魔術 師 と し て 自ら に 有利 な 陣地 で ある [工房 ] を 作成 する 

A ラ ンク を 所 有する た め [工房 | を 上 回 る [神殿 」 を 構築 する こと が 可能 。 
無論 、 彼 に と っ て の それ は た だ 医 


行為 の た め だ け の 、 診 察 室 、 処 置 室 、 手 術 室 な どの 意 


一‏ = سس 


ڪڪ 


= 


医術 に 関わ る 道具 し か 基本 的 に 作ら な い が 、 作 る も の は 超 高 性 能 。 
彼 が その 道具 の ター ゲッ ト と し た 傷病 に は 、 ほ と ん どの 場合 、 多 か れ 少 な か れ 効 果 が ある 。 
た だ し それ 以外 の 部 分 は まっ た く 保 証 さ れ な い 。 


合い を 持っ た 場所 で ある 。 


> 3 Sa = 
E 
アポ ロン の 子 と し て GREEKS) 高い 神 性 を 持つ 。 
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現代 に まで 伝わる 、「 医 療 」 と いう 概念 の 祖 、 医 学 の 神 と し て の 存在 を 示す スキ ル 。 
一 説 に よれ ば 薬草 に よる 治療 を 初め て 行っ た 存在 が ケイ ロー ン で あり 、 
それ を 学び 発展 させ 初め て [臨床 医療 ] を 行っ た 存在 が アス クレ ビオ ス で ある と いう 。 


アポ ロン の 子 : A 


ギリ シャ の 神 ア ポロ ン の 系 譜 で ある こと を 示す スキ ル 。 

アポ ロン は 己 矢 、 芸 能 、 予 言 、 太 陽 等 様々 な も の を 司る 神 で ある が 、 

疫病 の 神 で も あり 、 そ の 二 面 性 の 発露 と し て 医術 も 司 つ っ て いた 。 

本 人 的 に は で きれ ば 忘れ た い ス キル で ある が 、 そ の 血 の 力 で な く て は 救え な い 患 者 が も し 眼前 に いる と すれ ば ーー 一 
お そら く 彼 は 舌打ち し な が ら も 、 そ の 使用 を 忠 踏 うこ と は な い だ ろ う 。 


古代 ギリ シャ で は 蛇 は 神 の 使い と し て 神聖 視 され て いた 。 

死者 を 蘇生 させ た 罰 と し て ゼウス の 雷 填 で 殺さ れ た アス クレ ビ ピオ ス は 、 死後 へ び つか い 座 ( 神 の 座 ) へ と 召し 上 げ ら れ た 。 
al 本 人 が それ を 望ん で いた と は 限ら な い が 。 

今 も 医 の 象徴 と し て 使わ れ て いる 意匠 「 ア スク レビ オス の 杖 ]」 に は 一 匹 の 蛇 が 巻き 付い て いる 。 


Ran 


.شس سرت 


リザ レク ショ ン ・ フ ロー ト ハ デス 。 

アス クレ ピオ ス が 作り 出す 、 死 者 を 蘇ら せる 蘇生 薬 。 

これ で 死者 を 蘇ら せ た こ と に より 、 領 域 を 侵さ れ た 冥界 神 ハ デス が 彼 を 罰する よう ゼウス に 求め た の が 彼 の 死因 で ある 。 
ا‎ な の だ が 、 こ の 宝 具 は 「 そ の も の 」 TIER<. 0 :7ا ا7‎ 05 

か つて 実際 に 作成 し 用 いた 区 . 生 薬 は 、 唯 一 無 二 の 特殊 な 原材料 を 用 いた も の で あり 、 英 霊 と な っ た 今 で も 宝 具 と し て 自 
動 的 に 引っ 張っ て こら れる よう な も の で は な か っ た 。 

故に 通常 の 聖杯 戦争 に お いて は 、 彼 は この 模 令 蘇 生薬 を 用 いる こと に な る 。 

模 位 品 で ある た め 元 々 の も の より 効能 が 落ち て お り 、 実際 に 死者 を 蘇生 させ る に は 様々 な 条件 を 満た し て いな けれ ば な 
ら な い 。 

死亡 後 の 経 過 時 間 や 、 死 体 の 状態 な ど で あ る 。 

現代 知識 を 得 た 彼 は [単純 に 、 少 し 出来 の いい AED の よう な も の だ | CBMRRICBS. 

また 、 こ の 模 人 薬 自体 も それ な り に 買 重 な も の で あり 、 何 度 も 使え る 訳 で は な い 。 


hiš FW RO 


BAX ات‎ 1 


リザ レク ショ ン ・ フ ロー ト ハ デス 。 

基本 的 に 使用 され な い (で き な い ) 真 の 宝 具 。 

か つて ハデ ス の 領域 を 侵し 、 ゼ ウス を 怒ら せ た 真 な る 蘇生 薬 そ の も の 。 

か な り 無 茶 な 状態 か ら で も 人 や 半 神 を 完全 に 蘇生 させ る 力 を 持つ 。 

彼 は これ を 用 いて ミノ ス 王 の 子 グ ラウ コス 、 テ セ ウ ス の 子 ヒ ッ ポ リュ トス ら を 蘇ら せ た と 言わ れる 。 

この 薬 の 原料 は アテ ナ か ら 渡 され た (アテ ナ は ペル セ ウ ス か ら 捧 げ ら れ た ) ゴル ゴー ン の 血 で ある 。 

ゴル ゴー ン の 左 半身 か ら 流 れ 出 た 血 は 人 を 破滅 させ 、 右 半身 か ら の 血 は 人 を 救済 する 力 が めった と いう 。 

実 の と ころ 、 た だ ゴル ゴー ン か ら 血 を 採っ た だ け で は 上 手 く いか な い 。 ヒ ッ ポ リュ トス を 蘇生 させ た と き に は 「 ア ル テ 
ミス の 力 を 得 て 為 し た ] と され て いる た め 、 蘇 生薬 は この 血 に 純度 の 高い (アテ ナ 、 ア ル テ ミ ス 級 の ) 神 の 力 が 込め られ 
て こそ 初め て 完成 する も の な の だ ろう 。 他 に も 隠し 味 と し て 必要 な も の が ある の か も し れ な い 。 結局 の と ころ 、 か つて 
の 蘇生 薬 は 彼 の 医術 だ け で は な く 様 々 な 要因 と 偶然 も 関与 し て 作り 出せ た も の で あっ て 、 ア スク レビ ピオ ス 本 人 も この 菊 
生薬 の 作り 方 に つい て 完全 に マス ター し て いる 訳 で は な い の で ある 。 


この 真 な る 魅 生薬 を も う 一 度 作 り 出 し た いと アス クレ ビオ ス は も ちろ ん 考え て いる 。 
ある い は 自分 の 力 だ け で で き な い か 。 よ り 簡 単 な 方 法 で は 無理 か 。 大 量 生産 する に は 
は り 医 術 の 進歩 だ け な の で あっ た 。 


と 、 彼 が 考え て いる の は や 


CHARACTER Profile 


お まえ / 買 様 プ OO 〇 FORT BEN ED 4/8/00 (呼び 捨て )‏ نا 


〇 性 格 
マッ ドサ イエ ン テ ィ ス ト 系 医者 。 
自分 の 医術 の 進歩 に し か 興味 が な い 。 


逆 に 言え ば 、 そ の た め な ら ば 他人 の 迷惑 な ど 顧 みな い 。 
(た だ し 普段 は 本 人 も 忘れ て いる レベ ル で の こと だ が 、 目 的 の 理由 、 根 底 に は 優れ た 医術 を 後世 に 残す ] と いう 人 類 愛 
が ある ) 


基本 的 に は クー ル で 物静か な 男 。 

好 ん で 治療 行為 以外 で 人 と 関わ り 合 い に な ろう と は し な いし 、 興 味 も な い 。 

自分 の こと を 優秀 だ と は 思っ て いる が 、 そ れ は 絶対 評価 で あり 、 他 者 と の 相対 的 な も の で は な い 。 

な の で 不 必要 に 他人 を 見 下 し た り 劣 等 だ と 蔵 ん だ りす る よう な こと は し な い 。 

も ちろ ん 、 必 要 が 生じ れ ば 「 当 然 だ ろう 。 僕 の ほう が 四 様 より 優れ て いる か ら な ] と か 平然 と 言う こと は ある 。 
それ で 相手 が 怒っ て も 、「 な ぜ だ 。 僕 の ほう が 優れ て いる の は 事実 だ うう に ] と きょとん と する の み 。 


物 骨 か で あっ て も 気 が 長 いわ け で は な く 、 腹 が 立て ば 唐突 に キレ る こと も ある 。 
マッ ドサ イエ ン テ ィ ス ト と は そう いう も の だ 。 


O Itt - 729-018 : 
聖杯 に か ける 願い は も ちろ ん 、「『 自 分 の 医術 の さら な る 進歩 』。 
さしあたっ て は あの 真 な る 藤生 薬 の 量産 と か どう だ ろう か 。 ¥ 


マス ター の こと は パト ロン の よう な も の と し て 接する 。 

も っ と いろ ん な 症例 の 患者 を 連れ て こい 。 研究 と 実験 は 好き に させ ろ 。 

その 代わ り に そい つ は 治し て や る と いっ た 具合 。 

仮に 通常 の 聖杯 戦争 で 召喚 され 、 マ スタ ー が 戦闘 能力 を 持っ て いた 場合 は 

「 よ し 行け 、 マ スタ ー。 怪 我 を し て も 治し て や る ] と 真 撃 に 医療 系 サポ ー ト を 行っ て くれ る だ ろう 。 と は いえ 「… な ぜ 
無傷 で 帰っ て くる ? で きる だ け 愉 快 で 珍し い 人 怪我 を し て くれ な いと 困る の だ が ] と 眉 を 鶴 め られ る 可能 性 も あり 、 つ ま 
る と ころ その 立ち 位置 は 、 か つて 彼 が アル ゴ ノ ー ツ の 一 員 で あっ た 頃 と あま り 変わ ら な い の で あっ た 。 


「 僕 は 医者 だ 。 患者 が いれ ば 連れ て こい 。 症状 が 難し けれ ば 難し い ほ どい い 
کس‎ な に 、 風 邪気 味 だ と ? ケツ に ネギ で も 刺し て 寝 て いろ ] 

「 ふ は っ 、 ふ は は は っ …… 祥 府 の 神 よ 、 見 る が いい ! 買 様 ら の 役目 は 終わ り だ 。 人 は 死 を 克服 し た ! 

ーーー「 條 薬 ・ 不 要 な る 冥府 の 悲 歌 (リザ レフ ショ ン ・ フ ロー ト ハ デス )]」 N 

「 あ いつ ら の 顔 を 見 て いる と 、 あ の 船旅 の こと を 思い 出す 。 僕 は 船 医 と し て 乗っ て いた だ け で 、 楽し か っ た と か 楽し く な 
か っ た と か じゃ な い が …… ま 、 退 屈 は し な か っ た さ ] 

[REED BND! 

「 ほ う 、 僕 を 手伝い た い の か ? いい 心がけ だ な 。 も ちろ ん 実際 の 治療 は すべ て 僕 が や る か ら …… そ うだ な 、 マス ター は 
[ 送 げ る 愚 悪 者 を 迅速 に 気絶 させ る 方 法 | や 『 絶 対 に 外せ な いし 窒息 も し な い 安 全 な 猿 ぐ つ わ の 噛ま せ 方 ] と か を 学習 し て 
お く と いい 。 …… な に ? あま り 医 療 の 手伝い らし く な い だ と ? 何 を 言っ て いる 、 あ の 看護 師 は 僕 が 何 か 言 うま で も な 
く 完 璧 に それ ら を 会 得 し て いた ぞ ?] 


نیا 
の‏ 
の‏ 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
アス クレ ビオ ス は ケイ ロー ン の も と で 医術 を 学び 、 の ち に [ 医 神 | と 呼ば れる よう に な っ た ギリ シャ 英雄 で ある 。 イア ソ 
ン 率 いる アル ゴ ノ ー ツ の 一 員 で も ある 。 


父 は オリ ュ ン ポス 十 二 神 の 一 柱 ア ポロ ン 。 

アポ ロン は コロ ニス と いう 女 と 交わ り 、 彼 女 に 子 を 宿 さ せ た 。 

し か し 時 が 彼女 の 不貞 を 告げ た ( 狼 の 嘘 で お っ た と も され る ) こと に 激怒 し 、 ア ポロ ン は コロ ニス を 殺し 、 さら に それ ま 
で 白かっ た 鶏 の 羽 を 黒く 変え て し まっ た 。 アポ ロン は コロ ニス を 殺し た こと を 悔やみ 、 火 葬 寸 前 だ っ た 彼女 の 用 か ら 子 
(アス クレ ビオ ス ) を 取り 上 げ 、 そ れ を ケン タウ ロス の 賢者 ケイ ロー ン に 託し て 育て させ た の で あっ た 。 


アス クレ ビオ ス は ケイ ロー ン の も と で 医術 と 狩猟 を 学び 、 医 術 に 関し て は ケイ ロー ン に も 勝る 才覚 を 示す よう に な っ た 。 
その 医術 は アテ ナ か ら 与 えら れ た ゴル ゴー ン の 血 を 元 に 作っ た 薬 で 人 を 蘇生 する に まで 至る 。 

だ が 、 人 が 死 を 克服 し た な ら 冥 府 の 存在 価値 は 失わ れ て し まう 。 危機 感 を 覚え た 冥界 神 ハ デス は (アポ ロン の 子 で ある 
アス クレ ビオ ス に 直接 の 手出し は で き な か っ た た め ) ゼウス に 対処 を 頼み 、 ゼ ウス は 埋 武 で 彼 を 撃ち 殺し た 。 

息子 を 殺さ れ た アポ ロン の 怒り を 容 め る た め 、 ゼ ウス は 死ん だ アス クレ ピオ ス を 神 の 座 (へ び つ か い 座 ) に 引き 上 げ て や 
っ た と いう 。 


O 「FateGO] に お ける 人 物 像 
自分 の 持つ 医術 の 進歩 に し か 興味 の な い 、 マ ッ ド サイ エン ティ スト 系 の 医者 。 


彼 の 医術 は 、 薬 学 医療 、 外 科 医 療 、 魔 術 医療 すべ て を 包括 し た 非常 に 効果 の 高い も の だ が 、 
根本 的 な 目標 が 人 の 苦し み を 和らげ た い 」 と か 「 人 を 治療 し て 感謝 され た い ] と か で は な く 「 自 分 の 持て る 医 と いう 技術 
の 進歩 | に ある た め 、 一 般 的 な 「 お 医者 さん ] と は まっ た く 異 な る 。 


進歩 に 通じ そう な 斬新 な 病気 の 治療 は 喜ん で 行う が 、 進 歩 に 通じ な いつ ま ら な い 病 気 な ど は 診 た くも な いと いう 立ち 位 
置 。 不 必要 に 実験 的 で 危険 な 治療 法 を 行う こと 多 し 。 他 の 医者 が 見 た ら 血 相 を 変え る よう な レベ ル 。 

だ が 彼 自 身 の 天才 的 な 手腕 の た め 、 な ん だ か ん だ いっ て 成功 ・ 治 療 し て し まう の で 、 知 識 の な い 患 者 か ら は 単に [治っ 
た ! や っ ぱり この 人 は 凄い 医者 な ん だ !| と だ け 思 われ る 。 後世 に 伝わっ た 評判 は その た め 。 


彼 の 目的 は た だ ー つ 、「 自 分 の 医 と いう 技術 を 研 氏 し 発展 させ 続け る こと ] で ある が 、 一 つ だ け 許せ な いこ と が ある 。 
か つて 自分 が ゼウス た ち に 受け た 仕打ち で ある 。 

サー ヴァ ント と し て 現 界 する 彼 は 、 自 分 が 神 に 殺さ れ た こと に 怒り を 覚え 、 憎 ん で いる 。 

どう し て 殺さ れ な けれ ば な ら な か っ た の か 。 

自分 は ひたすら 医術 を 研 鎖 し て いた だ け な の に 、 た だ 優れ て いた だ け な の に 、 ど うし て 殺さ れ な く て は な ら な か っ た の 
か 、 と 。 

殺さ れ た あと に 星座 や 神 に な ど さ れ た と ころ で 許せ る も の か 。 

その 神 の 身勝手 さ 、 理 不 尽 に 対す る 怒り の 災 が 消え 去る こと は な い 。 

そし て その 怒り は 、 不 出来 な も の を 削ぎ 落と し 完全 な 世界 』 に 至 ろ うと する イン ド 異 聞 帯 の 王 に 召喚 され 、 さ ら に 彼 が 
奪っ て いた 神 性 を 埋め 込ま れ て し まっ た こと で 極端 化し 暴走 し た 。 


\ 


優れ て いる こと を 理由 に し た 排 訂 な ど あ っ て は な ら な い 。 

優れ て いる も の と 劣っ た も の が あっ た と し た ら 、 優 れ て いる も の が 残る の は 当然 で ある 。 
それ が 当たり 前 の 、 正 し い 世 界 の 在り 方 な の だ 
と いう 異聞 帯 の 方 向 性 に 沿っ た 過激 な 主張 を 胸 に 、 彼 の サー ヴァ ント 神 持 (ロー カ パ ー ラ ) の 一 人 と し て 動く こと 
と な っ た 。 


+ 


な せ ぜ 自 分 の 医術 を そん な に 進歩 させ た い の か ?] を 彼 に 問う た 場合 、 彼 は まず 首 を 傾げ る だ ろう 。‏ 「 تو 
そこ に 答え が ある こと に 自分 で も 気付 いて いな い 、 に 近い 。 無意識 下 の 初期 衝動 と し て は あっ た の か も し れ な い が 、 彼‏ 
は それ を 普段 は 忘れ て いる 。 当 た り 前 の こと すぎ て 忘れ て いる 。 な の で 自分 か ら は 決し て その 答え を 言わ な い 。‏ 


答え は 明白 で 単純 で ある 。 
[技術 の 向上 を 目指 し た の は 、 後 の 医学 の た め 。 即 ち 、 後 に 続く 人 間 の 世界 の た め ] と いう 人 類 愛 。 


彼 の 周り に いて 共に 時 間 を 過ごし た な ら ば 、 彼 が 何 も 言わ ず と も それ に 自然 と 気付 いて いく か も し れ な い 。 

少な く と も アル ゴー 船 で 共に 旅 を し た 英雄 た ち は な ん と な く 気 付い て いた も の と 思わ れる 。 

た だ し 本 人 に 言う と ヘソ を 曲げ る と いう か 、 天 邪 鬼 精神 を 発揮 し て 本 人 に と っ て 良 か ら ぬ 方 向 性 に 進ん で し まう 可能 性 
も ある の で 言わ な いよ うに し て いた 。 


さら に 奥底 、 その 初期 衝動 の 理由 、 個人 的 な 動機 の 部 分 で は 、 も っ と も っ と 医術 を 発展 させ て 人 間 が 死 を 克服 すれ ば 、 神 
の 愚か な 行為 で 死ん だ 母 の よう な 哀れ な 人 間 が いな く な る か も し れ な い …… と いう 、「 神 に 殺さ れ た 、 逢う こと な く 死 に 
別れ た 母親 の (間接 的 な ) 救済 | が ある の か も し れ な い 。 


O 通常 武器 

アス クレ ビオ ス の 杖 
蛇 

医疗 行为 
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O 因縁 キャ ラ 
パリ ス の 頭 の 上 に いる 奴 


ナイ チン ゲー ル 

いま いち 言動 に 理解 で き な い 部 分 も ある が 、 目指 す 方 向 は 同じ …… 気 が し て いる 。 多分 。 

助手 と し て の 腕 は 申し 分 な い 。 

サン ソン 

何 か 気 後 れ し て いる よう お 部 分 も 見 受け られ る が 、 助 手 と し て の 腕 は 申し 分 な い 。 

パラ ケル スス 

薬品 に 詳し い 男 。( 自 分 に と っ て は ) 新しい 時 代 の 薬学 知識 を 彼 か ら 仕 入れ た いと 思っ て いる が 、 な ぜ か 二 人 で 話し て い 
る だ け で 銀河 警察 を 名 乗る 者 が [悪事 の 気配 が し ます と 乱入 し て くる 。 

イア ソン プア タラ ン テ ノ ヘラ クレ スン / 他 アル ゴ ノ ー ツ 関係 

見 慣れ た 奴ら 。 色 々 な 症例 を 見 せ て くれ る こと を 望ん で いる 。 

か つて の あの 旅路 と 同じ よう に 。 

アル テ ミ ス 

深入り は し た く な いな が ら 、 さ り と て 関わ り を 完全 に 断つ こと も で き な い よう な 、 複雑 な 距離 感 の 神 。 
せっ か く な の で 程々 に 利用 は し て や ろう と 思っ て いる 。 -7. MARES. 

Ad お っ 、 こ ん な と ころ に も 神 の 力 で ジャ ミン グ と は 。 

そん な 無駄 遺 い する 余裕 が ある な ら 本 生 薬 作り を また 手伝っ て 欲し いも の だ 。 

オリ オン 

親戚 の よう な 、 画 画 の 恋人 の よう な 英雄 。 

あの 最低 な 神 の 策 で 殺さ れ た あと 、 要 請 を 受け て 生き 返ら せよ うと し た こと も あっ た か も し れ な い 。 
滅多 な こと で は 死な な そう な 頑健 さ が ヘ へ ラク レス を 思い 起こ させ 、 ひ そ か に 「 い つか と ん で も な く 珍 し い 怪 我 を し て く 
れ そ うな 期待 の 患者 ラン キン グ ]】 二 位 に 位置 づけ て いる 。 


沖田 総司 

こと ある ご と に 血 を 吐く が 、 死 に そう で 死な な い …… 愉 快 な 奇病 の 気配 が する ぞ 。 診 せ て みろ 。 

トロ イア 戦争 関係 者 

僕 の 子 た ち が 、 ト ロイ ア 戦 争 に ? ぬお ……。 と 
アン デル セン : 


残念 だ が 、 お まえ の 身体 は 僕 に は 治せ な い 。 それ は 傷病 で は な く 、 そ れ が お まえ だ か ら だ 。 
موم‎ その 顔 は 、 自 分 で も わか っ て いる よう だ な 。 医者 の 出る 幕 で は な か っ た らし い 。 
冥界 系 サー ヴァ ント y 
お まえ た ち も 、 ハ デス と 同様 に 死 を 護 ろ うと する の か ? くだ らん 。 
ヒッ ポリ ュ ト ス 

数 少な い 成 功 例 。 

お まえ は 、 母 親 の こと を 
ニコ ラ ・ テ スラ 

ク ク ク ! これ は 愉快 だ 、 痛 快 だ ! 神 の 雷 を ヒト の も の へ と 又 め た か ! で か し た ! 
سد‎ ' そ うだ 。 で あれ ば きっ と いつ か は 、 同じ よう に 、「 死 」 す ら も ーー 一 。 


“いや 。 何 で も な い 。 
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CHARACTER Profile 


° Fora ko 1 
ر‎ 8 
© NO Ba, cravadripas” 
datan 987 すす や て Bar 
49379, tov a, 
(AUER ft 


Large Lil ee ae) 


[BRECK < RS ETERNA RUINAS), EY ERII—-| EDF—S ELMER AO 
デザ イン を 描か せ て いた だ きま し た 。 特に 第 一 は 彼 の 逸話 を 多く デザ イン に 入れ 込ん で いま す 。 初稿 で 第 二 に つい て は 
第 一 を 少し 攻撃 的 に し た 変形 、 第 三 は それ を 医 神 を イメ ー ジ し た 現在 と 同じ 色 に 変え た 物 だ っ た の で す が 、 武内 さん よ 
り 第 二 は 手術 着 、 甘 えん ぼ 袖 が チャ ー ム ポイ ント だ か ら 第 三 も 袖 を 長く する の は どう か と アド バイ ス い た だ き 今 の 形 に 
な り ま し た 。 医術 の 進歩 を 求め る 彼 に は 特に 第 二 は ぱっ た り だ と 思い まし た し 、 何 より あの 長い 袖 は 「 甘 えん ぽ 袖 ] と 呼 
ぷ の だ と 思わ ず に っ こり し て し まい まし た (Eo. (HAD 
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CHARACTER Profile 


と Comment from Illustrator 


韓 信 さん は 、 本 編 中 で の 活躍 の 通り 非常 に 着地 点 を 探す の が 難し い 人 物 で 、 当 時 か な り 悩 み 迷 走 し 不安 に な りな が ら も 
無理 や り 滴 ぎ つい た 記 境 が あり ます 。 NPC らし い 存 在 感 な が ら も だ いぶ 濃く 、 し か し 終 有 器 で の 強 さ に は 面 食 ら う 。 そう 
いっ た 驚き を 目指 し まし た 。「 背 水 の 陣 ] の 由来 、「 国 士 無双 ] と し て も 名 を 馳せ る 彼 を 模 し た 像 が いく つか あり 意匠 を 没 
みつ つ 、 機 能 性 を 重視 し た ギミック を 内 蔵 し た 鎧 で 武装 し て いま す 。 冒険 し つつ 奇 は 街 わ ず 、 万 が 一 動画 や 礼装 絵 な ど 
で 他人 が 描く 場合 に な っ て も 大 丈夫 そう な シン プル さも 探す 。 思え ば は じ め て の キャ ラ デ ザ で 、 だ いぶ 引 き 算 思 考 で や 
つた な と いう 反省 が あり ます が 、 個 人 的 に は そう いつ た 経緯 含め て 、 非 常に 大 事 な 、 愛 せる も の に な っ て いま す 。 


(テー) 
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スー パー カル ナ 


パー カル ナ と 聞い た と き に は 流石 ダ セ ェ ( 惚 ) と な り カ ルナ さん を 大 好き だ と 再 孝 識 し まし た 。 良さ し か な い 。(pako) 


ar t from Illustrat 
ا‎ パー カル ナ と 呼ん で いた は 忘れ まし た が 流石 に ザ セ ェ と 思っ て お り ま し た 。 本 人 の 口 か ら ス ー | 
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ACTER Profile 


x RAN 
© =v چ‎ 


< =v > 本 
¡Ya Barsa, 


BB atryic 
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Comment from Illustrator : 
異聞 帯 の 少女 と いう 事 で 、 一 緒 に 短い 日 々 を 過ごす マス ター た ち に で きる だ け 可 愛 が っ つて も ら え ます よう に 、 と 願い な 
N イン し まし た 。 ス トラ ッ プ 付き サン ダル と 膝 の 隠れ る ズボン は 、 転 びに くい よう に 、 転 ん で も 怪我 を し に くい 


よう に 。 目 を 閉じ て 笑っ て る 顔 が お 気に入り で す 。 (桐原 小鳥) 
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fap Wry 


ES ョ ン の モリ アー ティ を 描き た く て チャ レン ジ し まし た w。 こ の 人 どん な 服 着せ て も それ な り に 着 こ 
な し て し まう 不思議 な キャ ラ 特 性 、 便 利 で すけ ど 何で し ょ う ね 、 自 分 で も 理由 が わか ら な い …。 立 ち 姿 が 社交 ダン ス の 
ポー ズ に な っ て いる の は 描き 終わ っ た 後 気 付き まま し た 。 (EBA) 
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私 あな た お まえ BE 彼 プ 彼女 あの 方 な ど 


| Bun | [Tas u 
O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 


春日 局 は 徳川 幕府 三代 将軍 ・ 徳 川 家 光 (幼名 竹 千代 ) の 乳母 で ある 。 本 名 は お 福 と いう 。 

父 は 本 能 寺 の 変 で 織田 信長 を 討っ た 明智 光秀 の 重臣 、 斎藤 利 三 。 

母 は 美濃 三 人 衆 の 一 人 に し て 多く の 武功 を 上 げた 武将 ・ 稲 葉 一 鉄 の 娘 、 お あん 。 

利 三 は の ち に 戦 に 敗れ て 処刑 され て し まっ た が 、 福 は 母 と 血縁 関係 に あっ た 公家 の 三条 西 家 に 引き 取ら れ 、 

歌 や 書 な ど 含 め た 高い レベ ル の 教育 を 受け て 育て られ た 。 

の ち 、 福 は 稲葉 正成 に 嫁ぐ 。 正 成 は 豊 外 秀吉 に 仕え 、 の ち に 小早川 秀秋 の 重 下 と な っ た 武 持 で ある 。 

小早川 夫 秋 は 関ヶ原 の 戦い に て 西 軍 を 裏切っ て 徳川 家康 の 側 に つき 、 東 軍 の 勝利 を 導い た が 、 秀秋 が 1602 年 に 死去 す 
る と 正成 は 浪人 と な る 。 

そん な 折 、 二 代 将 軍 秀 忠 公 の 丸子 ・ 竹 千代 の 乳母 を 幕府 が 探し て いる と いう 話 を 聞き つけ 、 福 は それ に 志願 。 

結果 、 見 事 に 徳川 の 乳母 と し て の 地位 を 勝ち 取っ た の で あっ た 。 

正成 の 戦功 と 福 の 教養 、 健 康 な 子 を 多く 産ん で お り 乳 の 出 が 良かっ た こと 、 な ど が 採用 の 理由 で あっ た と され て いる 。 


福 は 竹 千代 を 立派 な 三代 将軍 、 徳 川 の 世継 ぎ こ と すべ く 、 愛 情 の すべ て を 注い で 彼 を 養育 し 、 竹 千代 の ほう も 福 に 懐い た 。 
し か し その た め 実 母 ・ お 江 与 の 方 と の 関係 性 は あま り 良 いも の で は な く な る 。 

の ち に お 江 与 の 方 が 弟 と な る 国松 を 産み 、 国 松 を 世継 ぎ ぎ に し よう と いう 動き を 見 せ た と き 、 

福 は 隠居 し て いた 大 御所 ・ 徳 川 家康 に 直訴 し 「 世 継ぎ は 竹 千代 で ある 」 と の 言 質 を 取っ た と 言わ れ て いる (後世 の 創作 で 
ある と も ) 。 


し か し どう あれ 福 は 竹 干 代 を 立派 な 三代 将軍 ・ 徳 川 家 光 に 育て 上 げた 。 

将軍 様 御 局 と し て 権力 を 握る よう に な っ た 福 は 、 そ れ ま で 存在 は し て いた も の の 制度 が それ ほど 確立 され て いな か っ た 
[AR] と いう 世界 の 整備 を 行い 、「 徳 川 の 世継 ぎ を 産み 護る た め の 確 固 た る 場 (シス テム )」 と し て の 大 奥 の 礎 を 築く こと 
に な る 。 


1629 年 、 幕 府 と 朝廷 の 関係 性 が 悪化 する 中 、 幕 府 は 公家 ・ 三 条 西 家 と 縁 が ある 福 を 朝廷 に 派遣 する 。 
その 際 、 後 水尾 天皇 と 調 見 を 果たし た 福 が 下賜 され た 称号 が 「 春 日 局 ] で あっ た 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

いつ で も 無間 に 元気 潜 刺 、 日 本 の 誇る スー パー 乳母 。 
掃除 洗濯 炊事 に 裁縫 、 家 事 も 育児 も な ん で も ご ざれ 。 
武家 の 子 を 育て る の だ か ら 、 も ちろ ん 武術 や 馬術 の 教 
徳川 の 世継 ぎ を 立派 に 育て 上 げた こと を 誇り に 思っ て お り 、 

願う は 正しき 大 奥 の 存続 、 す な わ ち 徳川 の 血筋 が 正統 に 続い て いく こと 。 

そこ に ある の は も ちろ ん 、 天 下 泰 平 が 続く に は そう あら ね ば な ら な いで し ょ う 、 と いう 当然 の 理屈 。 


だ っ て お 手 の 物 ! 


数 多 の 戦乱 に 翻弄 され て 家族 を 喪っ て きた 武家 の 女 と し て 
彼女 は た だ 、 平和 な 世 を 望ん で いる だ け な の で ある 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

ENI HERKES 大 奥 ] に お いて 登場 。 

事件 発生 当初 、 既 に 魂 の み の 存 在 と な っ て お り 消 え 去 る 寸前 で あっ た が 、 

それ を 発見 し た パー ル ヴ ァ テ ィ ー に 救 われ 、 霊 基 を 間借り する 形 で 主人 公 た ち を ナビ ゲー ト す る こと に な る 。 


TER Profile 


Comment from Illustrator 


最初 に 丸い 可愛 い フ ォ ル ム 感 を 出 そ う と 思い な が ら 描 き 始め まし た 。 着物 の 構造 に 不安 が あっ た の で 幾度 と な く 武内 さ 
ん こやま さん に 間違っ て いま せん か ? と 確認 し た 思い 出 。 羽織 の 柄 は 桜の よう な 、 ハ ー ト の よう な 感じ で 可愛 くま と ま 
つた よう な 気 が し て いま す 。 GAINA) 


松平 信綱 


人 物 


| vs Bun mm /村 未 元 ڑگ ج‎ 役 / 彼 女 ノ あや つっ / あ の 方 な ど 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
松平 信綱 は 三代 将軍 家 光 の 時 代 の 老 中 。 官 名 を 加え て 松平 伊豆 守 信綱 と も 呼ば れる 。 
その 知力 が 音 に 聞こ えた 事 に より 、「 知 恵 伊豆 ] と の 異名 も 持つ 。 


幼少 期 より 家 光 ( 竹 千代 ) の 小姓 に 任じ られ 、 兄 弟 の よう に 共に 育て られ る 。 

家 光 が 将 軍 職 を 継い で か ら は 老 中 と な り 、 幕 府 と 家 光 を その 知力 で 支え た 。 

将軍 家 侯 術 指南 役 で ある 柳生 但馬 守 宗 乱 、 乳 母 で あり 大 興 老 女 で ある 春日 局 と 合わ せ て 、 
家 光 を 特に 支え た 三 人 の 功労 者 、「 帰 の 脚 ] と 称 され る 。 


EE PA 


1637 年 に 発生 し た 島原 の 乱 に お いて 、 当 初 幕府 が 鎮圧 を 命じ た 板倉 重 昌 ら が 戦死 し た こと に より 、 幕 府 軍 総 大 将 の 任 


に 就く 。 
信綱 ら は 兵糧 攻め を 行い 、 二 月 末 に 反乱 を 鎮圧 。 指導 者 で あっ た 天草 四郎 時 責 は 死亡 し 、 そ の 首 は 晒さ れ た 。 
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165 1 年 に 家 光 は 病死 する が 、 主 君 が 死ね ば 腹 を 切っ て 後 を 追う の が 珍し く な か っ た 時 代 、 
信綱 は その まま 老 中 職 と し て 家 光 の 息子 で ある 4 代 家綱 の 補佐 を 行っ た 。 

民 は 陰口 を H く な ど し て 非難 し た が 、 信 網 は 意 に 
© IFateGO| に お ける 人 物 像 

泰 然 自 若 に し て 冷静 沈着 、 見 る か ら に 愉 側 な 印象 を 具 えた 侍 。 

筋力 頼り に 刀 を 振る う 武 士 と いう より は 、 智 斉 で 相手 を 圧倒 する 軍師 策士 タ イプ 。 
た だ し 春日 局 に 鍛え られ た 幕臣 と し て は 当然 に 、 語 の 腕前 も 悪い わけ で は な い 。 
仕え る べき 主君 に 対し て どこ まで も 付き 従う 、 強 い 意 志 を 持っ た 忠義 の 士 。 8 


〇 ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
TEARS 大 奥 ] に お いて 登場 。 
異形 の 大 迷宮 と 化し た 大 奥 の 中 で 主人 公 た ち を 待ち 受け る 。 
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下げ 緒 は 
黒 十 藤 色 


白髪 で す が 、 真 っ 白 だ と 
コン トラ スト が 
強 す ぎ て し まう の で 
灰色 に し て いま す 


ent fr 


ml 


但馬 守 の 同僚 で す の で 、 並 ん だ 時 に 違和感 の な いよ う 、 い つも 但馬 守 の 立ち 絵 を 横 に 並べ て 作画 し て いま し た 。 ERA 


目 で 遊び の な い キ ャ ラク ター 像 を 


し まし た が 、 同 じ 堅 物 ・ 忠 到 タ イプ の アグ ラヴ ェ イ ン に は 瞳 の 表情 な ど に 独特 の 


繊細 さ が 感じ られ る 事 に 比べ て 、 こ ちら は より 凄 味 の ある 方 へ と 個性 を 引き 出す よう に し まし た 。 ( 古 海 鐘 一 ) 
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| 女体 と 銀 の 配分 を どう する か 、 自 分 の 嗜好 と の 戦い で し た 。 (坂本 みね ぢ ) ‘ 
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